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一．銀の麗人












　大陸の北に位置する辺境の国、フィール王国は冬の時期がとても長い。土地は肥沃といえず、豊富な作物も育てられない。王国で主に生産されているのは薬草だ。

　国民は、太陽が昇るのと同時に起き、日中は農園で薬草を大切に育てて、日が沈むと眠るという、平和な日々の繰り返しだった。

　決して豊かではないフィール王国だが、国民は不満を抱くことがなかった。その理由は、王家への信頼だ。長年にわたり平和を実現してきた王家の統治に対し、だれが不満を抱くだろうか。

　国境をひとつ越えれば大帝国シェルクレスが大陸の大部分を制圧している。

　皇帝の機嫌ひとつで諸国など簡単に滅んでしまう。その強大な軍事力の矛先が、いつフィール王国に向くかなど、皇帝本人にしかわからないことだった。

　それでも数十年、戦の火の粉を浴びずにいられたのは、王家が尽力しているからだといわれていた。そんな王家に不満を持つ者はいないはずだったが、最近になって王家の未来に暗雲が立ちこめるようになっていた。世継ぎ問題が解決しないからだ。

　フィール王国には後継者がいない。王の子はただ一人で、王女だった。名をグラディスといい、国民からも愛されているものの、後継者には望めないのではないかと不安視されている。






「……いい加減にしていただけますかな」

　王宮の一角で、小柄な男が壁際に追い詰められていた。

　男は四十路を過ぎた頃で、特段老けて見えるわけではないが、若くも見えない。ただ少し、顔の造形はいい。そんな特徴だった。

　相対するのは銀色の髪を結った青年。シャツにネクタイを締め、ウェストコートにトラウザーズという出で立ちをした、五・七フィートほどの美しい人物だった。

「あなたが、私と王宮の可憐な花々との睦み合いをお諫めになるから、あなたもまざらないかと声をかけたまでだ、バルドー侯爵」

　バルドー侯爵の身長は五・三フィートほど。その美しい青年からすると、やや見下ろす格好だ。

　青年は顔を近づけて、端正な笑顔を浮かべる。若く美しい男が、四十路を過ぎた男に迫っているようにしか見えない。

　バルドー侯爵は身体を仰け反らせて声を荒らげる。

「お戯れならばほどほどになさいませ、王女殿下！」

　青年は、男ではなく王女だった。

「なぜだ。あなたがたも王宮で愛らしい女性を見かけたら口説くだろう。私も今宵の添い寝の相手を求めただけだ」

　なにがいけない、と青年にしか見えない王女は心底不思議そうな顔をする。

「あなたは王族である自覚がおありなのですかな」

「あるさ。だから女性を愛でている」

　うん、と頷いた王女――グラディスは目が合ったメイドに柔らかく笑いかける。すると、その美貌から繰り出される微笑みに皆、歓喜した。

　グラディスは、だれもが認める美青年だった。齢二十三歳。性別、女性。

　王唯一の実子は、王位継承権を持てない女性でありながら、この世のすべての女性を愛していると豪語する、男装の麗人だ。

「私など相手にしていないで、跡継ぎを残す算段でもつけられてはいかがですかな」

「それを悩んでいる。私にもつくものがあればよかったのだが……」

　グラディスが自らの下肢をじっと凝視する。目の前でバルドー侯爵が顔を真っ赤にして憤怒の形相を作った。

「なんと下品な……品性を持たぬのは恥だと思われないのですかな？」

「うぅん……？　だめか？　あなたがたも同じような会話をするだろう」

「私とあなたとでは違いますな。あまり下品なことを口になさらないのがよろしいですぞ」

「……あなたがた男は女性に卑猥な言葉を吐いても許されるのだろう？　私は女性を寝所に連れ込みたいだけだ。そしていちゃいちゃしたい。なぜこれが許されない？」

「同じ色に溺れるなら男と致してはいかがですかな」

　グラディスがふふと笑う。そして、バルドー侯爵に半歩近づいた。

「では聞くが、あなたは私となにかできるか？」

「ご冗談を……」

「そういうことだよ。男は私など相手にするものか。私も男は好かん。お互い、いい距離感を保っていればいいんだ」

　けらけらと笑ってグラディスが離れた。

　様子を見物していたメイドたちを振り返ると、黄色い歓声が上がる。グラディスは、この瞬間がなにより好きだった。

「……女になど、生まれてさえこなければよかったでしょうにな」

　後ろでバルドー侯爵の声が聞こえる。その声は聞こえないふりをして、グラディスが背を向けた。

　女でなければ。男以外の世継ぎなど不要だろう。さっさと嫁げばいいものを。子作りすらできない欠陥品のくせに。

　心ない言葉を浴びせられ続けてきたグラディスには、こんなことは日常茶飯事だった。

「バルドー侯爵。私が王位を継げるよう手を貸してくれれば、後継者問題も解決するのだがな」

「女王など、この国で認められるはずがありませんな」

「……そうか、それは残念だ。でも私は後継者の座を譲る気はない。特に、あなたにはな」

　メイドたちを引き連れて場を立ち去っていくグラディスを、バルドー侯爵が憎しみを込めた目で睨む。

　王家と敵対する強硬派筆頭のバルドー侯爵はこの日を境にグラディスと一切顔を合わせることがなくなった。

















二．動き出す時間












　グラディスは、容姿に恵まれながらもその美貌を見せつけるような真似はしなかった。

　煌びやかなドレスと素肌の露出が望まれる夜会でも、彼女は王子然とした凜々しい姿で顔を出していたし、なにもない昼間もシャツにネクタイを締めて、ウェストコートを着るのが定番だった。今日も同じ姿だ。

　滝のように流れる銀髪は、無造作にぐいと縛っておく。これだと愛想がないので青いリボンを飾った。

　グラディスが衣装部屋の姿見に全身を映し、満足げに頷く。今日も立派な男だった。

　少し袖が長いのでもう少し詰めてもらったほうがいいかと袖口を覗き込んでいると、衣装部屋の扉が叩かれる。

「入っていいぞ、フォルツ」

「失礼します」

　扉を開いて姿を見せたのは、栗色の髪と青い目をした男だった。

　名をフォルツ・レディンといい、フィール王国でも長く続く男爵家の嫡男だ。

　顔立ちはやや幼いが、まるで物語に出てくる王子のような完璧な造形の美青年。シャツにネクタイを締めて、トラウザーズを穿き、今日は茶色いウェストコートを着ているだけの軽装だった。

　フォルツを見て、グラディスは吟味した濃紺のウェストコートを脱ぐ。

「着替えるんですか？　僕、外に出てますね」

「いや、いいだろ。どれが似合うと思う？」

「……お好きなのでいいと思いますけど」

　フォルツの着ている色味に近そうなウェストコートを選んだ。トラウザーズも穿き替えようと脱ぎかけると、フォルツがバンッと扉を閉めて出ていってしまった。

「おい、フォルツ。その態度はなんだ！」

「僕も一応男ですからね！　傍目から見られたときに困るんです！」

　扉を一枚隔てて文句を言うと、フォルツはいつも大声で応戦してくる。

「私は困らないぞ。従者相手にどうこうなるものか」

「とりあえずさっさと着替えて出てきてください。話があるんで！」

　まったく、とぼやきながらグラディスはトラウザーズを替え、新たなウェストコートに袖を通してから部屋を出る。ボタンを留めていると、フォルツが「ちょっと待ってください」と手を伸ばしてきた。

「ネクタイが不細工です」

「お前、そこにだけはこだわるよな」

「僕の真似をしてくださるのは光栄なんですけど、やるなら完璧にお願いします。レディン男爵家の沽券にもかかわるんで」

「気をつけよう」

　フォルツがグラディスのネクタイを直すのはほぼ毎日のことだった。

　この瞬間がグラディスは気に入っている。自分が一人前の主人になれた気分になるからだ。

「ではグラディス様、ソファに座ってください」

　促されて、リビングスペースのソファに腰をかけた。扉に近い場所を選ぶと、フォルツは逡巡して、ひとつだけ飛び出した一人がけソファに座った。

「まず小言をいいですかね」

　フォルツがじぃっとグラディスを見る。小言は長くなりそうだ。

「手短にな」

「着替えるときだけでいいので、メイドか侍女を置いてください」

「お前がいるじゃないか」

「……そうなんですけど。グラディス様は見た目が男でも体は女なんで、身も心も男の僕が触るのはまずいんですよ」

　グラディスが半歩分ほど身を引いた。

「お前、私になにかできるタイプの男だったのか!?」

「なにもできない系の男ですよ！　そこじゃないんですよ、僕が言ってるのは！」

　フォルツの言いたいことを、グラディスはわかっているつもりだ。

　どれほど本人が拒もうと、王女という事実は変わらない。王女に男の従者がつくのはおかしな話なのだ。周囲からも侍女をつけるべきだとずっと言われている。それでも、わがままを通しているのだ。

　父である国王は、一人娘であるグラディスのわがままを認めるように告げた。しかし、彼女の従者などだれもやりたがらなかった。

　そこで名乗りを上げたのがフォルツだ。レディン男爵家の嫡男で、グラディスより二歳年上。年頃も近いので話が合うだろうし、男爵家は王家の直系を王位に据えたいと考える穏健派で、王家に長年味方する一族だった。

「……フォルツ。私は嫁がほしい」

　天井を見上げて、グラディスがしみじみ言う。

「それを僕に言われても」

「かわいくて、可憐で、愛らしい女性を侍らせたい！」

「意外と面食いですよね」

「違うぞ。女性というだけで皆かわいくて可憐で愛らしい。いちゃいちゃしたいし、なんだったら私の子を産んでほしいが、私にはなにもついていない！」

「品性は持っていただいても!?」

　グラディスが股間の辺りを指さすので、フォルツが腰を浮かせたのは言うまでもない。

「男はこんな話をしても、下品だとは言われないじゃないか」

「いや、言われますよ」

　ごろんとソファに寝転んで、グラディスが不満顔をする。

「お前が羨ましいよ、フォルツ」

　その言葉に、フォルツが一瞥を投げた。

「つくものさえついていれば王位だって継げるじゃないか」

「ついてても僕に王位継承権を無条件でくれるわけないじゃないですか」

「私と結婚すれば、玉座はお前のものだろう？」

「姫様と結婚するくらいなら、舌を噛んで命を絶とうとしたことを後悔したほうがマシです」

「潔く意気地なしだな、お前」

　ふふと笑いながら、ソファでごろごろしはじめるグラディスに、フォルツは「座ってください」とたしなめる。

「話がひとつも終わってませんよ」

「なんだ、まだあるのか」

　弾みをつけて身を起こし、グラディスが両足を大きく開いて座る。

「この半年ほど、バルドー侯爵を見かけていません。お気づきでしたか？」

「そういえばそうだな。快適に過ごせて助かるが」

　バルドー侯爵は女性を口説くグラディスを見かけると、いつもねちねちと小言を言っていた。王女らしく振る舞えとか、男を口説く技でも身につけろとか、そんなことばかりでうんざりしていたのだ。

　最近はそれがなくなったので、見切りをつけたのだろうと思っていたのだが、フォルツが首を横に振った。

「父とも話していたのですが、警戒したほうがいいです。嵐の前の静けさかもしれません」

「まずいのか？」

「バルドー侯爵は、フィール王国での影響がかなり強いです。それはおわかりになりますよね」

　バルドー侯爵が台頭しはじめたのは、この十年ほどのことだ。もともと名門の血統を受け継いでおり、王宮では発言力が高いとフォルツから聞いた。

　こういった話は、少し前のグラディスならばまるでわからなかったことだ。

　グラディスには勉強が許されなかった。それは男だけに許された特権で、フィール王国では女性が学ぶ機会は与えられないのだ。

　これは、女性が知恵をつけると男社会であるフィール王国では都合が悪いから、そのままになっているのだとフォルツは説明していた。そのため、グラディスにはフォルツがこっそりと勉強を教えてくれていたのだ。

　彼がグラディスの従者を買って出たのも、穏健派として教育を施すのに都合がよかったからだろう。

「バルドー侯爵は僕らとは正反対の強硬派です。実力あるものこそ王位につくべきと考えていて、現状の王位継承制度を変えるべきだと主張しています」

「それで、いまの王家の実子は私だけで、私が女だから行動を起こすのに都合がいいというわけか……」

「そうです。そして、いま強硬派と衝突をすると非常にまずいんです。侯爵は抱えている私兵が非常に多い。王国にいる兵士を総動員できても数で劣るかもしれません」

「そんなに多いのか？」

　侯爵家は昔から豊かな財源を保有していた。数少ない食料を育てられる農地を持っていることや、歴史のある家系なので長年の貯蓄があるからだ。領地の運営手腕も決して悪くはない。

「フィール王家は貧しいですからね。質素だといえば聞こえはいいですけど、ぶっちゃけ貧乏です。それに、王宮にいる兵士だって、全部が全部穏健派じゃないです。そうなると、武力勝負になったら僕らは負ける」

「……負けるのか。フォルツは頭を回すことに長けていたと思ったが……」

「知恵を絞ったところで、数で押されたら勝てませんよ。それに僕は利口じゃなくて狡猾なんで」

「堂々と言っていいことか、それ」

　自認しているのはいいことかもしれないとは思うが、従者が狡猾だと公言してしまうのは複雑だとグラディスが苦笑いを浮かべる。

「……ふぅむ……私も一応戦えると思うぞ」

　グラディスはどこまでも男であろうとした。

　そのため、剣術もフォルツに指南してもらっていた。多少ならば戦える。しかしフォルツは首を横に振った。

「姫様に剣を持たせるわけがないでしょ」

「だが、一人でも兵士が増えればいいだろう。いないよりましだ」

「姫様を兵士として数えるのはまずいんですって。姫様は僕らの将でいてもらわないと困るんです」

「そういうものか……」

「僕ら穏健派にとって、王家というものは存在しているだけで価値があるものです。だから姫様を戦場に出すわけにはいかない、ってことですね」

　ふむ、とひとつ頷いてグラディスが神妙な顔をする。

「ところでフォルツ。いつまで私を『姫様』と呼ぶんだ？　やめろと言っているだろう？」

「グラディス様！」

　やけくそ気味に言い改めたフォルツを見て、グラディスが大きく口を開けて笑う。

「そんな大口開けて笑わないでください！」

「お前たちだってこうして笑っているだろう」

「僕はしませんよ。それに、いざってときにしおらしくするのも効果的なんですよ」

「私にしおらしさを求める者などいまい」

　背もたれに身を預け、ゆったりと足を組むグラディスの前に、フォルツが一枚の地図を広げる。世界地図だ。

「……なんだ？」

「グラディス様。ここ、わかりますよね」

　フォルツが指さしたのは、この大陸でもっとも広い面積を持つシェルクレス帝国だった。さすがのグラディスでも帝国の噂くらいなら即答できる。

「戦争大国、シェルクレス帝国だ」

「そうです」

「冷徹な皇帝がいると聞いた。たしか、皇帝は金色こんじきの皇帝と呼ばれるとか」

　グラディスにしてはよく答えられたほうだ。しかしフォルツが補うように続ける。

「この国の皇太子はもう三十歳を迎えるんですが、結婚どころか恋人がいるという噂を聞きません。実際、特定の相手はいないそうです」

「ほう……それがどうした？」

　顎に手を当てて首をかしげるグラディスに、フォルツはゆっくりと、はっきりと告げた。

「この皇太子殿下と婚姻をしていただきます」

「なに？」

「皇太子殿下と――」

「聞き取れなかったわけじゃない、繰り返すな」

　顔をしかめると、フォルツがしたり顔をする。そんな表情だけで応酬したあと、フォルツは前のめりになって真顔で続けた。

「バルドー侯爵が沈黙を破って次の手を打つとしたら、本気で王位継承権を取りにくると考えています。現在のフィール王国の法律では、女王は認められません。そこを責められるととても弱い」

「なるほどなぁ……」

「ですが、僕らは姫様がいるのに縁戚でもない貴族が玉座に座るのは承服しかねます」

　グラディスも、この意見に賛同する。女であるという理由だけで、グラディスには父の跡を継ぐことさえ許されないのだ。

　強硬派バルドー一派が父のように民を慈しみ、国を守るような治世を続けるのならばいい。しかし、バルドー侯爵はそのような人物ではないだろう、というのがフォルツの見解だ。ならばグラディスは、王家の子であることを最大限主張せねばならない。足掻いて、歯向かって、時間を稼ぐしかないのだ。

「法律をすぐに変えることはできないのか？」

「無理ですね。国王陛下が命じられるなら僕らもすぐに動けるんですが、国王陛下は変化を嫌われるので。法律を変えるというのは大きなリスクも背負うことになりますから、穏やかな性分の陛下はそこまで踏み込んだことはなさらないです」

　国王を弱腰だとなじる者がいる。それは、残念ながら味方である穏健派からも上る声だった。

　女王を認めるだけで王家統治の歴史は途絶えないだろうと主張する者らが、そんなことを噂していたのを聞いたことがあった。

　グラディスも、フォルツになぜ父は法を変えないのだろうかと聞いたことがある。フォルツは言った。

『一度王位継承で法律を、王命の下に変えてしまったら前例ができてしまうんです。それは後世に良い前例となるかもしれませんが、悪事に利用される可能性もあるんです。陛下はそれを恐れていらっしゃるのではないかと思います』と。

　その言葉に、いくつかの心当たりがあった。

　グラディスは王家唯一の子だが、これは王国に側室制度がないために起こっている事態だ。しかし、父はこれを変えることをしなかった。その理由を皆がなんとなく察している。

　グラディスの母は、年の離れた父と結婚し、王家に嫁いだ責任としてグラディスを産み、亡くなった。

　グラディスが女でさえなければ、国はここまで混乱しなかっただろう。

　グラディスが生まれさえしなければ、母はまだ生きていたかもしれない。

　父はどんな想いで自分を見つめているのだろうと思うことがあった。優しくしてもらったし、愛されていたとも思う。それでも、母に面差しが似ているグラディスを、憎らしく思っているのではないかと怖くなることがあった。

　――私が、男でさえあったなら。

　そうすれば、この国を守れた。

　ここでもし、国王が女王を認めてしまったら、個人的な理由で法律を変えたと言われるだろう。そのときはよくても、未来で不要な権力争いが繰り広げられるかもしれない。男だけが継げる法の下、長く続いてきたフィール王国だ。父は無用な諍いの種を蒔くような王ではない。

　さらに、側室制度を認めたら、父は母に顔向けをできなくなるだろう。

　認めるのならば、もっと早い段階で掛け合うべきだった。いまから世継ぎ問題に取り組むなど、父はしない。

　だから、きっと法律を変えない。グラディスがどれほど窮地に立たされていても、国王として動くわけにはいかないのだ。

「……お前たちも、王子に仕えたかっただろう」

　なにともなく呟く。フォルツは笑い飛ばすだろうか。

　ちらりと目を向けると、神妙な顔をしていた。

「僕は、王子みたいな人に仕えていますけどね」

「そうだったな！　私はこれからも世の女性を愛でて勇ましく、男らしく生きていこう」

「いや、普通でいいんですよ。男前にならなくて大丈夫です」

　フォルツが望むグラディスのありようというのはきっと、立派な王子だろう。ならばやはり嫁をもらうべきだ。

「帝国の皇太子は、可憐な少女と見紛うような人物なのか？」

「え……？」

「ならば愛せるような気がするような、しないような、自信はないががんばれるかもしれないと思わないでも……」

「そこまで男がお嫌いですか」

　苦笑するフォルツに首を横に振る。

「女性がたまらなく好きなだけだ。添い寝したい」

「だったら、姫様に朗報があります」

「嫁を迎えていいのか!?」

「だめです。それは絶対だめなんですけど……」

　フォルツが一度立ち上がり、部屋を出ていく。程なくして戻ってくると、とても可憐な女性を連れて戻ってきた。グラディスは跳ねるようにして立ち上がり、駆け寄って、その女性の手を取った。

「美しいお嬢さん。私と危険な夜を過ごしませ――っぐ、フォルツ……！」

　言い終えるよりも先にフォルツの肘がグラディスの脇腹をぐいと抉った。いい角度で入っている。

「姉を口説くのはやめてください」

「お前、こんなに美しい姉君がいたのか。なぜもっと早く紹介しない!?」

「こうなるのが目に見えてたからですよ。姫様の毒牙から姉を守るのは僕の役目です」

「甘い誘惑だ。毒牙とは失礼にもほどがあるぞ」

　ぎゅうっとフォルツの姉の手を握りながら、目を輝かせるグラディスに女性がにこりと微笑む。

　姉弟というだけあって、栗色の髪と青い目、あどけなさを残す顔立ちはそっくりだ。

「グラディス様、お初にお目にかかります。シトリスと申します」

「名前まで可憐だな……！」

　そろりと手を解かれ、恭しくお辞儀をされると、やはり今夜はベッドでエスコートをしなければとグラディスが意気込む。

　再びフォルツがグラディスの腰元に、今度は拳をめり込ませてきたのでぐうっと唸る。

「姫様。皇太子殿下との縁談を承諾し、そのための淑女教育を受けてくださるのなら、姉がつきっきりでお教えしてもいいそうです」

「な、なに!?　朝も昼も夜もシトリスといちゃいちゃしていいのか!?」

「それはだめですよ！　教育されてください！」

　真顔で聞くグラディスに、フォルツが真剣に応酬をする。そんな二人を見て、シトリスはころころと鈴を転がすように笑った。

「フォルツ。グラディス様に失礼よ」

「……はい、姉上。ですがグラディス様は放っておくと本当に姉上を口説きますので……」

　シトリスがそっと口元に手を当てる。ほっそりとした指は折れそうなほど細く、グラディスは絶対にこの手を掴んで離さない覚悟でシトリスに迫ろうとした。

「シトリス――」

「グラディス様は何事にも真剣に取り組まれる方のはず。そんな方が、わたくしとのお勉強を蔑ろにして色事に耽ろうとすることなどあるかしら」

　にこりと微笑みながらシトリスが重量のある圧をかけた。

　グラディスが一歩後ずさる。

「あ……し、シトリス……その……」

「グラディス様、わたくしの授業を受けてくださいますか？」

　どう答えても逃げ場がない気がして、グラディスは必死で頭を回す。シトリスは絶対に厳しい淑女教育をするに決まっている。この愛らしい顔から繰り出される天使のような笑顔は、そう予感させるには充分だった。

「な、なあフォルツ！　皇太子殿下というのは次期皇帝なのだろう!?」

「そうですよ」

「ならば、婿入りはできないよな！」

「できませんね」

「となると、私が輿入れするのだろう？　そうなってはフィール王国の後継者がいなくなるじゃないか！」

　そうだ、と手を打ち、フォルツに近づく。

　グラディスがいないと困るはずなのだ。淑女教育をしている場合ではないし、同じ勉強をするなら世情を知ったほうがいい。

　しかしフォルツは首をすくめた。

「結婚はしなくてもいいんです。あれですよ、子どもだけ産みさえすればあとはどうにかなります。っていうかしますんで」

「お、お前！　私に男と寝ろと言うのか!?」

「言いますよ。むしろすごい大事ですよ。これは男も女も関係ないですしね」

　涼しい顔をするフォルツを恨みがましく見つめる。だが、フォルツもきっと同じなのだ。間違いなく政略結婚をする。それは、男爵家のためであり、王家のためでもある。

　王侯貴族は、大なり小なりはあっても家や国、主君を守るために身を捧げるのだ。

「しかし、な。お前が私を女として見ることができないように、皇太子殿下だって私を女だとは思わないだろう」

「ですから、一夜漬けでもなんでもいいので女性らしくしてくださいと言っています。やることやればもう、あとは勇ましく凜々しい王子様みたいな姫様でもいいですから」

「わ、わかっているか。一回やれば子を授かるわけじゃないんだぞ。鳥が子を運んできてくれるならひれ伏して頼み込むが、現実はそうではないだろう！」

「こういうときはだいたい男ががんばるんで、姫様はちょっとだけ、皇太子殿下にしなだれかかればいいですよ」

　引きつった顔をしながらグラディスが首を左右にぶんぶん振る。

「しなだれかかる前に絞めかかるかもしれない」

「次期皇帝になにする気ですか」

「やられる前にやる……！」

　そうだ。それしかない、とナイフを振り下ろす練習をしはじめるグラディスの手をシトリスがそっと掴んだ。

　思わず頬を赤らめられればよかったが、腹の辺りがぎゅっと縮こまって背筋に冷たいものが流れた。

「グラディス様。そのような野蛮な言葉はいけません。所作も雄々しいですが、それでは殿方の興味も引けませんわ」

「私は君の気を引きたいのだが」

「グラディス様……わたくし、粗野な方は嫌いです」

　きっぱりと言い切られ、グラディスが背筋を伸ばす。

「フォルツ。私はがんばるぞ。シトリスに好かれたい。淑女教育でもなんでも、やり遂げてみせよう！」

「その意気です」

　レディン姉弟がくすっと笑みを零した。

　グラディスは女性に甘く、女性に好かれたいと公言している。シトリスに嫌われたくないと思うのは当然のことだ。シトリスはそれを逆手に取った。

　その日からグラディスは悲鳴を上げながらシトリスの淑女教育に励むことになる。

　五日後に王宮でクーデターが起こる、その瞬間まで。






　その夜は新月だった。

　いつもは王宮に泊まるシトリスを、フォルツが帰したことにグラディスは不満を感じていたのだが、『添い寝のお供にどうぞ』とフォルツから渡されたシトリスお手製の外套をもらったので機嫌よく眠ったのだ。けれど。

「グラディス様。起きてください、グラディス様」

　ベッドに入って数時間と経っていないだろう。身体を揺すられ目が覚めた。

「フォルツ……？」

　むくりと身を起こす。淑女教育の一環だといって、いつもはひらひらしたスカート状のネグリジェを着ていたのだが、今夜はパンツタイプの寝間着を着ていいですよと許可が下りたのだ。快適な眠りに誘われるはずだったが、そううまくはいかないらしい。

　グラディスが目を擦っていると、フォルツが眠る前に寄越した外套をグラディスの肩にかけた。

「なにかあったのか？」

「状況はあとで説明します。いまは、逃げますよ」

　ぐっと低められたフォルツの声に、グラディスも危機を察知する。一気に覚醒した頭で急いで身支度を調えた。

「裏門から外へ抜けます」

「わかった。順路は――」

「この部屋の窓から飛びます」

　フォルツが一瞬のためらいもなく言うので、さすがに部屋の場所を冷静に考えてしまう。

「ここは三階だぞ。飛び降りられる高さじゃない」

「四の五の言ってる場合じゃないんですよ。僕が先に下へ降りるので、姫様は僕目がけて落ちてきてください。下敷きになれるよう努力します」

「お前……もう少し勇ましいことは言えなかったのか」

「僕の全力の勇敢さを褒めていいんですよ」

　軽口を叩きながら、フォルツが窓へ近づく。開け放ち、乗り越えるとひらりと跳ぶ。思わずグラディスは身を乗り出してその様子を見てしまったが、ためらいなく跳べる高さではない。

　下方で、フォルツが降りてこいと手招きしている。

　足をひねるかもしれない。骨が折れたら逃げるなんて無理だ。竦む足が前に進むことを拒んでいた。

　ごくりと喉を上下させる。

　部屋の外では、人の声が聞こえる。遠いが、怒号のような響きで危機が迫っていることは明白だ。なにより、フォルツが眠っているグラディスの部屋に入ってくることなど、いままで一度もなかった。部屋に入るのは身の危険があるときだけだとも、フォルツは言っていた。

　飛び降りなければ。フォルツが受け止めてくれるはずだ。

「いや、でもあいつ、妙に意気地なしだしな……」

　ぶつぶつ独り言を言っていると、下から壁に向けて石を投げられた。フォルツが早くしろと急かしてくる。背に腹は代えられない。

　いま、王宮で起こっているなにかは、きっとグラディスの身を脅かすものなのだ。ならば、ここで突っ立っているのは危険だ。飛び降りても危険だが、下にはフォルツがいる。彼を信じるしかなかった。

　窓枠に足をかけ、竦み上がって逃げ出しそうな気持ちを懸命にこらえる。目を瞑り、思い切って窓枠を蹴った。

　身体が宙に放り出されたかと思うと、急速に落下していく。受け身など取れるはずもないし、じたばたと手足を藻掻かせるしかできなかったが、程なくして「ぐえっ」と情けない声が聞こえた。

「フォルツ……無事か!?」

　グラディスを受け止めようとしていたフォルツが、明らかに失敗した様子で尻の下にいた。

「はい、なんとか……いや、苦しいし痛いです。姫様、ちょっと早く降りて」

　ぐいぐい身体を押しのけられ、這い出すフォルツを見る。本当に無事なようで安堵した。

「姫様、フードを被っておいてください。今夜は新月ですが、姫様の髪は目立つので」

「わかった」

　銀色の髪は、暗闇でも目立つ。フードの内側にしっかりと収め、城の裏門までフォルツが先導した。

　その間、特に会話はしなかったが城内が異常なほどの緊張に包まれているのはわかった。なにが起こっているのか、フォルツはまだ話す気はないようだ。

　裏門を抜け、街道へは出ずに脇道へ逸れていく。フィール王国は街道を外れると途端に自然に包まれるので、すぐに方向感覚がなくなってしまいそうだ。

　ざくざくと大地に茂った雑草を踏みしめながら、フォルツが道のない場所に道を作っていく。

　王城の明かりがどんどん遠ざかり、人の怒号も緊迫した空気も途切れた頃、ようやくフォルツが歩みをグラディスに合わせ、ランタンに明かりを灯した。

「状況を説明しますね」

「ああ、頼む」

　なにを言われても驚くまい、と覚悟を決めたのを見計らうように、フォルツが口を開いた。

「クーデターが起こりました」

「……なに？」

「首謀者はバルドー侯爵です。おそらく、国王陛下はすでに捕らえられていると思われます」

「ま、待て……ならば父上をお助けせねばならないだろう！」

　フォルツが横目でグラディスを見た。

「侯爵が半年ほど、姿を見せていないという話を最近しましたね」

「ああ……それがなんだ。いまは父上や王宮の者たちが心配だ。助けに戻らねば……」

　踵を返そうとするグラディスの腕を、フォルツはしっかりと掴んだ。グラディスの力ではびくともしないほどの強さに驚き、思わず足を止める。

「バルドー侯爵は綿密な準備をしていたはずです。いまから戻ったところで、僕らにはどうにもできません」

「しかし……バルドー侯爵は王位がほしいのだろう……？　父上を手にかけてその地位を手に入れるはずだ」

「するかもしれませんね。というか、僕なら迷わずそうします」

「フォルツ……！」

　叫ぶグラディスを、フォルツは目を逸らさず見つめ返してくる。揺らぐことのない意思が見えて息をのんだ。

「でも、たとえ国王陛下を殺めたとしても姫様が生きています。穏健派が国内で奮闘し続ける以上、王位継承権は容易にバルドー侯爵へは渡らない。僕たちは、それくらいの準備を常にしています」

「だが……私が逃げ続けていたら、皆が危険にさらされるではないか」

「それも覚悟のうえです。僕らにとって、姫様が生き延びることこそが勝利への道なんです」

　それは、グラディス一人を守るために大勢の者が犠牲になる道だ。ならば、早く戻って強硬派と話をつけるべきではないのだろうか。

　場合によっては王位を譲るという道も――。

「バルドー侯爵に王座を渡さないでください」

　グラディスの思考を読んだようにフォルツが告げる。

「わかっている。それは……わかっているが、父上の身が心配だ。お前の父君だって王宮に残っているのだろう？　ならば救わねば……」

「いいえ、逃げるんです。父は私兵をかき集めて準備をしてきました。簡単には崩されません。それに、僕と姫様が戻ったら、作戦が水泡に帰すだけです。いまは、僕らの未来のためにも逃げてください。それが一番の安全策なんです」

　きつく拳を握り締めた。

　奥歯を噛み、叫び出しそうな気持ちを押さえつける。

　フォルツは淡々と語ったが、肉親が危険にさらされていながら平常心でいられるはずがないのだ。姉のシトリスもいる。親しくしていた友人もいるだろう。それらをすべて捨てて、グラディスに逃げろと言っている。自分も共に逃げて、生き永らえるのだと腹を決めている。

　フォルツは剣術にも明るい男だった。戦わせればそれなりには強いのだ。フォルツが戻れば戦力になる。頭を回すことに特化しているので、戦況を理解して作戦を組むのが早い。

　そんな男を、グラディスを守るためだけに逃げさせているという状況が申し訳ない。なにより、グラディスが男でさえあったなら、こんな事態にはなっていなかったはずだ。

　すまない。そう謝罪すればいいだろうか。

　口をつきかける言葉をぐっと飲み込んだ。フォルツはそんな謝罪など聞きたくはないだろう。この場でする謝罪は、グラディスが楽になりたいだけの言葉だ。言っても栓のないことを謝罪したところで、だれにもどうにもできない。

　ならば、フォルツが言うとおりに逃げるのがいい。すでに作戦を立てているのならば、逃げることに活路があるのだ。

「……わかった。全力で逃げるぞ」

「はい、グラディス様」

　フォルツが苦く笑った。

「しかし、どこへ逃げるんだ？　男爵家の別邸とか？」

「いいえ。そこはすぐに押さえられるでしょうから、別の場所へ行きます」

　歩みを進めていくと、遠くに明かりが見えた。

　周囲を注意深く探ってみると、どうやら国境近くのようだ。

「おい、フォルツ……ここは……」

「僕らが逃げる先は、シェルクレス帝国です。もともと縁談を打診し、日程の調整に入っていましたので受け入れてもらえると思います」

「関所を通るのは危険じゃないか？　侯爵が根回しして兵士を買収していたらどうする？」

　金を積まれればなびく人間は多い。グラディスが王位を継ぎたいと願うことを快く思わない人間もいるだろう。

「その可能性が否定できないんで、関所は無視して直接帝国へ入ります。よじ登りましょう」

「……なに？　それは……不法入国か……？」

「平たく言えばそうです」

「帝国兵に見つかったらどうする。皇帝は冷酷無慈悲なのだろう？　首が飛ぶのも時間の問題だぞ」

「王国に戻っても首が飛びます。だったら、少しでも交渉の余地がある帝国を選ぶべきなんですよ」

　そういうものだろうか。手順を踏まない入国者を、帝国が歓迎するとはとうてい思えない。

「……これは僕の勘なんですけど、うまくいく気がするんですよね。たぶん、きっと、大丈夫な気がしないでもないです」

「そこは言い切れ……！」

　土壇場で後ろ向きに突っ走るフォルツの肩を掴んで揺さぶった。あはは、と乾いた笑いを零す従者に不安が募るが、ここまで来たら進むしかないだろう。フォルツが言うように、戻ったところで強硬派に捕らえられてしまうだけだ。それならば、可能性に賭けるのがいい。

　グラディスは髪をぎゅっと縛り、外套もしっかりと前を掻き合わせた。動くのに支障が出てはいけない。

　フォルツがランタンの明かりを消して、先に飛び出す。程なくして出される合図を待ってグラディスも駆け出し、関所脇の壁を登る。もぞもぞと無様な姿でよじ登り、登ったあとはフォルツを再び下敷きにして降りた。

　フィール王国の国境は越えた。次は検問を潜り抜けるだけだ。

　見張りをする兵士の目を避けながら関所を駆け抜けた。

「……あれ？」

　先導するフォルツが怪訝そうな声を上げる。

「どうかしたのか？」

「いえ……」

　通用口が見え、そこを通った。これで帝国へ不法入国できたわけだが、意外と簡単なものだと閉まる通用口を振り返る。

「兵士が使う通用口に、見張りがいないのはおかしいと思いませんか」

「まあ……そうだが、外しているタイミングもあるんじゃないか？」

「普通、見張りは交代制ですよ。これはなにかおかしいです」

　関所を抜けてすぐの茂みに身を潜める。フォルツの話では、このまままっすぐ南へ進んでいくと帝都が見えてくるそうだ。帝都へ入ったらすぐに面会を掛け合うというのがフォルツの頭の中にある作戦だった。

　フォルツは、グラディスの縁談に際して、皇太子の側近を務める人物とやりとりをしていたようだ。名前を出せば面会くらいはしてくれるのではないかと見積もっているらしかった。

「とりあえず、進みましょう。ここで隠れていても仕方ないので」

　言われるまま茂みに身を隠しながら進んでいく。できるだけ人目につかないように奥へと入り、南に位置する帝都を目指した。

　ときおり、パキッと枝を踏む音がして緊張したが、足元を見て安堵する。自分が踏んでしまっただけだ。そんなふうに進んで、関所の明かりが見えなくなった頃だった。

「このまま進めば予定どおりに帝都へ入れそうなのか？」

「……いえ、入れないようです」

「なに……？」

　フォルツが足を止めた。それに合わせてグラディスも立ち止まると、明かりがゆらりと揺らめいた。フォルツはランタンを消していたはずだ。ならば、なにが……？

「見つけたぞ」

　低く、地を這うような声が響く。背筋を這い上がってきたのは冷たい恐怖か、ひれ伏したくなるほどの畏怖かはわからない。

　足が竦んで、グラディスは一歩も動けそうになかった。それほどまでに威圧感のある声だった。

　明かりが人の顔を照らす。

　フォルツの肩越しに見えたのは、金色の髪をした男の姿だ。六フィートを超える長身で、がっしりとした体躯をしている。

　黒い外套を着ているので身なりまではわからないが、格の違いを見せつけられているような気がした。

「……申し訳ありません。道に迷ってしまいました」

　フォルツが固い声で言う。

「ならば送らせよう。国境まででいいか？」

　金髪の男が含みのある笑みを浮かべた。この男は、グラディスたちがどこからやってきたのかを知っているのだろう。もう不法入国がばれたのかとグラディスが後方に目を向けた。

「……っ!?」

　背後に別の男がいた。

　こちらは闇に紛れるような黒い髪と、黒い外套を着ている。身の丈は金髪の男より低いが、グラディスより高い。

　気配がまったくしなかったので、いままで存在に気づかなかった。

　双方からの圧力に、グラディスは崩れ落ちたくなる衝動を懸命にこらえた。

「それは困ります。帝都に向かわないといけないんで」

「知り合いでもいるのか？　だったら迎えに来させよう。呼んでやる」

　金髪の男が嘲るように笑った。まるでグラディスたちの窮地を見透かしているようで不快だ。

「皇太子殿下にお目通りをお願いしたいのですが……と言って、呼んでいただけますかね」

　さすがに無理な話だし、フォルツはなにを考えて手の内を明かしたのかわからない。しかし、グラディスが割って入るよりもずっと、まともな交渉になるだろう。

　話の行方を見守っていると、金髪の男がふっと笑った。

「エルレーシュ・ドーラ・シェルクレイアだ。いま呼ばれた皇太子だが、なんの用だ、不法入国の咎人よ」

　フォルツがひゅっと息をのんだのがわかった。まさか皇太子がこんな場所に出張ってくるとは思わない。

　グラディスがフォルツに顔を寄せた。

「……本人かどうかわからないんじゃないか？」

　声を低めて耳打ちをすると、フォルツが首を横に振る。

「それはないと思うんですよね。皇帝や皇太子の名を騙れば一発で首が飛ぶ国ですよ。それに、この国の皇帝は金髪です。嘘とも言い切れないし、なによりあの男性の襟元、見えますか？　紋章が入っています。関所を抜けるときに見ませんでしたか。皇族の紋章ですよ、あれ」

　そういえば、関所には旗が立っていた。領地を区切る明確な目印として立てておくものだが、確認などしなかった。なにより、この暗がりで目の前の男の襟元にある小さな紋章を見分けられるはずがない。

「……本人なのか？」

「おそらく」

　二人でひそひそと話していると、エルレーシュと名乗った男は面白いものを見るようにこちらを見下ろしていた。

「……フォルツ。お前ならどう転んでもうまくやれるだろう？」

　最後に声をいっそう低めて聞くと、フォルツが目を見開く。そしてフォルツが「えっ」と言うよりも早くグラディスが前に進み出た。

「私はグラディス・フィールという。あなたとは縁談が持ち上がっていたと聞いているのだが、その話を早めてはいただけないだろうか」

　フードを外して顔をさらすと、エルレーシュが首をわずかに傾ける。

「ずいぶん美しい花が現れたな」

　一歩、近づかれるだけで圧力が増した。上背があるせいで威圧感があるし、体格がいいので近づかれると視界が遮られる。

　エルレーシュが顔を寄せてくると目を見開いた。

　きれいな造形の男だ。切れ長の赤い瞳が不穏に揺れているが、それさえもこの人物を彩る色彩のひとつでしかない。野生の獣を彷彿とさせるようなしなやかな美しさに、グラディスは確実に見蕩れていた。

　エルレーシュの手がグラディスの顎を掴んだ。

「不法入国は大罪だぞ、グラディス」

　いきなり名前を呼び捨てにされたことに腹は立ったが、それを口にしようとは思わなかった。

「……わかっている。それでも、私を守ろうとしてくれる人びとのために、罪を犯さねばならなかった。話だけでも聞いてもらえないか」

　まっすぐエルレーシュが見つめてくる。まるで獲物を逃がすまいとする捕食者のような視線に耐えかねて、視線を外す。

「俺から視線を外す女ははじめてだ」

「……なにを言っているんだ、あなたは」

　この美丈夫に見つめられれば、視線を逸らしたくなくなる気持ちはわからないでもない。もっとこの人の瞳に映してもらいたいと思うだろう。

　しかし、残念ながらグラディスは普通の女性とは違った。できればこの男の視線から逃げたいし、顎を掴んでいる手も振りほどきたい。だが、身体が動かない。

「多くの女は俺に媚びて、機嫌を取るものだという話をしている」

「……私があなたの機嫌を取る……？」

「そうだ。俺の気をよくしてから話し始めたほうが有利だ。女ならばよほどのことがない限り手荒には扱わない。抱いてくれというなら応じてもやる」

　確実に嘲られ、反射的にエルレーシュの手を振り払った。

「なぜ私があなたの機嫌を取らねばならない？　そういった女性が好みなら、縁談などこちらから願い下――っつぅ！」

　後ろからフォルツに腰を押された。痛い、と呻くギリギリの力加減で諫められた。やや涙目になりながら、グラディスが首を下げる。

「なんだ？　断るならそれでもかまわないぞ」

　本音をいえば断りたい。しかし、それでは国で奮闘している穏健派の皆を守れないのだ。

　グラディスに王位を継がせようとしてくれている彼らを救うには、グラディスが王位継承権を得る必要がある。そのための手段はいくつかあるが、ひとつはグラディスが王子を産むこと。しかしこれは現実的に不可能だ。グラディスに欲情する男がいるのなら、それはもう希少生物だ。

　もうひとつは、帝国の後ろ盾を得ることだ。

　帝国がグラディスを王位継承者として認め、後押しをしてくれるのならば強硬派も手出ししづらくなる。なにせ、グラディスを排除すれば帝国を敵に回すに等しい行為となるからだ。

　この要求をのんでもらわねばならない。

　帝国側も、三十歳を目前にした皇太子に許嫁の一人もいないことを危ぶんでいるという。それゆえ、今回の縁談も受けてくれたのだろうとフォルツは見ていた。

「ま、まずは……詳しく話をしたい。それはだめだろうか」

「……いいだろう。ついてこい」

　くるりと背を向けるエルレーシュについていこうと歩き出す。が、足がもつれてグラディスの身体が大きく傾いだ。

　倒れる、と思った直後、逞しい腕がそっと差し出されてグラディスの身体を受け止める。

「歩くのが難しいのならそう言えばいい」

「なにを……」

　ばかなことを、と反論しようとしたが、エルレーシュはかまう様子も見せずグラディスをふわりと抱き上げる。

　見上げなければ目も合わせられなかったエルレーシュの顔が、先ほどよりずいぶんと近い。

　屈辱的な状況に身をよじって抵抗する。

「このような扱いを受けるなど……」

「おとなしくしていろ」

「おい、フォルツ……！」

　従者に助けを求めたが、明かりに照らされて見えたフォルツの顔はただ、気の毒そうなものだった。そして、それだけだった。

　従者がさっぱり助ける気がないとわかって、唇をきつく噛む。

　そんなグラディスの頭上から、吐息が零れて顔を上げた。

　太陽のような色彩を持つ、凍てついた目をした美丈夫が不機嫌そうにグラディスを見下ろしていた。






　宮廷へ運ばれるまでの間、グラディスは何度か後ろを歩くフォルツに視線で助けを求めた。だが、フォルツはグラディスに見えるように明かりを掲げ『淑女らしく』と口を動かすばかりで助けようとはしなかった。

　それどころか、もう一人いた黒髪の男と会話を楽しんでいるようだったので、完全に見放されてしまったと諦めたのだ。

　グラディスを抱き上げているエルレーシュはなんだが機嫌が悪そうだし、さっさと下ろしてほしいのだが、そんな気配もない。

　もうどうでもよくなって、くてんと腕を投げ出しながら空を見上げた。エルレーシュの顔が視界に入ってくるので気は散るが、前をじっと見つめているよりいい。

　帝国の空は、星が少なかった。

　夜だというのに、街には多くの明かりが灯っている。そのため、星がほとんど見えなくなってしまっているのだと思うが、とてももったいないことだ。

　夜に星空を見上げながら考え事をする時間が、グラディスは好きだった。

　王位継承権をどうすれば得られるだろうかとか、なぜ自分は女に生まれてしまったのだろうとか、考えても答えの出ないことばかりを一人で考えては悩むのだ。決してだれにも相談できないことだ。だからか、そんな夜は寂しくて、眠れなくて、一人で夜を明かそうと決心するのだが、決まってフォルツが迎えに来るのだ。「ここだと思いました」と言ってグラディスのお気に入りである王宮の屋根へ登ってくる。そして、他愛ない会話をして笑い合って、笑い疲れて眠る。

　そんな日々がこれから先も続いて、答えなど出ないだろうことにずっと向き合っていくのだと思っていた。

「もう……国へは戻れないんだな……」

　空を見上げながら言葉が漏れて、慌てて口を押さえた。

　一番近くにいたエルレーシュでさえなんの反応もしなかったので、きっと聞こえなかったのだろう。よかった、と安堵しながらただ揺られ続ける。

　ときおり赤い花びらがひらひらと舞ってくるさまを見ながら、エルレーシュは体温が高いようだと気づく。触れられている部分が温かくて、人の腕に抱かれるというのはこんな気持ちなのかと思った。

　これなら、女性をもっと抱きしめてあげなければ、と握りこぶしを作る。この心地よさを、愛しい女性たちが男だけから与えられるのは悔しい。自分も心地いいのだと知ってもらって、女性たちといちゃいちゃしたい。

　よし、と決意したところでエルレーシュが門扉をくぐった。

　二人の兵士の姿が見える。見張りだろうか。エルレーシュがその脇を通り抜けて大きな建物へ入っていく。

　遠くからは煌々と明かりのついた場所として見えていたが、エルレーシュが通る道は薄暗かった。ところどころに明かりが掲げられているだけで、足元さえ見えないのではないだろうか。

　門扉を入ってからしばらく進んで、別の扉へ入った。階段を上る気配は感じるが、周囲の様子はあまり見えなかった。

　何段目かの階段を上り終えると、エルレーシュが扉を開いた。急に光が差し込んできて、顔を覆う。

「っ……」

　しばらく目を開けられずにいたが、身体がようやくなにかに下ろされて必死に状況を確認した。

　広い室内だ。金細工の施された調度や豪奢な赤い絨毯が見える。グラディスが下ろされたのは革張りのソファのようだ。

「ここは……」

　きょろきょろと辺りを見回した。フォルツがいない。もう一人の黒髪の男もだ。

「私の従者はどこへ行った？」

　エルレーシュへ尋ねたが、彼はその問いに答えず、グラディスの隣へ座る。そして、あろうことかぐいと肩を抱き寄せたのだ。

「おい、やめ――」

　とっさに身体を押し返すが、びくともしない。それどころか、体重をかけられてソファへと押し倒されてしまった。

「従者は外させた」

「なに……？」

「君は俺との縁談を進めにきたんだろ。だったら、従者など必要ない」

「これは国同士の問題だ。私一人で勝手に決めていいことではない」

　そもそも、グラディスは交渉の術など持ち合わせていないのだ。世情がどうとか、国内の状況がどうとか、わかるわけがない。

「そうなのか？　君は王唯一の子だと聞いているが……」

　にやりと笑われて瞬間的に頭に血が上った。

「あなたは人をばかにして楽しいのか……!?」

　女は王位継承権を持てない。国政など勉強させてもらえない。本を読むことすら難色を示されるのだ。王唯一の子だからといって自動的に継承権は与えられない。

　女であるというだけで……！

　怒りに燃える目を向けるグラディスに、エルレーシュは冷ややかに笑う。

「ばかにする？」

「私は皇太子殿下のように王位継承権は与えられていない。ほしくても手に入らない……！」

　ぎりとグラディスが唇を噛むと、エルレーシュの指先がぐいと押し当てられ、噛むのをやめろと言いたげに擦られた。

「女に王位継承権を与えない国があるのは珍しくない。だが、この縁談とその話は別だろう。それとも君は、俺と結婚すれば王位継承権が手に入るとでも思っているのか？」

　グラディスが目を見開いた。

　違うのか……？

　そんな疑問符は飲み込む。少なくとも、フォルツからはそう説明されたはずだ。皇太子殿下と縁談を進めれば、どうにかなると。

　……いや、違う。子を産めと言われたのだ。そうすればどうにかすると言われた。

　こんな調子ではとても交渉になどならない。

「従者を……私の従者を呼んでくれ。話はそれからにしよう、皇太子殿下」

「それは、俺よりも従者がいいということか」

「そういう話ではない。ただ、私は従者がそばにいないと……」

　なにもできない、という言葉を嚥下する。

　間違ってはいないが、フォルツにすべてを委ねすぎていたことに気づいたからだ。穏健派がなんとかしてくれると、ずっと頼りきっていた。自分はいったいなにをしてきた？

　彼らが策を講じ、バルドー侯爵一派と対峙してくれている間、グラディスはいったいなにをしていたのだろうか。男であればとか、女王を認めてさえくれればと言いながら、そこへ臨む準備などなにもしてこなかった。

　グラディスでは、王位などとうてい継げない。

「皇太子殿下。あなたはどうやっていまの地位を手に入れられたのだ？」

「……皇位継承権の話か？」

「そうだ。兄弟姉妹はいらっしゃるのか？」

「それを聞いてどうする？」

「ただ知りたいだけだ。あなたが長子だからか……男だからか……」

　長子に家督を継がせるというのはよくある話だ。フィール王国の王侯貴族も、長子が家督を継ぎ、それ以外の子は領地分与を受けるか、何者にもなれずに自分の力で道を切り開くしかない。

「違うな」

　エルレーシュが否定したので、グラディスが目を向けた。

「なにが違うんだ？」

「そんな理由で継承権など与える国ではない」

「では、血の滲むような努力をされて勝ち取ったのだな……」

　一筋縄ではいかないのはどこも同じなのだ。傀儡の王であれば能力などなくてもいいかもしれない。だが、多くはそれをよしとはしないだろう。臣下が認めない。民が認めない。傀儡とされることを自分自身が許せない。そんな想いがどこにでもある。

「それも違うな」

　ぐっと体重をかけられ、グラディスがまたエルレーシュの身体を押しのけようとする。しかし、腕を掴まれてひとまとめにされ、頭の上で押さえつけられるとまったく身動きできなくなってしまった。

「離せ……！」

「いいのか？　俺を誘惑しろと言われていたんじゃないのか？　子でももうければ君は国である程度有利に物事を進められるはずだ」

　ごくりとつばを飲み込んだ。

　エルレーシュはそんな思惑も見通していながら、この縁談を承諾したのか。グラディスの浅知恵ではとても太刀打ちできない。

「抱いてくれと懇願するなら、それくらいは応じてやる。愛らしいその声でねだってみろ、グラディス」

　頭に血が上った。

　男に身体を開けと言われるだけでも屈辱的だったのに、自分から懇願するなど、できるはずがない。そんなしおらしい性格であったなら、こんなに思い悩んでいなかったはずだ。

　奥歯を噛み締め、身をよじった。エルレーシュは体重をかけてグラディスを押さえ込もうとしたが、隙間をすり抜けて拘束から抜け出す。ソファから転がり落ちてしまったのは無様だったが、エルレーシュから距離を取ると、グラディスはすぐに身構えた。

「ほう……なかなか機敏に動けるじゃないか」

「私は王位継承権がほしい。国でいまも戦っているだろう仲間を守るために、その力がほしい。だが、人を見下すような男に懇願しなければ手に入らないのなら、私は別の道を探す……！」

「それがないからここにいるんだろ」

　唇をきつく噛む。口の中に鉄っぽい味が広がって不快だ。だが、それ以上にこのエルレーシュという男が気に入らない。

「グラディス。おとなしく従者の言うことには従っておけ。俺も君を悪いようには扱わない」

　フォルツはエルレーシュの人となりを知りながら、グラディスにこの縁談を持ちかけたのだろうか。人を侮辱し、愚弄することに眉ひとつ動かさないどころか、楽しむような素振りを見せるこの男に従えと言ったのだろうか。

　エルレーシュが近づいてくる。手を伸ばすだけで届く距離だ。すぐにグラディスの腕を掴み、引き寄せようとした。

「離せ！　私はあなたとの縁談など望んでいない！」

　無我夢中でエルレーシュを振りほどこうと、グラディスが暴れる。掴まれていた腕が滑って拘束が解かれた。が、その弾みでエルレーシュの顔に握っていた拳が直撃する。

「ッ……」

　ぎろっと鋭い眼光で睨まれ、グラディスが尻餅をついた。そのまま後ずさって距離を取る。

　視線だけで怖いと思ったのははじめてだ。男に勝てないと思ったことはない。だが、いま明確に理解した。エルレーシュには絶対に勝てない。力の差も、経験の差もあるだろうが、それ以上に人としての根元が違う。この男は人を殺めることに躊躇がない。

　帝国は戦争を続ける国だ。領土の取り合いが日常で、日々どこかでだれかが争っている。そんな国の後継者なのだ。冷酷無慈悲といわれる現皇帝の跡を継ぐ者として、同じ気質が求められているはずだ。

　謝罪をするべきか？　いまのは事故だと詫びるべきだろうか。もっとも、エルレーシュがグラディスを捕まえなければこんなことにはなっていなかった。

　だからといって、自分は悪くないと主張するのは幼すぎないか……？

「皇太子殿下……その、これは……」

「これは宣戦布告と受け取っていいのか？」

「い、いつ争うという話になった……!?」

「俺との縁談は望んでいないんだろう？　ならば君は俺の敵だ」

　極端すぎる結論に血の気が引いていく。

　この男はやるかやられるかしか選択肢がないのではないだろうか。そんな相手だと知らずに意地を張ってしまって、フォルツたちの算段を狂わせたのだとしたら、これはおおいにまずい。

「いや……敵というわけでは……ないと思うんだ」

「ならば俺に抱かれるか？」

「あなたはそれしか頭にないのか！」

「女が男を籠絡しようとするなら、色事が手っ取り早い。快楽に抗える男なんて、いったいどれだけいるだろうな」

「それを私に求めるのか!?　私のどこに、そんなことができる要素があるんだ！」

　粗野な振る舞いも、女らしからぬ格好も、決して男の興味など引けないものだ。それがわからないわけではないと思うが、エルレーシュはくすくすと笑いながら腕を伸ばした。

　グラディスの服が掴まれると、力任せに引っ張られる。ビリッと音がしたかと思うと、服が無残に破られ、グラディスの胸元があらわになった。

　エルレーシュがにやりと笑う。

「この身体があれば、男などどうとでもできるぞ、グラディス」

　さらけ出された胸元を見下ろし、今度こそ血が沸騰するような感覚を覚えた。

　拳を振り上げ、エルレーシュ目がけて大きく振りかぶる。その拳はエルレーシュの左頬を直撃した。

「人をばかにするのもたいがいにしろ！」

　エルレーシュは、そんなグラディスを見て肩を揺らす。

「な、なにがおかしい……!?」

「いいや。合意なく身体を暴いたことは謝罪する。悪かった」

　謝罪はしているが、つゆほども悪いとは思っていないだろうエルレーシュの態度に、どう応じるべきか迷った。

「だが、君が俺との縁談に消極的だということもわかったから、夜が明けたら早急に帰国の準備を取らせる。用もない人間を国に置いておく理由がないからな」

「っ……！　ま、待ってくれ、それは……」

「交渉に失敗したんだよ、君は」

　ふっと嘲るように笑って、エルレーシュが背を向ける。

　国を背負おうという者同士の会話だ。フォルツと話すように後も先も考えずに言葉を発していいはずがなかった。だが、グラディスにはそんな経験がないから、思うままに行動し、話してしまった。

　エルレーシュの言うとおり、失敗だ。

　なんとか彼を引き留めようと考えたが、エルレーシュは一度もグラディスを振り返ることなく部屋を出ていった。

　一人取り残されたグラディスは、動揺と失意を抱えてその場にうずくまった。
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「お前が言ったとおりの時間だったな」

　グラディスを残して部屋を出たエルレーシュは、部屋の前で待っていた男にそう声をかけた。

　長い黒髪を緩く縛り、黒い外套を羽織った影のような男だ。

　帝国の国軍、『宮廷兵士団』を預かるリフ・レオディールという端正な外見をした怪物だ。

　実力至上主義の帝国で、国軍の団長職を与えられるということは、この国でもっとも強い人間であるという証明だった。

「この程度であれば、読み間違えることはありません」

　静かな声を落とす男に、エルレーシュが笑う。

　グラディスが国境を越えてくるだろうこと、彼女をいったん保護すること、宮廷へ連れてきてから四十分ほどでグラディスとの話が終わることをリフは正確に読んだ。

　この男にとって、これくらいのことは賞賛されるべき事象ではない。

　廊下を歩きはじめると、リフは音もなくついてくる。

　フィール王国から縁談が舞い込んできたのは、ふた月ほど前だ。よくある後継者問題に直面し、泣きついてきた。その程度の話だと思って、エルレーシュは断るつもりでいたのだ。しかし、リフは受けろと言った。

　日程を調整すると言いながら一向に日取りが決まらないので、途中で破談になったのかと思っていたが、二週間前にリフが切り出したのだ。

　次の新月の夜、フィール王国と隣接する関所へ向かってほしい、と。そのときは話の詳細を聞くことはせず、今日、言われるままに関所近くの茂みで待っていた。すると、関所を不法に越えてくる人影があったのだ。

　その人影と接触をし、保護したのちに縁談を進めろと言われていた。その間、リフは共についてくるだろう人間に宮廷を案内する算段だった。時間は、宮廷に入ってから四十分ほどで事足りるだろうとリフは読んだ。そして、時間きっかりにエルレーシュが部屋を出たのだ。決して合わせたわけではない。それでも、時間どおりに動かされていく。

　リフは予言者だといわれるほど、先見の明に優れている。

　一度聞いたことがあった。なぜそこまで的確に未来を予見できるのか。リフは答えた。

『予見などしていませんよ。世情の少し先を読み、あらゆる可能性を潰して自分に都合のいい未来を手に取っているだけです』

　その答えを聞いたとき、エルレーシュは心底この男を怪物だと思った。

　人の思考の一手、二手先を読める人間は帝国内にもいる。しかし、リフにとってはそれさえも手中で転がす賽と変わらない。出目がわかっていて、それに勝つか負けるかはリフの気持ちひとつだ。

　この男の読む『少し先』は数年、あるいは数十年先の未来だ。

　すべては、想像を絶する努力のうえに成り立つ未来を掴む力。手品でも、特殊な力でもないが、それは常人にはとうていできないことだ。

　だからエルレーシュはリフをそばに置く。現皇帝が宮廷兵士団長にまで取り立てた男でありながら、唯一側近としてほしかった人材だった。

「殿下。縁談は進みましたか？」

「グラディスはずいぶんと腹を立てていたし、俺も明日には帰すと言ったからな。破談として進んだんじゃないか？」

「それで顔を殴られたんですか？　もう少し受け方を考えていただきたいものです。明日の早朝会議には出席できませんよ」

　左頬を撫でながら、エルレーシュは肩を揺らして笑った。

　後ろを歩くリフがため息をつく。

「機嫌がいいですね」

「俺の知る女は、侮辱されたり恥をかかされたりすれば泣き喚く。だが、グラディスは拳を振り上げた」

「気の強い方のようですからね」

　なんの感慨もなくリフは言ったが、エルレーシュは意外だったのだ。

　フィール王国が世継ぎ問題に直面していることは知っていた。王女が一人しかおらず、女王を認めていないため、いまのフィール王家は窮地に立たされている。

　そんな国の王女だ。蝶よ花よと育てられたのだろうと思っていた。世間知らずでわがままな王女だろうと信じて疑わなかった。

　だが、実際に対面してみれば、美しい容姿を持ちながらそれを武器として扱いもせず、エルレーシュと対等に口を利き、拳を振り上げたのだ。

「女が、男に向かって拳を振り上げるなんて真似、そう簡単にできるものじゃない」

「この国の男でも、殿下に向かって殴りかかることはしませんよ」

　エルレーシュにそんな真似をすれば、即座に返り討ちにされる。

　ただ殴り返されるだけならいい。首を斬られるだけならば、ぬるい対応だ。エルレーシュはすべてを後悔させるような手段をかならず選ぶ。生きている苦痛を与え、歯向かった愚かしさを思い知り、許しを請うことさえ悔いるような、そんな仕打ちを平然とおこなうのだ。

　帝国の皇帝は、冷徹でなければ務まらない。有益な人材は生かし、一方で叛逆の意思を見せる者には容赦をしない。そういう人間としてエルレーシュは育てられてきた。

　この国に、エルレーシュと真っ向から目を合わせる者、首を刈ろうとする者など、一部を除いていない。それこそが帝国の平穏に繋がっていく。

「グラディスなら、少し誘惑する素振りでも見せれば簡単に男を落とせるだろうにな」

「そういった素振りはありませんでしたか？」

「つゆほども」

　グラディスは美しい娘だった。エルレーシュは、そんなグラディスに誘惑をされるなら乗ってやるべきだと考えていたが、甘い空気を漂わせることは一度もなかった。

　それどころか、どこまでも勇ましかったのだ。

「王女殿下は、とてもつらい立場なのでしょう」

「あとがないとなれば、それは仕方ないことだろう」

「それだけではないように思います。王女殿下は常に男のように振る舞っておられるのではないでしょうか。ただ気丈なだけでは、ああいった言動にはなりません」

　エルレーシュが少し前の出来事を回顧する。

　たしかにグラディスは気丈だった。最初こそ従者が対応をしていたが、それもエルレーシュと先に接触したのが従者だったからだ。そのあとは、まるで従者を庇うように前に出て、強気な態度を貫いた。

　肝の据わった女だと思ったし、その判断は間違いではないだろうが、あれが日常的なものだったとしたらグラディスへの評価が変わる。

「粗暴……だったな」

「品はありませんでしたね。それこそが、王女殿下の置かれた環境ではないでしょうか」

　ろくな男が周りにいないなと、エルレーシュがため息を零す。

「リフ。お前が見ている未来を俺にも見せろ」

「かしこまりました」

　この怪物がほしがる未来を見たい。それだけだった。エルレーシュにとって、隣国の、ましてや小さな王国の存亡など興味がなかったからだ。

「殿下」

　リフがゆっくりと口を開く。

「物事は常に動き、進んでゆくものです」

　意味ありげな物言いに目を見開く。

　どこからともなく舞い落ちてきた赤い花びらに視線を攫われながら、「そうだろうな」とだれに向けるでもなく呟いた。
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　翌朝、グラディスは破かれた服の代わりに、ベッドにあったシーツを身体にぐるぐる巻きつけてソファに座っていた。

　目の前にはフォルツが仁王立ちしている。

「それで、グラディス様が皇太子殿下を殴り飛ばしたと」

　昨夜の事情を聞いたフォルツから、呆れたような声と明らかに怒った視線を向けられ、肩を竦ませる。

「あれは、エルレーシュが悪い」

「たしかに無作法ではあったかもしれませんが、僕らは帝国に匿ってもらう立場なんです。追い出されるような真似をしてどうするんですか」

「着ていた服を破かれたんだぞ!?」

「まあ……そこは怒ってもいいんですが、僕、言いましたよね。淑女らしく、と」

　うっと言葉を詰まらせるグラディスに、フォルツが冷ややかな目を向ける。

「姉に叱られますよ。嫌われるかもしれません」

「それは困る！　私はシトリスに嫌われたくない。愛を育んでいちゃいちゃしたい」

「それはやめてほしいですし、なにより姉は既婚者ですよ」

「そうなのか？　夫君が羨ましいな……」

　夫君とシトリスとの愛の営みに、どうにかしてまざれないだろうか、とぶつぶつ呟くグラディスに、フォルツがため息をつく。

「とにかく、シーツにくるまってないで用意された服に着替えてください」

「どう見てもドレスじゃないか。嫌だ！」

　フォルツが部屋を訪れたとき、グラディスは完全に寝起きだった。寝間着を破かれたことや、エルレーシュが不躾な態度を取ったことに腹が立って、ソファの上でふてくされていたのだが、気づいたら眠ってしまっていた。

　グラディスのあられもない姿に、さすがのフォルツも焦ったようで、着替えがあるから着替えろと言って一度退室をしたのだ。

　しかし、どう見てもドレスだったので、グラディスはベッドからシーツを引っぺがしてぐるぐると巻きつけた。その様子を見たフォルツの顔は、「うわぁ……」と言いたげだった。

「姫様用の着替えなんて持ってないですよ」

「お前のものは？」

「一応……ありますけど」

「どうして自分のものだけ準備してるんだ？　ひどいじゃないか」

　ソファを跳ねるように立ち、フォルツの隣に立つ。背格好はあまり変わらない。フォルツは男性にしては小柄で華奢だ。ただ、やはり男なので骨格の違いはあるのだが、たぶん大丈夫だとグラディスが一人で頷く。

「着られそうだと思わないか？」

「僕の服を姫様が着るんですか？　え、さすがにそれはちょっと」

「私がドレスを着て転び倒す姿が見たいのか、お前」

「なんで転び倒す前提なんですか!?」

　ドレスなんて絶対に足元で絡まるし、踏んづけるし、転ぶ自信しかない。

　テーブルに置かれたドレスを取り上げて広げてみた。腰元が締め上げるタイプのもので、肩や腕もかなり露出しそうだ。

「どうやって着ればいいのかもわからない」

「一応、着せられると思います。腰元も締めないといけないですし、一人じゃさすがに無理ですんで」

　そこでグラディスがはっとしてフォルツを見る。

「お前……男なら服は脱がせるだけにするべきだろう！」

「着せるところまでやらないと失礼ですよ。っていうか、僕が遊び倒しているみたいな言い方になりましたね！」

「紳士たるもの、女性を口説かねば失礼だ」

「姫様は淑女の振る舞いを思い出してください」

　ぐぅとグラディスが呻いた。フォルツのなんともいえない視線が投げられ、ソファに座り込む。

「女の部分をどこかへ置き忘れてしまったからなぁ」

「いまだけ取り戻してきていただいても!?」

「どこに置いたか忘れてしまった！」

「いますぐ思い出してください！」

　フォルツに肩をがしっと掴まれ、泣きそうな顔でがくがくと揺さぶられる。

「姉に嫌われますよ！」

「が、がんばってみよう……！」

　うんうん唸ってみたが、忘れて久しい女らしさなど、グラディスの記憶に残っているはずがなかった。どうしようかと天井を仰ぎ見ると、視界に人影が映った。

「帰国の手続きを取らせた。早急に準備をして城を出ろ」

　低く唸る獣のような声に、グラディスも無意識に背筋を伸ばした。フォルツはそれよりも早く姿勢を正し、エルレーシュに軽く会釈をしている。

　そして、フォルツに爪先でつんつんと足を蹴られた。これは、昨夜のことを謝罪しろという合図だ。それくらいは言葉などなくてもわかる。

　しかし、無礼な真似を先にしたのはエルレーシュだ。素直に頭を下げるのも癪だった。とはいえ、暴力を振るったのはグラディスなので、悪いとは思っている。

　どうしたものかと思案し、立ち上がった。

「皇太子殿下、おはようございます」

「……ああ、おはよう。グラディス」

　後ろでフォルツが顔を覆い隠してうなだれている。エルレーシュも呆れ顔をしていたが、挨拶は大事だ。

「昨夜は殴りかかってすまなかった。頬は大丈夫だろうか？」

「問題ない」

　エルレーシュの後ろには、闇のような色彩の男が立っている。あまりに静かで気づかなかった。

「しかし、あなたが先に無礼な真似をしたのだ。ここは、交渉の余地があっていいと思う」

「君は交渉に失敗したと言ったはずだ。いくらでも機会はあった。それをふいにしたのは君自身の未熟さだ。俺は決定を変えない。出ていけ」

「それは困る」

　堂々と言い放ったので、視界の端でフォルツが崩れ落ちそうだ。

　おそらく、フォルツならばここで引くのだろう。エルレーシュを刺激してもよくない。違うアプローチを考えて、再度交渉を試みるだろうが、グラディスにはそんな手段など思いつかなかった。

「いま、私の国ではふたつの勢力が争っている。私が帰ったら仲間たちの努力を無駄にしてしまう」

「それも君が招いた事態だ。俺が助けてやる義理はない」

　そのとおりだ。エルレーシュにとって、グラディスを帝国に匿う理由がない。だから追い返されるのだ。ならば、彼に利益があればいい。なにか、そうできることはないだろうか。

　思考を巡らせたが、小細工はきっと無意味だ。そういったことはフォルツに任せてしまうほうがいい。

「……私はなんの教育も受けてこなかった。交渉はとても下手だ。だから、単純なことしかわからない。あなたは……仲間を守りたいと思うことはないか？」

「使えるものは生かす。使えないものは切り捨てる。この国ではそれがすべてだ」

「本当に忠義を尽くそうとしてくれている者を、あなたは切り捨てるのか？　爪の先ほどの情もなく？」

「この国は強い者こそがすべてだ」

「助けた者が生涯の忠義を尽くしてくれる可能性もある」

　エルレーシュが顎を撫でて首を傾けた。

「君を助ければ、一生忠義を尽くすと言いたいのか？」

「う、うん……？　いや、それは微妙に嫌だな」

　ちょっと違う気がするな、とぶつぶつ言うグラディスに、フォルツが後ろから話を進めろと言わんばかりに拳を腰元にめり込ませてきた。これが絶妙に痛いのだ。

「ぐっ……そ、それはともかくとして、だ。一度恩を売ってみないか」

「君に売るなら後ろの従者に売ったほうがよさそうだ」

　グラディスの肩を越えて後ろに視線を投げられた。

　やはりかと落胆する。グラディスではなんの役にも立たない。出せる手札もない。

　視線を床に落とすと、エルレーシュが言葉を続けた。

「……そうだな……たとえば、その従者を帝国へ寄越すというのなら、一度くらいは大目に見てもいい」

　まるで妥協したような提案に、グラディスは頭が沸騰するような感覚を覚えた。

　フォルツは、長く王国に尽くしてくれる男爵家の後継者だ。それを、グラディスの一存で差し出せるはずがなかった。

　しかし、フォルツが才能を生かせる場所を探しているのだとしたら？

　グラディスが男の従者をほしがり、やむを得ずフォルツが役目を引き受けてくれただけであったのなら。レディン男爵家という穏健派筆頭のもとに生まれていなかったとしたら、フォルツはどうしただろう。

　グラディスのことなど早々に見限っていただろうか。それとも、いまと変わらずそばにいてくれたのだろうか。

　考えたところでわかるはずがない。長く付き合ってきた間柄でも、グラディスはフォルツではないのだから。

「……申し訳ないが、皇太子殿下。それを決めるのはフォルツ自身であって、私ではない。私が決められることであれば……私自身でどうにかできることであれば、喜んで応じる。その要求だけは撤回をしてくれ」

　腰を折って頭を下げた。フォルツの意思はフォルツ自身が示すべきことだ。

「女である君ができることなど、身体を開くくらいだろう。それなら応じてやらないでもない」

　カッと頭に血が上る。どこまでいっても女としてしか扱わないエルレーシュに腹が立つ。だが、それ以上に実力を示せない自分が不甲斐ない。

「そちらのもくろみは、適当に俺との縁談を取りつけ、君が子を授かればそれを盾に国内で交渉できる可能性がある、ということだったはずだ」

「それは……そうだが……」

「だったら、俺に身体を開くことはそちらの想定内のはず。王国内でですら、君は女としてしか価値がないと言われているんだよ」

　楽しげに笑うエルレーシュを見た。

　そのとおりだ。グラディスは最初から、エルレーシュとの間に子をもうけろと言われたのだ。そうすれば帝国が後ろ盾になる可能性があったからだ。

　裏を返せば、それしか生き残る道がなかった。

　もしもグラディスが男だったなら、堂々と戦えと言ってくれたはずだ。女であっても、もっと剣術の才覚があれば王国に残って、共に敵を打ち倒そうと言ったはずなのだ。もっと世情を知っていれば、知恵を出し合うくらいのことは叶ったはず。

　フォルツさえ、そうは言わなかった。グラディスには無理だと言われたも同然だ。

　唇をきつく噛んだ。

「皇太子殿下。私は、皆を守りたい。そのために、王位がほしいのだ」

「国へ帰って仲間と戦えばいいだろう」

「……私にはそれができない。知恵などろくにない。足手まといになる」

「ここにいても迷惑になるとは思わないのか。フィール王国よりよほど実力至上主義だぞ」

　限界まで腰を折り曲げる。いまのグラディスにできることは、ただ懇願することだけだ。

「私がここで命を落としたとしても、この国にとっては取るに足りない出来事だ。しかし、フィール王国で私が命を落としたら、それは私を支えようとした皆の責任になる。それだけは避けたい」

「……まあ、この国での君の価値はほぼないのはたしかだな」

「それと、身体を開くという話だが、私にはその手の知識がない。いや、多少はあるのだが、相手が男であることを想定していなかったというか……その……」

　ごにょごにょと口ごもる。女性を口説き倒していたと、なんとなく言えなかった。

「順を追って、どうにかならないだろうか。すぐにというのは無理だ」

　情けない顔をするグラディスに、エルレーシュがふっと笑う。

　その瞬間に見せた柔らかい表情から目を離すことができなかった。

　もともと精悍な顔立ちをしていて、グラディスの知っている言葉では表現できないような美しさを持つ人だった。そんな人が少し表情を乗せるだけで、こんなにも視線を奪われるとは思わなかった。

「ここに君が滞在する理由をいくつか与えよう。好きなものを選べ」

「い、いいのか……？」

「承服できるならな。ひとつは、俺の女としてそばにいること。ふたつめは帝国を学ぶ留学生となること。みっつめは……そうだな。いい糸が手に入るから、いっそ淑女になるべく刺繍にでも励むか」

「ふたつめで！」

　即答したからか、フォルツが一歩距離を詰めてきた。シトリスもそうだったが、レディン姉弟は無言で圧をかけてくると恐ろしい。冷や汗をかきながら、下手くそな笑顔を貼りつける。

　しかし、これに異議を唱えたのはずっと空気然としていたエルレーシュの側近だった。

「殿下。留学生制度はまだ制定されていないものですし、文武ともに規定以上の成績が望まれます」

　非常に淡々とした声だった。

　端麗な容姿とにこりともしない表情、それに抑揚の浅い声で話すからか、まるで無機質な彫像が話しているような錯覚を覚える。

「そうだったな」

　エルレーシュが側近の言葉に頷いた。

「ならばどうする？　俺の女としてここで過ごすか、刺繍を極めるしかなくなった」

「試験を受けるという選択肢はないのか!?」

　いきなりふたつ目が除外されたので慌てて食い下がるグラディスに、エルレーシュが首をかしげる。

「リフが異議を申し立てている以上、認められる水準にない」

「やってみないことにはわからないだろう」

「やらなくてもわかる。俺は君を試した結果よりも、こいつの言葉を信じる」

　リフと呼ばれた側近に、エルレーシュが全幅の信頼を寄せていることだけはわかった。それではグラディスに勝算など絶対にない。

　刺繍を極めろというのならば、それを試すのもいいかと思案したが、グラディスは糸をさすより指をさす才能に特化していた。ボタンを付け替えようとしたら指が血まみれになって、メイドたちに悲鳴を上げられた日のことはよく覚えている。とても極められそうにない。

　そうなると、エルレーシュの女として、という選択肢が残るわけだが、これは承服できない条件だ。エルレーシュに女として庇護されろということなのだから。

　そこまで考えて、いや待てよと思い立つ。

「皇太子殿下。私があなたの護衛をするというのはどうだろうか？」

「自分の身は自分で守る。なにより、リフがそばにいる。素人に張りつかれるほうが邪魔だ」

「じゃ、邪魔!?」

　声が裏返ってしまった。咳払いをして喉を整えるグラディスに、エルレーシュは冷笑を向けるが、気を取り直して話を続ける。

「少しくらいは腕に覚えがあるのだがなぁ……だめか、皇太子殿下」

「ならば、かかってこい。俺は女でも刃を向けてくるなら容赦はしない。それでも認めさせる自信があるのなら、どこからでも来い」

　これは好機だ。グラディスができることなど、この程度しかないのだ。フォルツに教わった剣術で、王宮兵の訓練にまざったことがある。体力作りもしていたし、刺繍の特訓よりはましな結果が出るはずだ。

　よし、と意気込んで身構えた。一歩、踏み込んで床を蹴る。エルレーシュの懐に入ることができればどうにかできるはずだ。そう考えてエルレーシュの胸元を目がけて腕を伸ばした。

「っ……ぐ……！」

　しかし、それよりも早くエルレーシュの腕がグラディスの首を掴む。

　エルレーシュのほうが上背があるのだから、当然腕も長い。さらにいえば、グラディスが動いた瞬間に捕まることがわかった。反応速度が段違いなのだ。

　大きな手でぎりぎりと締め上げられ、呼吸すらままならなくなっていく中、さらにエルレーシュはその腕でグラディスの身体を持ち上げた。

「っく……」

　目線を合わせられる位置にまで持ち上げられれば、グラディスの身体は完全に宙に浮いてしまう。

　振りほどこうとグラディスは藻掻いたが、かえって力が込められ、首が絞まった。

　息ができなくなっていく。

「これが君の実力だ。話にならない。ここにいる者はこの程度ならすぐに抜け出すぞ」

　意識が遠くなって、気を失ってしまいそうだ。

「……女なら、おとなしく俺に擦り寄っていればいい。悪いようにはしない」

　女なら。

　女でさえなければ、男であったなら、もっと対等な会話ができたのだろうか。

　エルレーシュに冷笑されることなどないのだろうか。

　悔しい。

　心からそう思った。

　エルレーシュの手に爪を立て、指を首から引き剥がそうとした。だが、指が一本離れたところで、力の強いエルレーシュはびくともしない。グラディスを離すことも、落とすこともないのだ。

　ならばと身体を振り子のように前後に揺らし、反動をつけて自らの身体を持ち上げる。その反動を利用してエルレーシュの顔面目がけて蹴りかかると、さすがのエルレーシュも手を離してグラディスから距離を取った。

「いい根性だな」

　けほっと咽せながら、解放されたグラディスがエルレーシュを見上げる。

　豊かな筋肉を備える、恵まれた体躯。大剣でも易々と振り下ろせそうな逞しい腕。整った造形と、冷たい目をした帝国の次期皇帝は、グラディスのほしいものをすべて持ち合わせていた。

「君はたしかに多少は学んだのだろうが、見習いの兵士でももっと強い。それとも、フィール王国はこの程度で強者となれるような国なのか？」

　確実に嘲笑されて顔を上げられなかった。

　グラディスの半端なプライドが、王国を貶めている。訓練に付き合ってくれた兵士が低く見られる。時間を割いて稽古をつけてくれたフォルツの努力を無駄にしている。

　そんなことをしたかったわけではなかったのに、グラディスの力が足りないから周囲の皆を嘲笑われたのだ。

「……すまなかった……」

「うん？」

　目の奥が焼けるような熱と痛みを帯びる。

　悔しかった。がむしゃらにエルレーシュに食ってかかりたかった。だが、そうすることで、また王国やフォルツを貶めてしまう。

　もっと成長しなければならない。身も、心も強くならなければなにもできない。

　せり上がってきそうな嗚咽を飲み込んで、エルレーシュをしっかりと見た。

「……あなたを守るなどと、大見得を切ったことが恥ずかしい。すまなかった、皇太子殿下」

「敗北を認めるのか？」

「ああ……疑いようがないことだ。私は、王国の者たちに甘やかされていただけだ。それを薄々感じながら、認めたくなかった。認めたら負けてしまうと思った。そんな自分がみっともないと気づきもしなかった……申し訳ない」

　エルレーシュが自分の顎に手を当て、天井を仰いだ。

「グラディス、もう一度だけ聞くぞ。女として俺のそばにいるか、帰国して敵対する者たちの餌食となるかだ。好きに選べ。二日待つ。それまでは出国も外出も禁止だ」

　エルレーシュは言いたいことだけを告げると、背を向けて側近と共に部屋を出ていった。

　フォルツと二人、残された部屋で床をじっと見つめる。

「姫様」

「その呼び方はやめろ」

　声をかけてきたフォルツに、頭を振った。いまは、女であることを突きつけられたくない。

「……私は皆に生かされていた。わかっていたつもりだったが、もっとできるやつなのではないかと思いたかったんだ」

「はい」

「戦えずに悪い」

「いいえ」

「なんの力にもなれなくてすまない」

「いいえ」

　フォルツはただ、グラディスの言葉に答えるだけだ。

「……お前の時間を無駄にしてすまなかった」

「そんなことはありません」

「不甲斐なくてすまない」

　笑って見せた。そのつもりだった。けれど、顔がくしゃりと歪む。こらえていたはずの感情がせり上がってきて、嗚咽がひとつ零れた。

「グラディス様……」

「私は、もっと強くなりたい。もっと強くあらねばならない。お前たちが寄せてくれる期待に応えられる自分になりたい」

　そっとフォルツがグラディスの背中をさすった。よしよしと宥めるような手つきに、ますます悔しくなる。

「グラディス様。僕は、エルレーシュ殿下のおそばにいることをおすすめします」

「……それは、女としてそばにいろと言っているのか？」

「そうです。あの方は、いくらでも僕たちを追い出せたはずなんです。話を聞かず立ち去ることもできたのに、話を聞いてくださった」

　溢れる涙を、手の甲でぐいと擦ってフォルツの顔を覗き込む。

「ただの気まぐれだったんじゃないのか？」

「そうかもしれません。でも、これは僕の予感なんですけど……エルレーシュ殿下はグラディス様を変えてくださると思うんです」

「私を……？」

　フォルツが床にぺたりと座り込んだ。目を閉じ、なにかを思い出すような素振りを見せながらフォルツが続けた。

「女であることを呪いのように思っているグラディス様に、多くのことを与えてくださるような気がします。あの方は、グラディス様を心から大切にしてくださる。そんなふうに思うんです」

「いましがた、私の首を締め上げたあの男がか……？」

「ええ。あの方はグラディス様に対等なんです。僕らはどうしても、女性だからと距離を置いてしまうんですけど、容赦ないじゃないですか」

「容赦はないが、それは私が食ってかかるからだろう？」

　フォルツが顔を伏せて笑う。

「それでも、僕は姫様の首を絞めたりはしないですよ。女性だし、僕より非力なのはわかってるんですから」

「妙にむっとするな」

　唇を尖らせてはみたが、グラディスも感じていたことだった。どうやっても性差は埋められない。グラディスがいかに鍛えたところで、身体の造りが違う。男が力で女に勝るのは自然の摂理なのだ。

「少し我慢して、エルレーシュ殿下のそばにいてみませんか。帝国の価値観を学ぶのもきっと悪くないですよ」

「しかし……王国で奮闘してくれている皆を放って置いていいものかどうか……」

「知識をつけ、戦う力を備えて帰るのも、味方を助ける方法です」

「そう……だな……」

　それならば、グラディスに迷いはない。

「わかった。しばらくエルレーシュのそばにいることにしよう」

「そうしてください」

　笑いかけてくるフォルツに、グラディスはやる気を見せる。学べることはひとつでも多く学び、うまく付き合っていければ帝国の後ろ盾が得られるかもしれない。そんなことを考えた。

　フォルツが冷えた目で北を見つめた意味を、まだ知らず。

















三．君が堕ちるまで












「腹が決まったなら、リフにでも伝えればよかったんだぞ」

　翌日、朝からエルレーシュに面会申請をしていたグラディスだったが、その申請が通ったのは夕刻のことだった。

　なかなか手が空かないらしいエルレーシュを待っている時間は苦痛でしかなかった。できれば早く伝えて、気持ちを楽にしたかった。

　面会が叶ったら、少しの厭味くらい言ってやろうとあれこれ言葉を考えていたのだが、エルレーシュの顔を見るとそんなことはどうでもよくなる。ほっと安堵している自分に戸惑いながら、執務机の向こう側に座るエルレーシュをじっと見た。

　表情は極めて乏しい。しかし、きれいに整った顔立ちは精悍で、どこか野生の獣を彷彿とさせる。赤い瞳は夕焼けのようだが、温かさも切なさも感じさせない。むしろ冷たすぎるほどだ。

　輝くような金色の髪が美しいなと思ったところで息を吐いた。

「直接お伝えしたかった」

　今後のことを伝えるのだ。彼が信頼しているリフに話しても滞りなく伝わるだろうが、グラディスがきちんとエルレーシュと向き合うべきだろうと思った。

「……それで？」

　試すような視線を向けられると、素直に言葉にすることが悔しくなる。それさえも、グラディスの意地だ。意地ならば捨ててしまえばいい。

　ゆっくりと息を吸い込み、口を開いた。

「帝国に滞在させていただきたい」

　まっすぐに彼の目を見つめて言えば、エルレーシュは椅子に背を凭せかけ、ふぅと息を吐いた。

「いいだろう。俺に女として扱われることに承諾したと見なすぞ」

「ああ、それでかまわない」

　本当は嫌だった。だが、いまは少しでもフォルツたちの助けになれる道を探さねばならないのだ。小さな意地も、プライドも必要ない。

「これからは俺と行動を共にしてもらう」

「わかった」

「起床は日の出前だ。早朝会議は三日に一度。そのあとは前日に上がってきた書類に目を通し、終われば兵舎で訓練をする。午後からは外交関係の仕事を片づける。他にも、皇帝から要請があれば出陣の手配をするため軍議が開かれるからそれに参加――」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　淀みなく紡がれる言葉に焦った。エルレーシュの前に手をかざし、一度「うん？」と一人で首をひねったあと、グラディスは困惑顔をエルレーシュに向けた。

「あなたの仕事内容を事細かに聞く必要はあるか？」

「俺のそばにいるんだろう？」

「そうだが……仕事はあなたが片づけねばらないことで、私がついていくわけでもないだろう」

「ならば、俺が仕事をしている間、君は刺繍でもしているか？」

　そこで真横になりそうなほどグラディスが首をかしげる。

「刺繍？」

「いい糸が手に入ると言っただろう」

「それは聞いたが、あなたは私にどれだけ刺繍をさせたいんだ!?　血まみれになるのが関の山だぞ!?」

「できないことなどわかっている」

　挑発するように口角を上げて笑うエルレーシュを見て、額を押さえた。わかっていて言っているのなら、グラディスの反応を見て面白がっているだけだろう。

「どうするんだ、グラディス」

「同行してかまわないのなら、そのようにさせてほしい。だが、私は仕事など、書類にサインを書くくらいしかしたことがないぞ」

　王国では、たまに仕入れの申請用紙が回ってくることがあったくらいだ。なにか仕事をしたいと言ったら、フォルツがそういった仕事を持ってきた。それだけの経験で手伝えることなどあるだろうか。

　見てもわからないだろうし、むしろ邪魔な気がする。

「一番忙しいのはリフだ。あいつが分刻みで動いて、スケジュール管理もしているから、言われるとおりのことをすればいい。俺は特に忙しくないしな」

　すぐに会えなかった男の言葉とは思えないが、そのことには触れずにグラディスは腰を折った。

「どうか、よろしく頼む。女性的な作法は勉強中だ。気をつけるが、見苦しいことも多いだろうと思う。どうか、容赦していただきたい」

「好きにしろ」

　姿勢を戻し、エルレーシュを見る。

　女性的な作法はもちろん、男としての所作もグラディスはろくに知らない。目につく男っぽい仕草を真似るだけだ。そして、それはフォルツから不評だった。

　大口を開けて笑うことも、大きく足を開いて座ることも、男らしい行動と思っていたのだが、いまならはっきりとそれが品のない行為だとわかる。

　それはきっと、圧倒的に美しい所作を見せるエルレーシュを目の当たりにしたからだろう。

　彼は、視線を向けるだけで周囲の背筋を伸ばさせる。指の先まで洗練された動きをしていて、一分の隙さえ見つけられない。

　衣服が翻る瞬間まで計算し尽くされているようで、目を離せなくなるのだ。

　じっと彼に見蕩れ、無意識に服の袖をまくってネクタイを締めた。

　グラディスは、帝国側が用意してくれたドレスは着なかった。着られなかったこともあるし、やはり女を求められているようで嫌だったのだ。フォルツに無理を言って着替えを借りて着てきたが、体には合っていない。袖が長いので不格好だし、よかれと思ってネクタイを緩めていたが、エルレーシュは衣服の隙間から肌など覗かせていなかった。

　それでも滲み出る色香を、グラディスでさえ感じてしまう。

　視線の動かし方。椅子に身を預け、ゆったりと足を組む仕草。頬杖をついて、こちらを見上げてくる角度も妙に艶めかしい。

「……あなたは美しいな、エルレーシュ」

　流すような視線が向けられ、はっとした。

「あ、いや……失礼をした。いまのは不躾だった」

「かまわない」

　うっかりと漏れ出た本音と、迂闊にも名前を呼び捨ててしまったのはさすがにまずいだろう。

「あー……えっと、では私はこれで失礼を……」

「待て、グラディス」

　これはフォルツから拳を腰に食らうやつだ、と緊張する。絶対に粗相をした。

「なにか……用だろうか。皇太子殿下」

「さっきは俺を名前で呼んでおいて、いまさらそれか？」

　くすくすとエルレーシュが楽しげに笑う。この人にも楽しいという感情があるのだなと思ったが、いまはそれどころではない。

「あれは……間違えた」

「普段の癖だろう。君は俺のいないところでは俺を名前で呼んでいるのに、俺の前ではかしこまるのか」

「それは普通のことだろう？」

「従者だけに俺の名前を呼ぶ君の声を聞かせるのは面白くないな。俺の前でも同じに振る舞え」

「どういう理屈だ、それは……」

　エルレーシュという男がだんだんわからなくなっていく。ふむ、と思案してみたがすぐに答えが出るはずもなく、まあいいかと思考を放棄した。

「それより、昨日の件だ」

「昨日の……？」

「君は俺に負けただろう」

「ああ……そのことか。身の程を弁えず申し訳なかった」

　ぺこりと頭を下げたが、エルレーシュがにやりと笑って首を横に振る。

「俺に攻撃をしかけておいて、謝罪程度で済ませられると思うなよ」

「だめなのか……!?　どういう国なんだ、ここは……！」

「強者がすべての国だ。したがって、君に罰を科す」

　天井を仰ぎ見る。目が沁みる。

　こんなことなら気安くエルレーシュに喧嘩などふっかけなければよかった。罰なんて嫌だ。

「お断り申し上げる」

「勝手に断るな」

　ふっとエルレーシュが笑うから、少しだけ気持ちが軽くなる。

　この人にも、人の心というものがほんの少しくらいはあるのかもしれない。

「……い、一応、その罰とやらを聞いていいか。できないかもしれないし……」

「そうだな……針仕事が溜まっていると聞いている。それを手伝ったあと厨房へ行き、夜食を作ってこい。俺の仕事が長引きそうでな」

「私は針仕事などできないし、料理もしたことがない！」

　堂々と胸を張って言ったが、エルレーシュはそれがどうしたと言わんばかりに目を伏せて嘲笑った。

「これは、普段から俺が余興でやるゲームだ。勝負では、賭けのひとつもなければ面白みがないからな」

　目を見開いた。

　エルレーシュが提示した罰は、決してうれしいものではないのだが、罰なのだから当然のことだ。しかし、それよりもエルレーシュはいつもの余興と同じことを、グラディス相手にしている。

　ふとフォルツの言葉が脳裏を掠めた。

　エルレーシュは、容赦はないが平等だ。そこに性差はない。女だからこのような罰を提示されているのではなく、グラディスが嫌がるから提示された内容だ。

　胸の奥がじんと熱を帯びる。

「ならば……私があなたに勝てれば、私もあなたに罰を与えていいのか？」

「かまわない。もっとも、俺は負けないけどな」

「まさか、いかさまか……!?」

「負ける勝負をしない。当然だろう」

「くっ……卑怯だな！　だがわかった。それならば従おう」

　エルレーシュからの罰は憂鬱だったが、心は軽い。ずっと塞ぎ込んでいたような気持ちだったのに、ようやくもやが晴れたような気がした。

　女であることに劣等感を抱いていたのはグラディスだけだったのではないか。

　そんなことを思った。

　自分が男であっても、きっと周囲は同じような対応をしたのだ。すべては、己の未熟さが引き起こしたこと。

　どれほど言われても納得できなかったが、こんなにすとんと胸に落ちてくるとは思わなかった。

「エルレーシュ。私はあなたの期待に応えてみせるぞ」

「それは楽しみだ」

　拳を目の前で突き出すと、エルレーシュは呆れたような顔で笑った。そんな彼の表情に胸が躍った。






　ふらふらと一人で宮廷をさまよった。針子の仕事部屋が見つからない。

　そろそろ宮廷の散歩が二周目に突入しそうだ。これではいけないと、近くを歩いていた兵士に声をかけた。

「すまない、針子の仕事部屋がどこにあるか教えてもらえないだろうか」

　グラディスが呼び止めた兵士は歩みを止め、グラディスを認めると姿勢を正して両足の踵をつけるようにぴしりと立った。

　これは、宮廷にいるとよく見かける光景だった。上官から指示を受けるときや、客人に対応するときに姿勢を正すのだそうだ。

　兵士は、エルレーシュに対しても同じことをする。ただし、皇帝にだけは膝をついて頭を垂れるという作法があるらしく、次期皇帝でも上官相当にしか扱わないのかと驚いたものだった。

　兵士と目を合わせる。グラディスより小柄な兵士だ。視線が少し下がるが、グラディスがその兵士に勝るのは身長だけだった。

　帝国兵が着る白と青を基調とした制服に包まれた体躯は、おそらくグラディスよりも逞しいだろう。自分の腕と見比べて、まだまだ細いと落胆する。どんな訓練をしているか聞いてみようか、と考えたとき、兵士がぱっと笑顔を作った。

「針子の仕事部屋でしたら、こちらの廊下をまっすぐ歩いていただいた最奥です」

「そうか。通ったはずなのだがわからなかった。手間をかけてすまない」

「いいえ。いつでもお尋ねください」

　帝国の兵士は、思った以上に気さくなのかもしれない。笑顔で受け答えをしてもらえるとは思っていなかった。

「それでは、失礼いたします」

「待ってくれ。少し、聞いてもいいだろうか」

　兵士が「はい」と返事をした。

「その……君たちは日頃、どのような訓練を受けているのだろうか？」

「訓練ですか？」

　目を丸くした兵士に、まずい質問をしたかもしれないと後悔する。どこへ行っても、女が兵士の訓練に興味を持つことなど歓待されるはずがない。

「あー、その……帝国兵はやはり皆強いのだろう？　興味があってな……えぇと……」

　なんと言い繕おうかと考えていると、兵士の顔が途端にこわばった。

　何事かと思ってまばたきを数度繰り返したあと。

「兵士の訓練に興味がありますか、王女殿下」

　淡々とした声に寒気がする。

　振り返ってみると、エルレーシュの側近が冷えた目でグラディスを見下ろしている。

　この男も上背のある男だ。エルレーシュほど威圧感がないのは、体躯のせいだろうか。とはいえ、かなりの圧力を感じる。

　グラディスが思わず一歩後ずさった。

「リフ……だったか。フォルツは一緒じゃないのか？」

　フォルツは、早朝からグラディスを置いてリフのもとにいたはずだ。フォルツはずいぶんとリフに懐いているようで、グラディスが滞在を決めたとわかるや、すぐに「僕はリフ殿に勉強させてもらってきます」と軽い足取りで出ていったのだ。

　やはり優秀な男のそばがいいのかと幾許かの落胆はあったが、グラディスと無益な会話をしているより楽しいのは事実だろうと気持ちを切り替えた。

「部屋に帰しました。仕事ももうないので」

「そうか」

　にこりともしなければ、ぴくりとも眉を動かさない男だ。端麗な顔立ちをしているから、非常に冷たげに見える。

「下がっていいですよ。王女殿下の対応は私がします」

　リフが、兵士に声をかけて下がらせる。同じ対応をされるなら愛想のいい兵士のほうがよかったが、次期皇帝の側近に対応されることなど貴重だろう。これは有効活用をさせてもらおうと腹をくくる。

「なんというか、いまの兵士は君の顔を見てやけに緊張していなかったか？」

「私に気安く声をかけてくる兵士などいませんよ。それよりグラディス様。どちらへ向かわれるのでしょうか」

「ああ、エルレーシュに言われて、針子の仕事部屋にな。そのあとは厨房でエルレーシュの夜食作りだそうだ」

「そうですか。ではご案内いたします」

　ふわりと外套が翻り、長い髪が遅れて揺れた。静かな歩みについていき、少し後ろからリフを観察する。

　はじめて会った夜も、リフは闇を纏ったような出で立ちをしていた。黒い髪と、装飾の多い黒い外套を着て、その下には略装のような服を身につけているのが見える。

「君は宮廷内でも剣を持ち歩くんだな」

　左側の腰元から、かすかだが金属音が聞こえる。あれは剣だ。

　だが、裾の広がった外套で存在はほとんど見えない。動くたびに鳴る金属音も、やけに飾った服の装飾と踵の高い靴でごまかしているのだろう。

　リフは「よく気づかれましたね」と振り返るでも、目線を向けるでもなく言った。

「宮廷が一番危険ですよ」

「そうなのか。帝国はいろいろと勝手が違うからわからないことばかりだ」

「グラディス様は王国のこともよくご存じないように思いますが」

　わずかに視線を向けられ、カチンときた。

「わかっているなら、ずけずけと指摘しなくてもいいだろう」

「帝国の水は合いそうですか？」

「わからない。だが、合うよう努力はする」

「いつでもお帰りいただいてかまいませんよ。無理をされる必要もありません」

　さすがに一歩、大股で近づいた。

「そんなに追い返したいのなら、問答無用で関所に突き出せばよかっただろう！」

「殿下が決めたことに、私が意見を差し挟むなど不敬です」

「……ふむ。意外と忠義に厚いのだな。まあ、側近に取り立てられていれば当然か……」

　リフは薄く微笑むだけだった。

　兵士に言われたとおり、廊下を奥まで歩いていく。周囲となんら変わらない飴色の扉があり、部屋の表示もないので、勝手のわからないグラディスが見落とすのも仕方がなかっただろう。

　リフが扉を開け、グラディスに入室を促す。

　部屋へ足を踏み入れ、挨拶をしようとしたとき、息ができなくなった。

「……え？」

「針子の仕事部屋です。殿下になにを言われたか知りませんが、用事を済ませていただいてけっこうですよ」

「い、いや……本当にここは針子の仕事部屋……なのか？」

「そう言っているつもりですが」

　リフが真面目に言うので、揶揄しているということはなさそうだ。

　部屋はとても広く、修繕に出された兵士の制服や、トルソーに飾られた試作段階と思われる礼装が飾ってある。

　この部屋には、女性の針子はもちろんいるのだが、針と糸を持って繕い物をしている半分くらいは男性だった。その光景に、グラディスは驚いたのだ。

「……針子とは、女性の仕事ではないのか？」

　震える声でグラディスが尋ねると、リフがわずかに首を傾けた。

「細かな作業が得意な男性は多くいます。女性の仕事と決めつけてしまうほうがいささか問題かと思いますよ」

「だが……フィール王国では女性の仕事だった。針仕事など、女性にやらせておけという男ばかりだった」

「その言葉を聞いたら、ここにいる彼らはどう思うでしょうね」

　ごくりと喉を上下させる。

「そう……だな……」

　生まれたときから植えつけられた価値観は、別の場所では無礼になる。固執した考えでは、帝国ではきっと生きていけない。

「リフ。私はここで針仕事を手伝えと言われたんだ。どうすればいいだろうか」

「いかに平等な帝国であっても、殿下が繕い物をすることはありません。その婚約者候補であるグラディス様にも針仕事はさせられませんし、たぶん邪魔になります」

「それは私もひしひしと感じることだ」

「でしたら、部屋を出ましょう。次はどちらへ？」

　すぐに部屋を出ていくリフを追いかける。

「次は厨房だ。夜食を作るように言われた」

「承知しました。ご案内します」

　リフに案内されるまま、厨房へと向かう。

　まじまじと宮廷を眺めるのははじめてかもしれない。無機質で硬質。美しく手入れされて飾られているのに、温度を感じない不思議な場所だ。

　宮廷全体が白いからかもしれない。まるで水晶をちりばめたようで、吹き抜けになっている場所は光がたっぷりと降り注ぐ。それなのに、寒いのだ。

　物理的に寒いわけではないのだろうが、グラディスは無意識に両腕をさすった。

　程なくして厨房へたどり着く。よそ見をしていて順路はまるで覚えていないが、いい香りが鼻腔まで届いて空腹を誘う。

「いい匂いだ。腹が減る！」

「食事が足りていませんか？」

　目線だけを向けてくるリフに首を横に振ってグラディスが答えた。

「いい匂いは腹が減る。たとえ食事を摂った直後でもだ」

「デザートもお出しするよう伝えましょうか」

「いや。私は甘いものがあまり得意ではない。無用の気遣いだ」

　手のひらを向けて断る姿勢を示すと、リフは興味なさそうに「そうですか」と前を向いた。あまり会話をしないタイプなのだろうか。そのわりに口を開くと饒舌だ。会話を厭うタイプには見えない。

　あ、私に興味がないのか。

　すとんと腑に落ちてグラディスが手を叩いた。こういうわかりやすい人物はいい。とっつきにくそうではあるが、話せば物腰は柔らかいし、説明を嫌がらない。そのうえで、自分に興味がないと露骨に示してくる。とても明快だ。

　エルレーシュは、リフのこういうところを気に入ったのかもしれないと一人で納得をしていると、「到着しました。どうぞ」とリフの声に誘われた。

　目を向けると、アーチ状にくりぬかれた出入り口があった。分厚い壁で仕切られているが、扉を閉めないその出入り口からは熱気が流れてくる。

　リフが進路を開けてくれたので中を覗いてみると、ジュウジュウと焼ける音がする。

「肉か……!?」

「おそらく」

「いいなぁ。私もあの肉にありつけるだろうか」

「グラディス様の食事は別の場所で作らせています」

「そうなのか？　じゃああの肉は食べられないのか……残念だ」

　グラディスは、野菜よりも肉を好む傾向があった。筋肉を作るためには肉だと信じているからだが、帝国へ来てから出された食事はバランスがとてもよかった。生野菜が苦手なグラディスにはいささか大変ではあったが、サラダもしっかり食べてくださいとフォルツに言われて半泣きになりながら食べたくらいだ。

「グラディス様。中へ入ってみますか？」

「邪魔にならないか？　忙しいだろう？」

「高貴な方との面会をしない者たちですので無礼があるかもしれませんが、それでもよろしいなら、さほど邪魔にはならないでしょう」

「私は帝国ではなんの価値もあるまい。それに、気さくに話してもらえるほうがうれしいぞ。フォルツしか話し相手がいなくて退屈をしているからな」

　リフの纏う空気が少し変わった気がして、厨房を覗いていた目を彼に向けた。

　相変わらず、鉄面皮を貼りつけたような顔をしていて、気のせいだったかと視線を戻す。そして、リフに促されるまま厨房へと足を踏み入れた。

「熱いな……料理人はこんな状況で大丈夫なのか？」

「慣れているでしょうし、この程度で音を上げるようでは料理人など務まりませんよ」

　リフの言葉はもっともなのだが、踏み込むだけで汗ばんでしまうような場所だ。火のそばで、大量の料理を調理していれば体力の消耗も激しいだろう。

　なるべく邪魔にならないように隅を歩き、調理場を見た。

「……おい、リフ……」

「どうかされましたか？」

「女性がフライパンを振っているぞ！　あんな細腕で大丈夫なのか!?　あれは、なにかの罰なんじゃないのか!?」

　頭にタオルではちまきをして、料理人らしいエプロンを着けて大きなフライパンを振る女性の姿が見えてグラディスは焦った。

　とても女の腕で扱えるフライパンではない。それなのに、その女性は軽そうに扱っている。

「帝国では女性に料理をさせることが罰になるような法律はありませんよ」

「しかし……あれは過酷だろう……」

　女性が調理を終えた料理をフライパンから大皿へ移す姿を見つめる。生き生きとしていているが、本当に大丈夫なのだろうか。

　ハラハラして見ていると、女性がグラディスに気づいた。周囲をきょろきょろと気にして見回したあと、フライパンを置いて女性が近づいてくる。

「ああっ！　最近いらした王女様でしたか！」

「え、あ、ああ……」

「とてもおきれいな男性が二人もいらっしゃると思って見にきちゃいました」

　ぱあっと明るい笑顔を見せられて、グラディスが照れて鼻の頭をかいた。

「私も男に見えたか……!?」

「ええ、それはもちろん。とても凜々しい方だと思いましたよ」

「そ、そうか。君はとても可憐で愛らしいな」

「あら、やだぁ～！」

　ぺしぺしとグラディスの腕を叩きながら照れる女性は間違いなくかわいかった。女性というだけでかわいいと思うグラディスが、にやけ顔になるのはやむを得ない。

　ましてや、ちゃんと男に見えたのだからこんなにうれしいことはなかった。

「それより、厨房には女性の姿も多いな。君たちは大丈夫なのか？」

「大丈夫？」

「そうだ。力仕事ばかりだろう？　大変なら、私も荷運びくらいなら手伝えると思うんだが……」

「そういうことですか！　大丈夫ですよ。料理人がこれくらいで音を上げることはまずないですからね」

　力こぶを作って見せた女性の腕は、グラディスよりも細いかもしれない。こんな細腕では折れてしまうのではないだろうかと思ったが、彼女は自分を料理人と言った。

「……君は、この厨房の料理人なのか？」

「はい。責任者を任せられていますよ！」

「そんな御仁だったのか！　知らずに無礼をした。申し訳ない」

　深々と頭を下げるグラディスに、女性があたふたする。

「気になさらないでくださいな」

「ところで、君の食事を食べるためにはどうすればいいだろうか」

　真顔で聞いたグラディスに、女性が首をかしげる。

「いや、違うな。君に料理を作ってもらうためにはどうすればいい!?」

　思わず女性の肩を掴んで迫るグラディスを、リフが野良猫でも捕まえるかのように襟首を掴んで引き剥がす。

「料理長が困惑しています」

「私も困惑しているぞ。こんなかわいらしい女性が作る料理ならば、私もぜひ食べたい。君もだろう、リフ」

「作り手にそこまで興味は持ちません」

　女性にハグしそうな勢いのグラディスを、リフは衿を掴んで押さえ続けた。

「リフ。私は女性を愛でたい」

「好きにしていただいてかまいませんが、仕事中の料理人には迷惑です」

「むぅ……そうか。料理長、よければ部屋に遊びに来てくれ。むしろ部屋に行きたい。いちゃいちゃして愛を語り合いたい！」

　切実なグラディスに、料理長の女性はにこやかに「ぜひ！」と応じてくれたが、予定を取りつけるより早くリフに厨房から引きずり出されてしまった。

「君は容赦がないな」

　リフに文句を言うと、ゆったりと腰を折って見せる。

「無礼をいたしました。どうかご容赦を」

「そういうところでかしこまるのはずるい気がするぞ。私も暴走しすぎたと思うし、お互い様だな」

「私は暴走などしていませんが」

　呆れたような顔で反論されたが、グラディスは気にする素振りもなくシャツを整えた。

「しかし、驚いた。針仕事をする男性がいて、厨房でフライパンや鍋を振る女性がいるとはな……」

「フィール王国では、料理人は男の仕事でしょうか」

「そうだ。代々料理長の家系が厨房を預かってくれていて、男が継いでいる」

　だが、家庭で料理をするのは女性の仕事だ。そう考えると、宮廷料理人が女性でもなんら不思議はないのかもしれない。

「先ほどの女性ですが、厨房の総責任者ですのでグラディス様の料理も監修はしていますよ」

「監修？　作ってはくれないのか」

「皇帝陛下が嫌がられているのです」

「女性だからか？」

「それは違います。皇帝陛下は実力至上主義ですから、男女という区別ではなく、実力の有無で人を判断する傾向が、殿下よりも圧倒的に強い」

　ふむ、と頷いた。

「作らせるのは嫌なのに、監修はさせている？」

「はい。陛下の食事は作る人間が別ですし、問題がないようです」

「妙な話じゃないか。皇帝陛下がどのような方かは存じ上げないが、矛盾だらけだ」

　リフがふっと口元を緩める。

「陛下と殿下の関係は良好ではない、とお伝えしておきます」

「うん。うん……？」

「いまの料理長は、殿下が見いだされた人材です」

　つまり、皇帝が嫌がっているのはエルレーシュが取り立てた人間だから、ということだろうか。

「そんな情報を私に与えていいのか？」

「いずれわかることですし、彼ら二人の仲が良好でなくとも帝国は強い。それだけの事実があれば充分です」

　リフが来た道を引き返していく。その後ろをついて歩きながら考えた。

　たとえ国の方針が一枚岩でなくとも、帝国は強く在り続けられるのだ。その理由とはなんだろうか。

「エルレーシュは、ただ反発をしているだけではないのだろうか？」

「反発というのは言葉が悪いです。どちらが正義かなど、わかりませんよ」

「そうか。君はエルレーシュに忠義を尽くしているのだから、彼が正義だと思ったということだよな」

「少し違います。私は皇帝陛下に見いだされていまの地位にいますので、陛下にはご恩があります。殿下に望まれなければ、私は皇帝陛下のそばに仕えていたでしょう」

　リフは、エルレーシュになら命を捧げてもいいと思うなにかを感じたということだ。それは待遇かもしれないし、エルレーシュの人柄かもしれない。もしかしたら、違う考えがあるかもしれないが、エルレーシュをもっとそばで見てみたい。彼の考えはきっと、グラディスに足りないものを補っていくだろう。

　それこそ、フォルツの言ったとおりに、エルレーシュがグラディスを変えていく気がする。

「忠節を得るというのは、とても難しく、尊いことだよな」

「そのとおりかと思います」

　それだけを告げたあと、リフは口を閉ざした。

　静かに、静かに床を滑るように歩く男を後ろから眺める。

　隙がない。グラディスが少し視線を脇へ向けるだけで意識がすぐにこちらへ向いているのがわかる。歩幅が変わるとすぐにそれに合わせてくる。

「……なあ、リフ。そんなに張り詰めていたら疲れないか？」

「よくおわかりで」

　うん？　と首を傾けるグラディスに、リフが返事をするはずもない。

「もう少しわかりやすい言葉で頼む」

「私がグラディス様に、気を張っていると悟られるはずがないんです。そんな未熟な人間が、他国の王族を守るなどできませんから。意図的に、わかるようにしています。どの辺りで気づかれるのか、試したかったのです」

「理由を聞いていいか？」

　リフが足を止めた。ゆったりと振り返り、グラディスへと身体を向ける。

「力量を測りたかったからです。先ほど、兵士に訓練について尋ねていらっしゃいましたね」

「ああ。彼らは逞しく鍛えられているようだったからな。羨ましくて、鍛錬を真似てみようと思ったんだ」

　少しは強くなれるかもしれない。今度こそ、エルレーシュに首を締め上げられても抜け出せるかもしれない。そんな、小さな希望だった。

「彼らには、副団長の監督下で極限の訓練をおこなわせています。素人のあなたが聞きかじった程度で真似できるはずがありませんし、怪我をしかねない。そんな訓練です」

「そうか……しかし、取り入れられることもあるかもしれない。聞かないよりは、聞いてできないとわかるほうがいい」

「グラディス様はなぜ、強くなることを望まれるのです？」

　感慨も、呆れも、驚きもない声で聞かれ、視線を天井へ向けた。グラディスが強さを求める理由はただひとつだ。

「皆を守りたい。共に戦わせてほしい。女だから戦えないと見なされるのが悔しい。私のせいで……私の力になろうとしてくれた者たちが不幸になるのが嫌なんだ。できないことばかりだが、彼らのそばにいたい」

　リフはなにも言わずに踵を返した。

「だがな、リフ」

　涼しげな顔をする男に一歩近づき、いたずらをするようにグラディスがにたりと笑う。

「いまはエルレーシュに一矢報いたい」

　まずはそこからだと決意を新たにしていると、リフがそっと顔を背けた。そして、ふっとひとつ吹き出す。

「けっこうです。グラディス様、われわれの訓練を受けてみませんか」

「いいのか？　しかし、許可が出るだろうか。部外者は歓迎されないかもしれないし、エルレーシュにも難色を示されそうだ。責任者も難しい顔をしそうだぞ」

「していますか？」

「……うん？」

「私は、難しい顔をしているように見えますか」

　数度まばたきをしてリフの言葉の意味を懸命に理解しようと努める。この男は非常に回りくどい言い回しをする。

「グラディス様の訓練への参加を、団長として許可いたします。副団長の許可も取っていただきますが、本気でわれわれの訓練にまざれるとお思いなら、いつでも兵舎へお越しください」

　恭しく頭を垂れるリフに目を見開いた。

「君の言葉はとてもわかりにくいな……」

「長年の癖ですね。こればかりは直りません」

　悪びれる様子もなくリフが歩みを進める。

　帝国は実力至上主義。つまり、いま目の前を歩いているのは、この国で最強の兵士なのだ。そんな人物から訓練を受けていいと許可が出た。グラディスの望んだ、強い鍛錬が受けられる。

　心が震えるような気がした。

　宮廷をぐるりとまわったあと、エルレーシュの部屋へと戻った。そして、グラディスは弾むような気持ちのまま執務机に座るエルレーシュへ詰め寄った。

「聞いてくれ、エルレーシュ！」

「……なんだ？」

「私も帝国の訓練にまざっていいと言われたぞ！」

「リフが許可したならいいんじゃないのか？　せいぜい励め」

「ああ、そのつもりだ。しかし……あなたは難色を示すと思っていた。止めないんだな」

「三日で音を上げると思っているからな」

　そこでカチンときて机に身を乗り出した。

「ならば次の勝負はそれにしよう。私は絶対にくじけないぞ」

「参加するだけなら容易い。きちんと訓練についていくことが条件だ」

「わかった。かならず訓練メニューをこなしきってみせるぞ！」

　よし、よしと何度か頷くグラディスに、エルレーシュが楽しげに笑う。

「ところでグラディス。夜食を作ってこいと言ったはずだが」

「……あ」

「罰もこなせないのか？」

「違う。これは、料理長がとても愛らしくて口説いていたら、作る余裕がなかった！」

「君が口説くのは料理人なのか？　俺だろう」

「いや、別にあなたを口説いても面白くない。でかい男に迫るのは私の美意識がな……」

　眉根を寄せて険しい顔をしていると、エルレーシュの腕が伸びてきて、グラディスの後頭部をがっちりと押さえた。

　驚いて目を見開いていると、顔を寄せられる。距離を取ろうと思うより早く唇を重ねられ、すぐに離れた。

「え……？」

「夜食のことはこれで帳消しにしてやる」

「い、いやいやいや！　エルレーシュ、いまのはあまりに……」

　椅子に座り直し、エルレーシュが試すような目を向ける。頭に沸騰した血が上ってくるような感覚を覚え、グラディスは数歩後ずさった。

「……しっ、失礼する！」

　怒りのような、羞恥心のような、なんともいえない感情のまま荒っぽく部屋を立ち去る。ドスドスと足音を立てて廊下を歩き、借りた客室まで戻ってくるとフォルツの姿を認めた。その瞬間、どっと涙が溢れてきた。

　顔を向けたフォルツがぎょっとした様子で飛んできた。しがみつくグラディスを懸命に宥めてくれたが、どれだけ宥められても、持て余した悔しさの意味は理解できなかった。

















四．知って、堕ちて、愛して












　グラディスが訓練場へ足を向けるようになって五日が過ぎた。

「それでは、本日はこちらの訓練用の武器一式の手入れと、手が回っていない訓練場脇の草むしりをお願いいたします」

「……く……っ」

　悔しげに唇を噛むグラディスの目の前には、七フィートはあるだろう大きな男がいる。柔和に微笑むその男は、宮廷兵士団の副団長で、訓練場における実質的な最高責任者だった。

　リフが団長として兵士団を預かってはいるのだが、エルレーシュの側近という役割があるため、兵士の訓練は副団長に一任されるのだそうだ。

　訓練場へ来るようリフから言われたのだと伝えたが、副団長は「だめです。団長がどうおっしゃっても、大怪我をする可能性があるので参加させられません」の一点張り。しかし、グラディスはちゃんとした訓練が受けられることにわくわくしていたし、強くなる絶好のチャンスだとも思っていたので立ち去るのが惜しく、訓練を隅で眺めていた。そんなグラディスを気にしてくれたのか、副団長は、「お手すきなら手伝っていただけませんか」と言って訓練武器の手入れをさせたのだ。そうして四日が過ぎ、今日は草むしりが追加された。

「いや、待て。これは一歩前進なのではないか？」

　武器を布で磨くしかさせてもらえなかったものを、草むしりまでやらせてもらえるというのは、可能性があると見込まれたからでは、と頭ひとつ分ほど高い位置にある副団長の顔を見上げた。

「グラディス様はその……大変前向きでいらっしゃいますね」

「私はなにもできない人間だ。できる気になっていたのは皆が力を貸してくれているおかげ。それを帝国に来てまざまざと思い知った。悲観していじけているよりも、ひとつでも多く糧にして、王国へ帰ろうと思っている」

　副団長が柔和に相好を崩した。

「そういった向上心はよろしいと思います」

「そうか。人に褒められると俄然やる気が出るな。今日も邪魔にならないようにするので、見学はさせていただく。よろしく頼む」

　兵士を真似て、踵をつけた姿勢でぴしりと挨拶をする。と、副団長が微妙な顔をした。

「足の角度は四十五度ではなく、五十度です」

「難しいな……」

「顎はもう少し引かないと美しく見えません」

「そ、そうか……こうか？」

　整列時の立ち方を教わっても、グラディスに使う場面がくるだろうかと訝りながら、指示には従った。

　訓練場は宮廷の南側にある。大きな建物は兵士たちの住まいとなっており、そこから訓練場広場が見える。広場は玉座や謁見の間がある本棟よりも広く、一度に五千人規模の訓練ができるそうだ。ただ、帝国軍の将校が指揮する部隊となると数万人単位になるので、大規模訓練は別の場所でおこなわれるという。

　いつかその大規模訓練も見てみたいと思いながら、グラディスは訓練用の武器を磨いた。刃のない剣や槍、弓などが揃っている。これらを使って訓練に参加する日を想像してはわくわくするが、この調子ではずっと武器の手入れと草むしりで終わりそうだ。

　兵士たちが二時間走り込む訓練場の広場を眺めて、どうしたものかと唸っていると、そばに人が立った。影が落ちて、この高さから落ちてくる影に心当たりがあって即座に身構える。

「……なんだ、リフか」

「間合いに入られても気づけないのは未熟な証拠でしょうか」

「君は足音をほぼ立てないじゃないか。それに、兵士が走っているのに小さな足音など聞こえない」

「殿下がいらっしゃったと思いましたか？」

「思った」

　つんとそっぽを向く。

「あれからずっと殿下を避けていらっしゃるようですが」

「堂々と会えるものか。エルレーシュと約束もしていないからな」

「だから訓練場へ頻繁にお越しになっていると」

「違う。訓練をさせてほしいからだ。いまエルレーシュに会っても、結果はなにも変わらないじゃないか」

　また不意を打ってキスをされるかもしれない。

　あの日、突然泣き出してしまったグラディスを、フォルツは困り果てながら宥めてくれた。そんなふうにフォルツを困らせたいわけではないのに、予測のつかない行動をするエルレーシュに翻弄されてどうしていいかわからなくなる。

　エルレーシュに会うのが、いまは怖い。

「グラディス様、武器をひとつお持ちください」

「うん？」

　リフが訓練用の武器をひとつ取り上げる。どこにでもある普通の剣だ。

「剣術はフォルツ殿から多少嗜んでいると聞いています。ならば、その剣術で私を後ろへ下がらせてみてください。それができれば、訓練への参加を許可するよう、より強い命令で伝えましょう」

「いいのか？」

「ええ。お得意な武器をお持ちください」

　ぱっと表情を明るくして、グラディスはリフが持った武器と同じ剣を手に取った。

　剣を構える。目の前で、リフがゆったりとした動きで右手に剣を構えた。流れるような動きに見蕩れてしまったが、まずは先手必勝だ。リフが動き出すよりも早く踏み込めば勝機は――。

「っ……!?」

　ひゅっと風が揺れたかと思うと、次の瞬間にはグラディスの身体が宙を舞い、地面に打ちつけられた。

「ぐっ……」

　すぐに身を起こし、手を離れてしまった剣を探す。が、リフがすぐにグラディスの視界まで迫ってくる。なにか反応をしなければと頭ではわかっているのに、無防備なまま体当たりを食らってごろごろと地面を転がった。

　走っていた兵士たちが足を止め、グラディスを気遣わしげに見る。そんな視線を感じながら、グラディスが再び立ち上がって、地面に落ちている剣を取り上げた。

　けほっとひとつ咳き込んで、視界が回っていることに気づいた。頭を打ったわけではなく、何度も転がって目が回っているのだろう。

　ここから反撃しようという意思は湧いてこない。リフは、剣を振ってすらいないのだ。相手になっているはずがない。訓練に参加させてもらえないのも当然だ。

　でも、負けるのは悔しい。認めたくない。エルレーシュが与えた屈辱に一矢報いねば気が済まない。そのためにも強くなりたいし、もっと力を備えて王国にいる者たちと共に戦っていきたいのだ。

　グラディスが剣を構える。そしてリフ目がけて突っ込んでいった。

　唸り声を上げて飛びかかるグラディスを、リフは半歩だけ後退してよける。的を失って、グラディスの身体が前に傾くと、背中をドッと勢いよく叩かれ、地面に腹から叩きつけられた。

　呻き声さえ出なかった。

　息ができなくなって、たったこれだけなのに身体がだるい。だが、このまま伸びているわけにもいかないので、全身の力を振り絞って身を起こした。

「基礎からやり直しです。体力はないし、体幹も甘い。受け身もろくに取れないからダメージを余分に食らう。見習い兵以下ですね」

　グラディスが片膝をついてうずくまった。できないことは身に染みていたはずだが、実際に突きつけられると落ち込んでしまうものだ。

「わかっているよ。だから見学しているじゃないか」

「見学で体力がつくなら、兵士は皆そうしているでしょうね」

　高い位置から見下ろしてくるリフを恨めしく見上げる。

「君は私に無能さを突きつけて、厭味を言いに来たのか？」

「いいえ。基礎からやり直しだと言ったつもりですが」

「だから、それはわかって――」

　リフが足を止めていた兵士たちを剣で示した。

「まずはあの一団にまざって二時間。そのあと、個人で二時間。走り込んで基礎の体力作りから励んでください。武器を持つことは禁じます」

「……い、いいのか……？　私は君を一歩も後退させられなかったぞ」

「半歩は下がりました」

「あれは体勢を直すためのものだろう……？」

「正直なことを言うと、最後は突っ込んでくると思わなかったんです。だから、下がらないと体勢が直せなかった。グラディス様の胆力に押されたんですよ」

　ふふと機嫌良さそうに笑ったリフが嘘をついていることくらい、グラディスにもわかった。だが、それでもいい。まずは一歩目だ。

「ありがとう、リフ！」

　背を向けて去っていこうとするリフに声をかけると、一度だけ視線を向けられる。そして、リフが戻っていった先には太陽のような色彩を纏う男が立っていて、息をのんだ。

　数日逃げ回っていたが、目に入ると呼吸も忘れて見入ってしまう。鼓動も速くなって、近づきたいと思ってしまう。

　そんなことはないとかぶりを振ったが、グラディスはすぐに立ち上がって彼のもとへ駆け寄った。

「エルレーシュ！」

「かくれんぼも鬼ごっこも終わったか？」

　悠然とした口ぶりで話しかけられ、首を横に振る。

「避けるような真似をしてすまない」

「俺が許すと思っているのか？」

　目をぱちくりさせた。ここは「気にするな」とか「俺も悪かった」と言うと思っていたからだ。グラディスの想像とは違う言葉が返ってきて困惑する。

「どうすれば許してもらえるんだ……？　いや、というかあれはあなたにも非があるぞ」

「俺に非などあるものか」

　あまりに堂々と言われて、そうだったかもしれないと思ってしまった。

「……いや。いやいやいや。どう考えてもあなたにも非があった！」

「逃げ回ったのは君だ。俺は逃げられるようなことはしていない」

「顔を合わせづらいとか思わないのか!?」

「思わないな」

「そうか……思わないか……」

　がくりと肩を落とした。

　グラディスは、男と恋愛をしようと思ったことがなかった。政略結婚になるだろうし、役目は果たさねばならないのかもしれないが、グラディスも、結婚をするだろう相手も、互いをそんな対象として見られないと思っていたのだ。

　だから、エルレーシュにキスをされて、そのあとどうしていいかわからなかった。自分が、彼にとって女であることを突きつけられたようで怖かったのだ。

「私は顔を合わせづらかった。どうしていいかわからなかったんだ」

「逃げる理由にはならない。俺に詰め寄ってくればよかったんだ」

「あなたの前に立つと、またなにかされると思うじゃないか」

　エルレーシュに力で敵わないことは証明されている。もしも力任せに押さえつけられたら、グラディスが逃げられるはずがないのだ。

「なにかをしに来たんじゃないのか？」

　試すように言われ、顔がカッと熱くなった。

「それは……！　そうだが……」

「どうしていいかわからないのなら、俺に抱いてくれと言えばいい」

「な、なぜ私があなたに……！」

「王国を救いたいんじゃないのか、グラディス」

　目を見開いた。

　そう。そうだった。自分の目的はそれだとわかっていたはずなのに、なぜ逃げるなどという愚かなことをしていたのか。

　しかし……。

「い、言える気がしない……」

「だろうな」

　うなだれるグラディスに、エルレーシュがふっと笑う。

「今夜、部屋に来い。それを意思表示と見なしてやる」

「うーん……うー……ん……それはそれでどうなんだ……？」

　腕を組んで悩むグラディスの腰に、エルレーシュが腕を回す。慌てて振りほどこうとしたが、逞しい腕には逆らえず引き寄せられた。

「君に拒否権はないんだよ」

　吐息が触れそうなほど近くに顔を寄せられる。高い体温に抱きすくめられると、この腕に縋ってもいいだろうかと考えてしまう。

　エルレーシュならば、グラディスがおとなしく、女らしく尽くせばある程度の要求をのんでくれる気がする。

　ただ、グラディスにそんなしおらしさがないのだ。

「部屋へ行くだけの体力が残っていたら、お邪魔しよう。なにせ……四時間走れと言われたからな」

「そうだったな。這ってでも来い」

「容赦がないな、あなたは！」

　ぺしっと胸を叩くと、身体を押さえていた腕が解かれた。

　そして、エルレーシュがその場を去っていく。

　爽やかな香りを残した風がグラディスの頬を撫で、空を見上げると赤い花びらがふわりと舞っていた。






「聞いていいですかね、グラディス様」

　夕方、部屋へやってきたフォルツが、ソファでうつ伏せに伸びるグラディスを見下ろしながら言った。

「なんだ……」

「なんで一人で走ってたんですか？」

　顔だけを上げてじっとりとした目でフォルツを見る。

「リフと勝負をして、基礎が足りないからと全員でのランニングに参加したあと、追加で二時間、一人で走っていた」

　ぐでんと伸びるグラディスに、フォルツが笑っているのが見なくてもわかった。

「ご無事の生還を果たされてなによりです」

「無事じゃない。もう、それは盛大に吐いたし、水を飲めと言われて渡されても飲み込めなくて服はずぶ濡れだし、腹が減っても食事を口にしようとは思わなかった……！」

　借りた訓練着は見るも無惨なありさまだった。汚れた服は洗濯をしてもらい、新しい訓練着を借りて帰ってきたが、この訓練着がグラディスにはまるで似合っていない。できるなら、もっと格好よくありたい。

「それよりお前、普段はどこにいるんだ？」

「相変わらずリフ殿のところですよ。いろいろと教わっています」

「私も教わりたいことは山のようにあるが、相手にされないだろうしな」

　エルレーシュに連れられて、早朝会議に参加させてもらったことがある。話の半分もわからず、あれこれ質問をしていると、参加していた文官に鼻で笑われた。「なにもおわかりないのなら参加を控えるか、黙って聞いていてくださればよいのです」と言われて参加しづらくなってしまったのだ。エルレーシュもそれ以来誘わなくなった。

「訓練も、そのうち追い出されるかもしれないな」

「そうなったら、僕と走り込みをするか、僕もリフ殿に訓練をつけていただいているので、一緒にやるのはどうでしょうか」

「……お前、リフと勝負になるのか？」

　帝国最強と謳われる男と、自分の従者が対等なのかと思って驚いた。しかし、フォルツは首を横に振る。

「まさか。僕じゃリフ殿の力の半分も引き出せませんよ。でも、嫌がられないですね」

「お前は見込みがあるんだろうなぁ……」

　じたばたと手足をばたつかせ、自分の無力さや不甲斐なさを恨めしく思う。

「なあ、フォルツ。私を恨んでいるか？」

「なぜですか？」

「私が、男の従者がほしいとわがままを言った。父は私の願いを叶えようと、歳の近いお前をつけてくれたのだろう。本当ならば侍女をつけるべきなのに。お前は……嫌だったんじゃないかと思ったんだ」

「そんなことを気にするなんて、グラディス様らしくないですね」

　腕を枕がわりにして顎を乗せ、そばに立つフォルツを見上げる。

「お前は、私の従者などしていなければきっと、違う未来があったと思うんだ。お前は才能があるし、器用になんでもこなす。もっと出世できただろうに、と……」

「フィール王国の後継者として僕たちが認めているグラディス様から、信頼を得られることほど名誉なことはないと思うんですけどね」

「世辞はよせ。いまは軽口も応じられん」

　帝国へ来てから、フォルツはすぐにリフに重用されるようになった。そばで学んでいることは間違いないだろうし、王国の動向にも気を配らなければならないため、やむを得ないことではあるが、王国の情報がグラディスには入ってこない。話しても無駄だと思われているのだろう。

　王国でも似たようなものだったからかまわないのだが、これがグラディスとフォルツの差なのだと突きつけられてつらかった。

　フォルツはよくできた男だと思う。そんな男の未来を奪ってしまったのではないかと考えるたび、胸が苦しくなる。

「私が女でさえなければなぁ……」

　そうしたなら、フォルツはもっと世界を広く見られたのではないだろうか。

「……グラディス様。エルレーシュ殿下との関係は進んでますか？」

「いや……今日も部屋へ来いと言われたが、体力が残っていたら行くと返事をした。私の体力は尽きてしまったので行かない」

　口をへの字に曲げると、フォルツが膝をついて目を合わせてくる。

「行かない、じゃないんです。行くんですよ。殿下が来ていいとおっしゃってるんです。時間を空けて待ってくださってるんですよ。行って、押し倒して、やることやって帰りましょう！」

「お前、言い方をもうちょっとどうにかしろ！」

「グラディス様にだけは言われたくないですよ！」

　フォルツの言いたいことはわかるし、グラディスもエルレーシュと会わねばならないと思っているが、今日は身体が動く気がしない。

「無理だ。動きたくない」

「……じゃあグラディス様。僕とも勝負をしましょう」

「お前と？」

「はい。エルレーシュ殿下が来いとおっしゃっているということは、待っていらっしゃるということです。でもグラディス様が来られないので、迎えに来る可能性は否めません。そこで、です」

　むくりと身体を起こし、フォルツのいたずらっぽい顔を覗き込む。

「部屋を出て、殿下の部屋まで向かいます。その道中で最初に殿下と会ったら僕の勝ち。明日は殿下とデートする約束を取りつけてください。絶対ですよ」

「う……」

「う、じゃないんです」

　膝を抱えて、全身で嫌だと発するグラディスの姿にフォルツが苦笑いを浮かべる。それでも撤回をしないのは、エルレーシュとの関係をもっと進めていかなければならないからだ。

「……わかった。私はどうすれば勝てる？」

「部屋へ到着するまでに殿下と会うことがなければ、メイドを食事に誘っていいですよ」

「いいのか!?」

　がばっと乗り出してくるグラディスの頭をフォルツが必死で押さえた。

「あくまでも、食事に誘うだけです。ベッドに連れ込もうとしないでくださいね」

「もちろんだ。いきなり大胆に誘って嫌われても困るかなら。時間をかけて睦み合うんだ」

「その気概をエルレーシュ殿下に発揮してください」

「では早速行こう。フォルツ、服を貸してくれ」

「ドレスを着ればいいじゃないですか」

「だめだ。愛らしい女性にはかっこいいと思われたい」

　渋りながらもフォルツがシャツとトラウザーズを貸してくれた。フォルツばかり新しい服を新調できて羨ましい。グラディスには毎日のようにドレスが届けられるが、どれも着ないものばかりだ。

　似合うはずもないのに、だれが届けてくるんだか、とぼやいたら、エルレーシュの指示でメイドたちが持ってきているらしかった。

　着るべきかと思ったが、やはりドレスは動きにくいし似合わないと思う。

　服を着替えるために訓練着を脱ごうとすると、フォルツに肩を掴まれ、ぐるんと方向転換をされたあと、ドレスルームへと押し込まれた。

　フォルツだけはグラディスの気持ちをわかってくれていると思うが、こういうところではやはり女として扱われる。男と同じにはなれないと言われているようで、歯がゆかった。どうすれば、皆と対等になれるのだろうか。

　手早く着替えたあと、長いシャツの袖を少しまくり上げ、ネクタイを結ぶ。そうしてドレスルームを出て、フォルツににたりと笑って見せた。

「では行くぞ、フォルツ」

「グラディス様って、女性のためならなんでもしますよね」

「当然だ。頼りがいのあるやつだと思われたいからな」

「それをエルレーシュ殿下に向けていただけるといいんですが」

「エルレーシュは一人でなんでもできるだろう。私がいたらかえって邪魔になると思うぞ」

　だから彼には不要だと言うと、フォルツが肩をすくめていた。

　軽い足取りで部屋の扉を開ける。一歩、外へと踏み出して視界に人影が映った。どんっと肩がぶつかってグラディスが尻餅をつく。

　フォルツがすぐにグラディスを立ち上がらせようとしたが、グラディスはまばたきも、呼吸もできなかった。

　目の前には、鮮やかな金色の髪をした男がいた。

　一瞬エルレーシュだと思って抗議しかけたグラディスの声は、すぐに言葉を発してはいけないと危険を察知して喉の奥へ消えていった。

　恵まれた体躯は、豪奢に着飾られた衣服の上からでも逞しいのだろうとわかる。冷えた空気を纏う人で、グラディスを威圧するように、蔑むように見下ろしている。

　じっと値踏みする視線を向けられたあと、その人は口を開いた。

「みっともない格好をさらすな」

　どん、と腹に響くような、獣の咆哮のような声だった。

　指先がかたかたと震えるのがわかる。いつもは威勢よく反論するグラディスも、このときばかりは一音も発せなかった。

　この人物の逆鱗に触れたら命はない。即座にそう感じるほどの恐怖がグラディスに襲いかかった。

　身じろぐこともできずにいるグラディスに興味などつゆほども持たず、その人は歩みを進めて部屋の前を通り過ぎた。複数の衛兵を連れているのを確認できたが、その衛兵たちも小さく縮こまっているように見えた。

　緊張に張り詰めた空気が、ややしてほどける。フォルツがグラディスの腕を掴んで立ち上がらせ、そこでようやく深呼吸ができた。

「いまの御仁……エルレーシュにそっくりだったな……」

「皇帝陛下です」

　つまり、エルレーシュの父親だ。それならば似ていることにも頷ける。

「……ご挨拶すらできなかった……」

「皇帝陛下の前で、下手に言葉を発しないほうがいいと言われています。あの方の逆鱗はどこにあるかわかりませんし、触れないほうがいいと思いますよ」

　そうかもしれないが、異国の人間が挨拶もなく滞在されては不快だろう。一言くらいなにか言えればよかったが、身体が竦んで動けなかった。情けない話だ。

　はぁ、と息を吐く。と、また空気が変わって何事かと目を向けた。

「グラディス」

「……ああ、エルレーシュか」

　いつものようにリフを従え、エルレーシュがやってくる。

「皇帝が通ったのか。わかりやすいな、あの男は」

「そうなのか……？　私はぶつかってしまって不興を買ったようだからよくわからなかったんだが……」

「皇帝が通ると、その場にいる全員が緊張するからな」

　エルレーシュも次期皇帝で、皆が緊張していることをグラディスは知っている。しかし、先ほど会った皇帝は、エルレーシュの比較にならないほど人を恐れさせた。

「……あなたもいつか皇帝になったら、あのような空気を纏うのだろうか」

「さあな」

　自嘲気味に笑うエルレーシュの横顔を見て、なにかを間違えた気がした。

　言い繕うべきだろうかと考えて、ここでまた間違えたら、かえってエルレーシュを怒らせる気がする。だから黙っていると、エルレーシュが顔を覗き込んできた。

「なにか言われたか？」

「え……いや、特には」

　みっともない格好だとは言われたが、それはいまさらだ。だれかに好ましく映っているとは思わない。

「それならいい。それより、君がなかなか部屋に来ないから迎えに来た」

「体力があれば伺うと言ったはずだ！」

「会わなくてもいいと言った覚えはない。来い」

　がしっと腕を掴まれ、フォルツを振り返った。

「お、おい、フォルツ！　いまのはどうなるんだ!?」

　部屋を出て一歩目で遭遇したのは皇帝だったので、無効だろうかと思ったが、フォルツが声を張った。

「最初のはノーカウントです。その次に会ったのが殿下ですんで！」

　殿下ですんで、ではない。これではデートを申し込まねばならなくなる。

　この期に及んで躊躇している間にもエルレーシュの部屋へと引きずられている。腰を引いて逃げる素振りを見せたところで、力の差に負けて足が前に進んでしまう。

　どうしよう、と後ろを振り返ったとき、エルレーシュに身体を押された。壁に身体を押しつけられ、顔の両側に手をつかれて逃げ場がなくなる。

「こ、これはどういうつもりだ、エルレーシュ」

　エルレーシュが、返事をするよりも先に、ついて歩いてきていたリフを追い払うような素振りで追い返す。

「おい、リフ。待て、二人きりにするな」

「俺の側近のほうが、君は好みなのか？」

　ぐいと顎を掴まれ、むりやり目を合わせられた。赤い瞳が不穏に揺れている。これは、とても機嫌が悪そうだ。

「……怒っているのか……？」

「機嫌がいいように見えるなら、君は人の心の機微をもう少し読む努力をするべきだな」

「すまない。理由がわからない」

「五日も逃げられて、俺が時間を作ってやっても会いに来ない。部屋へ連れて行こうとすれば拒み、挙げ句にはリフを引き留めた」

「それは……機嫌が悪くなるのは当然かもしれないが、相手は私だ。そこまで怒ることでは……」

「違うな、グラディス」

　身体がさらに近づけられ、壁に押しつけるように密着させられる。

　グラディスの身体が緊張して動けなくなった。エルレーシュと目を合わせていると、その赤い瞳に吸い込まれてしまいそうだ。

「君は俺に精一杯媚びて機嫌を取る必要がある。俺の不興を買えば即座に国へ送り返すし、俺を怒らせたらフィール王国へ侵攻することも考えておくべきだ」

「……っ、しかし……一国をあなたの独断で侵攻することなど……」

「俺の権限で動かせる兵は約八万。側近のリフはかならず俺と共に戦場へ出る。皇帝は、俺が他国を取ることを咎めるような男じゃない。君の祖国など、すぐに消えるぞ」

　冷や汗がつっと背筋を伝う。

　なにを悠長なことを考えていたのだろうか。嫌だと言えた立場ではなかった。わかっていたはずなのに、逃げる理由ばかりを並べていた。

「君に拒否権がないということはわかったか？」

「……わかった。生意気な態度を取って申し訳ない、エルレーシュ」

　きつく拳を握った。決して、対岸の火事のように見ていたわけではない。あの日のクーデターを忘れたわけではない。皆の身を案じているのも本当だ。だが、情報が入ってこないから無事なのだと思っている。グラディスのもとへ情報が下りてこないことなど当たり前のことだから、聞くことを諦めるようになった。

　この国では、どんなに無様でも情報を得る努力をしなければならないのに。

「……私は、皆を見捨てたつもりなどなかった……」

「俺はそんな話をしているわけじゃない」

「だが……あなたの言葉で私は、いかに自分が身の程知らずかを思い知った。あなたを拒めるはずもなかったのに、旅行客気分だったのかもしれない」

　握った拳を、エルレーシュがそっと解いていく。グラディスの手に触れる彼の手は、優しさを感じるような温かさが滲んでいた。

「フィール王国のことは、従者から聞いているのか？」

「いや、なにも情報はない。私に言っても無駄だから当然のことだ」

「無駄かどうかは知らないが、主人に報告する義務が従者にはあるぞ」

「話されても、フォルツのいいようにしろとしか言えない。私は、なにも知らないから……」

　エルレーシュから目を逸らすと、まるで視線を外すことを許さないと言わんばかりに顔を掴まれる。

「先ほどの、君の従者の言葉だが」

「うん……？」

「なにか賭けをしていたんだろう。俺をダシに使っていたようだからな。内容くらい聞かせろ」

「あー……あれは、フォルツがあなたの部屋を訪ねろと言ったんだ。道中で最初にあなたに会えばフォルツの勝ち。会わなければ私の勝ちで、メイドを食事に誘っていいという内容だった」

　素直に白状すると、エルレーシュが楽しげに笑った。

「それで皇帝に真っ先に会い、次が俺だった、か。つまり従者の勝ちか」

「そうだ」

「なにを賭けた？」

「……あなたを、デートに誘えと言われたんだが……困っている」

「応じてやるぞ」

　高圧的な物言いに、グラディスが唇を尖らせる。つんとそっぽを向くと、エルレーシュが顔を寄せて耳元にキスをした。

「お、おい、やめろ……！」

「君が一言、俺と出かけたいと言えばいい。従者との勝負に負けておいて、約束を果たさないつもりか？」

「耳元で喋るな！」

　頭がくらくらしそうだ。

　低く響くエルレーシュの声は、鼓膜をむりやり震わせて意識を奪っていくような音をしている。こんなふうにずっと耳元で話しかけられたら、きっとグラディスは醜態をさらしてしまうだろう。

「グラディス」

　甘い声で囁きながら、指を絡めて手を繋がれる。ぞわぞわとしたものが背筋を這い上がってきて、エルレーシュの身体を懸命に押し返す。

「だっ、だいたい、あなたがこうして迫っているところをだれかに見られるのはまずくないのか!?　威厳とか、ほら、いろいろあるだろう！」

「特に困らないし、リフが立ち去った時点で人払い済みだ」

　言われて周囲を見ると、本当にだれも通っていなくて驚いた。

「……有能というか、ここまできたらもう怖いぞ……」

「俺が口説いてるのに話を逸らすな。それとも、俺の機嫌を損ねたいか？」

　きゅっと腹が冷えて縮こまった気がした。

「そうだった……申し訳ない。いつもこんな調子だったからうまくできないんだ。少し心の準備をするから待ってくれ」

　すーはーと深呼吸をして、ドクドクと内側から煩わしく叩いてくる心臓を宥めてみようとした。どうにかなるはずもなく、意識するほど鼓動が速くなっただけだった。

　焦るグラディスを、エルレーシュは楽しげに見下ろす。ときおり手や頬に触れて、びくっと肩を跳ねるグラディスの反応がきっと面白いのだろう。

　ここまできて、あれこれ言い訳をつけるのも、及び腰でいることも男気が足りない。そう思ってエルレーシュをじっと見据えた。

　彼が一瞬驚いたような素振りを見せ、そのあとに挑むような顔に変わった。

「なんだ？」

「エルレーシュ。あなたの時間を私にくれないだろうか」

「どれくらい？」

　聞かれて思考が止まった。どれくらい？

「え、えぇっと……デートってどれくらいするものなんだ？　一時間？　二時間……？」

　ぶつぶつと一人で呟いたあと、腹を決める。

「一日だ。一日、私とどこかへ出かけてほしい」

「いいだろう。明日、時間を作っておく」

「あ、明日!?　そんな急に時間が作れるのか？　あなたはいつも忙しいと思っていたが……」

「言っただろ。俺は別に忙しくない。仕事は周りに投げてしまえばいい。君の相手は俺にしかできないからな」

　この物言いがちくちくと癪に障るのだが、道理であるのかもしれない。

「私のような跳ねっ返りなど、面倒くさくて相手にしたがらないのは当然だな。あなたは、思っているより寛容なのかもしれないと、最近よく思うぞ」

　腰に手を当てて胸を張ると、エルレーシュが顔を伏せて肩を揺らしていた。

「それに、帝国の次期皇帝だというからもっと冷たい人かと思っていたが、よく笑っている。普段のあなたは話しかけにくいが、そうしている姿はいいと思う」

「そうか……」

「……もしやエルレーシュは女性にモテるか？」

「困ったことはない」

「ということは、あなたと行動を共にすれば、私も女性を口説き放題……」

　悪くない、と思い至ったが、エルレーシュが突然抱きついてきてあたふたしてしまった。

「……明日、楽しみにしている」

「あ、ああ……デートなどしたことがないからうまくできないと思うが、よろしく頼む」

　ぎゅっと抱きしめられたあと、エルレーシュの身体が離れていく。

　近づかれるとあんなに押し返したいと思っていたのに、温度が遠くなると引き留めたくなってしまう。手を伸ばし、彼の服を掴もうとしてやめた。

　グラディスが恋しいと感じたところで、エルレーシュもきっと困るだろう。

「では、私は部屋へ戻らせていただく。また明日、エルレーシュ」

「……ああ。おやすみ、グラディス」

　言葉だけを交わして、互いに背を向ける。

　部屋へ戻る途中で、グラディスは身体に残るぬくもりの残滓に心が震えた。エルレーシュの体温は、グラディスをひどくかき乱していく。






　ごろんとベッドの上で寝返りを打ったグラディスは、深く沈むベッドに目を覚ました。

　片側がぐっと沈んでいる。フォルツが覗き込んだのかと思って、ぼんやりとする意識のままその身体を押し返した。

「まだ寝る……」

　シルクの寝具にぐるぐると巻きついて寝返りを再び打つと、身体に重さがかかった。

「寝られると困るんだ。起きろ、グラディス」

　低く響く声にはっと目を覚ます。そしてその人の姿を認めた。

「エルレーシュ……！」

　がばっと身を起こし、一人であたふたする。

　リネンを引き寄せて首まで引き上げたのは、今日に限って服を着ていないからだ。

「寝るときは服を着ないのか？」

「違う。今日はたまたまだ。フォルツに洗濯をするから服を返せと迫られて、仕方なく……」

「君が着ている服はあの従者の借り物だったか。こちらで用意した服をなぜ着ない？」

「ドレスばかりなんだ。私はああいうものは苦手で……エルレーシュの指示で持ってきていると聞いたが、もう少しどうにかしてもらえないだろうか」

　そこでエルレーシュが首をひねった。

「……そうか。使用人をきつく注意するよう言っておく」

「いや、きつくなくていいんだ。着たくない私が悪い。それに、女性が叱られてしまうのは申し訳ない」

「そうじゃない。俺は、グラディスに服を届けてやれとしか言っていない。それでドレスを持ってきているのなら、手配した使用人が悪い」

　グラディスが目をしばたたかせ、よくわからなくて額を押さえた。

「なぜだ？　彼女たちはちゃんと仕事をこなしているじゃないか。悪いことなどないだろう」

「君が従者の服を着ていたことは知っているはずだ。知らなかったとして、意向を聞くのも手配する人間の仕事だ。それを怠った」

「いや、そうじゃないだろう。私が男のような格好をしていることがそもそもの問題で、普通、王族の娘が来ているならドレスを持ってくるんじゃないのか？」

　エルレーシュがベッドの縁で足を組み替える。上背があるから、ということもあるが、エルレーシュの足は驚くほど長い。羨んで見ていると、エルレーシュが首を横に振った。

「俺は、そういった考え方が嫌いだ。それとも君は、本当に男になれさえすれば、ほしいものが手に入ると思っているのか？」

　頭を後ろから殴られたような衝撃に、グラディスがうずくまる。

　エルレーシュは、グラディスが女だというだけでドレスを持ってきた使用人を諫めると言った。それは、だれよりもグラディスを一個人として扱ってくれている言葉に他ならない。エルレーシュが届けさせたのは『グラディスの服』であって、女の服ではないのだ。そして、グラディスもまた性別というものにひどく固執している。

「だが……私の国では、男ならば問題なく王位を継げるんだ……」

「継ぐだけならな」

　目を見開いた。そして、思わずエルレーシュの腕を掴んでいた。

「どういう……意味だ……」

「そのままだ。仮に君が男で、王位を難なく継げたとして、今回のフィール王国の動向を見てみれば、君が無能ならば即刻反乱が起きただろう。君が女だから王位を継がせるわけにはいかない、なんてただの方便だ。君が王子だったとしても、反王権を掲げる奴らは、君が不適格だと言って武器を向けてくる。いずれにしても、結果は変わらなかったかもしれない、という話だ」

　グラディスは、そんな考え方をしたことがなかった。触れたこともなかった。

「だれも……そんなことを教えてくれなかった……」

「あの従者にも思うところはあるだろう。君を守ることが最大の使命である以上、言えることも、言えないこともある」

「あなたもそうなのか？　あなたでさえ、リフから教えられないことがあるのか？」

　エルレーシュが天井を仰ぎ見る。そして自嘲気味に笑った。

「あるだろうな。だが、知る努力をすればいい。話せると思えば、相手はかならず手の内を見せてくる」

「知る努力……か」

「それよりグラディス、出かけるぞ」

　わかった、とベッドを下りようとして服を着ていないことを思い出した。

「いや、エルレーシュ。私は服がないと言った気がするんだが」

「そのままでいいだろう」

「いいわけがあるか！　素っ裸で歩くなんて真似は、あなたでもしないだろう！」

「だれも素っ裸で歩けとは言っていない。そうやってリネンを巻きつけていけばいい」

　ぐぅ、と呻いたグラディスは、渋々リネンを身体に巻いてベッドを下りた。

「この格好で出歩いて、笑われるのはあなただと思うが」

「外を歩かせるわけがないだろう」

　エルレーシュが上着を脱ぎ、グラディスの肩からかけてくれる。肩幅も袖も、着丈もすべてが大きい。それでも、とても心地いいと思った。

　エルレーシュの体温が残っている。柑橘の匂いがする。ほっと、安堵できる。

　襟元に顔を埋めていると、エルレーシュの腕に腰を引き寄せられた。

「エルレーシュ……？」

「男の上着を着て、そんな顔をするな」

　なにを言われたのかわからず、グラディスが首をかしげる。理解できていないことなど、エルレーシュにはわかっているだろうに、かまう様子もなく顔が近づけられて唇が重なった。

「っん……」

　無意識にエルレーシュの胸を押し返したが、グラディスの力では抵抗らしい抵抗にもならない。

　頭をがっちりと押さえられ、逃げ場がなくなるとわずかな抵抗すら無駄に思えてふと力を抜いた。きつく抱きしめられるまま、エルレーシュに身を委ねると唇の隙間から舌が差し込まれる。さすがに驚いて身じろいだが、深く、深く入り込んでくる熱に頭がふわふわしはじめた。

　どうせ勝てはしないのだ。このまま身を任せていればいいと、そっと目を閉じてエルレーシュの背に腕を回した。

　啄むようなキスを繰り返し、ときに深く弄ばれながら、長いキスを終えるとエルレーシュがそっと唇を離した。

「もっと抵抗するかと思っていた」

「あなたには勝てないと思い知ったからな」

　エルレーシュの身体を押しのけて離れようとすると、きゅっと手を握られる。指先を掬って持ち上げると、爪の先にキスを落とされた。

　どこまでも自然で、どこまでも優雅で、末端まで美しい。

　グラディスが憧れる男が、そのまま目の前に現れたような気持ちになった。

「……あなたは、本当に美しいな」

「前にも言われたな。それも男の所作として嗜んだ口説き文句か？」

「男を褒めたことなどない。あなたほどの人を、私は見たことがなかったから」

「……行こうか、グラディス」

　手を引かれ、はっとした。

「待ってくれ。靴もないんだ」

「いらないだろう」

「いや、絶対に必要だ。それだけは――」

　グラディスが言い終えるより早く、エルレーシュがグラディスを抱き上げた。

「……これは、いわゆるお姫様抱っこ、というやつか。あなたはこういう抱き方ばかりをするな」

「不満なら担いでもいいぞ」

　それもどうなのかと顔を歪ませると、エルレーシュが顔を背けて笑っていた。

　齢、三十。笑うと年齢のわりに幼く見える人だ。それに、雰囲気が柔らかくなる。

「ずっとそうして笑っていればいいのに」

「宮廷で俺が笑うなど、そうあってたまるか」

　すうっと冷えるエルレーシュの目を見て、彼にもきっとなにか事情があるのだろうと思った。それがなにかを知ることは、グラディスには決してできない。それでも、思いもよらないほど重たいものを抱えている気がして、エルレーシュの首筋に腕を回した。

「ずいぶん懐いたな」

「懐いていない。女性の気持ちを知ろうと思ったんだ。私も愛らしい女性をこうして抱き上げてみたいからな」

「俺は、女を抱き上げたいとは思わないけどな」

「ならば下ろせ。いますぐ下ろせ」

　真顔で言ったが、エルレーシュが歩き出すので話を聞く気がないことだけはわかった。

　ベッドのそばまで近づくと、エルレーシュがローテーブルを探る。カチッと音がしたかと思うと、壁が重たい音を立てて横へ移動する。

「これは……隠し扉か」

「どこの宮廷にもあると思うがな」

　言われて考えた。グラディスの部屋にはこんな仕掛けはなかったはずだ。父の部屋はどうかわからない。

「私の部屋にはなかった気がする」

「あるはずだ。王の実子だぞ。不測の事態があったときにどうやって逃がすんだ」

「しかし……王国でクーデターが起きた夜、私は窓から抜け出したんだ。隠し通路があればそれを使ったはずだろう？」

　エルレーシュが、開いた隠し通路へ入っていく。通路側から扉を閉め、薄暗い通路を進みながら「それは」と話を続ける。

「使えなかったんだろうな」

「……なぜだ？　使っていれば、三階から決死の覚悟で飛び降りなくてもよかったはずだ」

「おそらく、君たちの敵方もその通路の存在を知っていたはずだ。俺なら、即座にその通路を押さえさせる。特に、諍いの種になっているのは君の存在だ。暴動を起こして、その隙に葬ることができれば面倒ごとはなくなる」

「……そういうことか……」

　フォルツはあの日、隠し通路を使いたくても使えなかったのだ。おそらく、バルドー侯爵らによって押さえられていた。

　三階からグラディスを飛び降りさせるような、危険な真似をする以外に逃げる手段がなかった。

「……エルレーシュ。あなたは知っているのだろうか。フィール王国はいま、どうなっている？　皆は無事なのだろうか……」

　フォルツはその辺りの話をなにもしてくれない。グラディスも、フォルツがなにも言わないのだからと思って聞いてこなかった。

　仮に聞いても、曖昧にごまかすような気がした。信じていないわけではないが、フォルツはグラディスにとって不都合なことであれば、自分の内側だけで留めておく傾向がある。

「なぜ俺に聞く？」

　カツカツと靴音が響く。湿気がまとわりついていささか不快だが、エルレーシュの腕に抱かれて揺られているのは存外、悪くなかった。

　彼の胸元に顔をすり寄せ、呟いた。

「あなたは、なにごとも嘘も忌憚もなく話してくれる気がする。包み隠さず話してくれると思ったんだ」

「聞きたいなら教えてやってもいい」

「知りたい。王国はいま、どうなっている？」

　エルレーシュの服をきつく握り締めて詰め寄ると、一度視線を合わされた。

「その前にひとつだけ。あの従者には君を守る使命がある。言えること、言えないことがあって、君の身を最優先にするからこそ伝えなかったと、俺は判断している」

「……ああ。先ほどもそんなことを言っていたな」

「それだけは理解をしてやれ」

　グラディスが深く頷いたのを確認すると、エルレーシュが続けた。

「フィール王国は、強硬派によって制圧された」

「っ……！」

　掴んでいたエルレーシュの服をさらにきつく握り締める。

「そのときに、穏健派のほぼ全員が捕らえられている」

「なん……だと……」

　父である国王はすでに捕らえられているという情報は、最初に聞いていた。だが、それ以外の者も拘束されてしまった。実質、穏健派の敗北だ。

「皆は無事なのか……？」

「レディン男爵だけは逃げおおせたと聞いている。交渉役として逃がす以外の道がなかったようだ。他はわからないが、国王の処刑はされていないはずだ。俺たちからすれば、どう転んでもかまわないが、縁談を考えていたのだから、穏健派に多少は協力する。帝国から兵を派遣して国境近くに待機させているから、向こうも迂闊な真似はできないだろう。とはいえ、いまの君にできることは静観しておくことだけだ。国へ帰れば穏健派の人間が皆、殺されると思っていい」

　きっと、エルレーシュはグラディスの帰国を止めるように動いていたのだろう。どのタイミングでそう考えていたかはわからない。ただ、グラディスの知らないところで物事が動き、不穏な事態を招いていて、フォルツはそれを告げなかった。

　ぎりぎりと拳を握り締める。すぐにでも飛び出したい衝動が身体を突き動かしそうだ。

　エルレーシュは、決して力を込めなかった。それが、エルレーシュの答えなのだ。

　グラディスが飛び出すなら止めない。事情を理解して留まるなら受け止めてくれる。そして、彼は最初に釘を刺した。理解してやれと、そう言った。

「……私が未熟で愚かだから、フォルツはなにも言えなかったのだろうな……」

　怒りに声が震える。

　話してくれなかったことへの怒りではない。自分の愚かさが悔しく、腹立たしい。

「そうだろうな」

　否定もしない男を見上げて、下手くそに笑った。

「……もっと、主人らしく振る舞えていたらなぁ……」

　そうすれば、フォルツはもっとグラディスを頼ってくれたのではないだろうか。悩みを打ち明け、相談をしてくれたのではないだろうか。

「主人らしく振る舞うなんて難しいことはしなくていい。君は君らしくあればいい。そんな君に、あの従者はついてきているんだろ」

「フォルツは、私がわがままを言って従者になったんだ。あいつの意思ではないと思う」

「それは、君があの男を従者にと望んだのか？」

　赤い目に見下ろされて首を横に振った。

「違う。侍女ではなく従者をつけてほしいと無理を通したんだ。そうしたら、フォルツが従者になってくれた」

「だったら、それはあの男の意思なんじゃないのか？　断ることもできた内容だからな」

　目を見開く。するとぽたぽたと目から滴が零れ、慌てて目元を拭った。

「……フォルツが、誇らしいと思ってくれるような主人にはなりたいなぁ……」

「それについては俺も同じように思っている」

　そのためにどうすればいいのか、答えはすぐに出るはずなどなかった。

　エルレーシュの胸に身体を寄せ、抱き留めてくれる力強さにほっと安堵する。彼はきっと、グラディスがどんな無様な姿をさらしても手を差し伸べてくれるような、そんな予感がした。

「あなたから話を聞けてよかったよ、エルレーシュ」

「そうか」

　短い返答は、通路の先から差し込んでくる光に攫われるように、すぐに消えてしまう。

　通路の階段を上ったエルレーシュは、リネンに包まれたグラディスを馬車へと乗せ、どこへ行くとも告げずに宮廷をあとにする。






　かたかたと揺れる馬車の車窓から見える景色は、フィール王国では見かけたことがないようなものばかりだった。

　どっしりとした建物。無機質な街並み。滑らかな街道。どれも、シェルクレス帝国の技術が詰め込まれている。

　戦争国家であるため、帝都には巨大な工場や鋳造施設などが多くあるのかと思っていたのだが、驚いたことに市場や芸術品の工房がずらりと建ち並んでいた。

　帝国では、黒煙を噴き上げる場所もあるのだが、それらは帝都からずっと遠くにあるのだという。

「帝都はすごいな……」

　すぐ隣にある国だが、グラディスはこんな景色が広がっていることを知らなかった。

　思わず窓に張りついて外を眺めていると、技術を詰め込んだ街並みの中に、異質な建造物があった。

　黒い木造の建物で、古い時代に建てられた巨大な屋敷のようだ。

「エルレーシュ。あの大きな建物はなんだ？」

　貴族の屋敷だろうかと見当をつけてはみたが、エルレーシュの口からは違う言葉が零れた。

「あそこは国立図書館だ」

「国立ということは、国が運営しているのか」

　貴重な古書や歴史書を管理しておくための場所かもしれない。シェルクレス帝国は移り変わりが激しいらしいので、いろいろと書き留めておくことも多いだろう。

「世界中から本を集めて、一カ所で管理している」

「ほう。貴族御用達だな」

「帝国には貴族制度というものがない。実力至上主義のこの国では、身分など価値のないものだ。宮廷へ出仕し、実力を示せば立場が与えられる。それこそが能力の証明になる」

　そういえば、帝国の宮廷内では爵位で呼び合う者を見かけない。エルレーシュは別格としても、リフは爵位くらい持っていそうだ。それでも、呼ばれるのは『団長』だけ。

　だが、その肩書きこそがこの国での力そのものなのだ。

「では、あの図書館は偉い人間専用か」

「入館証さえあればだれにでも貸す」

　まばたきを三度して考えた。

「その入館証の発行手数料が高いのか」

「金は取っていない」

　今度はまばたきを忘れてしまった。エルレーシュの顔をじっと見ると、肩をすくめられた。

「だれでも借りられる……？」

「そう言っている」

「しかし……それでは……」

　本というものは、とても高価なものだ。原材料がそもそも高いし、製本の手間や技術にも金がかかる。美しい装丁を施せば当然金額は跳ね上がるし、フィール王国では手書きで書き写して作られていたので、その技術が必要になる。無論、費用もかかる。

　そのため、本は金持ちが嗜むものだった。本を読むためには識字するだけの学と、本を買えるだけの財力が必要だ。そして、フィール王国では男にしか本は与えられなかった。王宮へ出仕するのは男だけだったからだ。

　男以外に学は必要ない。それゆえ、グラディスも本はほとんど読んだことがなかった。

　ときどきフォルツが貸してくれたが、それも恋の話や冒険譚といった物語だった。

　そして、本は高値で売れるのだ。貧しい民たちが古書店に押し入って本を盗んだという事件も起こっている。

　紙は高価なもので、どれほど無残に引き裂かれていても当面の生活費が工面できるくらいの金額にはなるのだ。

　だから、エルレーシュの言葉にグラディスは驚きを隠せなかった。

「人は得る知識を選べばいい。だが、知識を与えようとするものは人を選んではならない。だから、あそこへ来られさえすれば好きなだけ本を読んで、持ち帰って学べばいい」

「学べばいいって……豊かな国は平然とそんなことをやってのけるんだな」

　言葉がほとんど出てこない。そんな価値観に、グラディスははじめて出会った。きっと、グラディスの中に芽吹く感情は、驚きというよりも恐れと羨望だ。

「立場ある者には、図書館と同じ義務が課される。訪ねてきた者の身分や出自がどうであれ、本を望めば貸さなければならない」

「貴重な蔵書もあるだろうに、渋ったりしないのか？」

「原本を貸したくないなら複製を作ってやればいい。その程度もできずに人の上に立つ資格はないだろう」

「金を渡したほうが早い気がするんだが」

　本を買えと金を持たせてやれば、もっと自由な使い方ができるはずだ。腹を空かせる民がいないとは言えない。待っている家族がいるかもしれない。

「それでは永続的に支援し続けなければならなくなる。帝国に必要なのは有能な人材だ。そのために、本を一冊与えるんだ」

「なぜ、そんな回りくどいことを……？」

　エルレーシュがグラディスの目をじっと覗き込んでくる。

「グラディス、人が生きるために必要なことはなんだと思う？」

　その問いかけに、思考を回した。

　食事だろうか。食べねば飢えてしまう。飢えれば人が生きることは難しくなる。

　住まいだろうか。冬の季節が長いフィール王国では、住居は不可欠だ。寒さをしのげる場所がなければ、人は凍えて死んでしまう。それらを用意するために必要なものは金だろう。だが、エルレーシュは、それだと永続的な支援が必要になると言った。金ではないのだ。

「知識……か？　飢えを凌ぐための知識、冬を越えるための知識……とかかな」

「知恵だ」

「知恵……？」

　同じではないのだろうか。知識があれば対応できる事象が増えるだろう。だから人は本を読み、知識を蓄えるのだ。

「本を読めば、知識は手に入る。だが、帝国には本を読めない人間なんて溢れるほどいる。俺は、そんな者たちに対して手を差し伸べ続けることはできない。安易に金を与えたら、金の価値がわからなくなる。だから、知恵を得る術を与える」

　グラディスが息をのんだ。フィール王国では、女性の識字率が低い。グラディスは習ったから読めるが、普通は読めないものなのだ。文字が読めなければ本を読むこともできない。本を読むためには、文字を覚える必要がある。

　学ぶための施設を用意することはできるだろうが、帝国は常に戦をしている。建物が壊れることなど当たり前に起こるだろうし、敵に奪われるかもしれない。そんな不確かな状態で施設を作ることは現実的ではないだろう。なにより、明日をも知れぬ身の者が、悠長に文字を学んで本を読む時間などあるはずがない。

　知識は積み重ねだ。それくらいは、グラディスにもわかる。

「知恵は経験してこそ身につく。そこで便利なのが本だ」

　グラディスの指先が小さく震えていた。エルレーシュから出てくる言葉に感動とも、戦慄ともつかない感情が溢れてくる。

「本は高価なものだ。金に糸目をつけない収集家が、帝国には多くいる。粗悪な紙を使ったとしても、そこに書かれた内容そのものに価値を見出すこともできる。売れば、安く見積もっても金貨一枚くらいにはなるだろう。一般的な国民の平均的な月収に相当する」

　本を売れば金を得られるという知恵が身につく。そうして日銭を稼いで生き延びるのだ。

「物々交換もいいだろうな」

　エルレーシュがどこか楽しげに呟いた。

「本を高値で買い取ってくれる伝手がない者は、行商人と交渉して生きる糧を得るのか」

「そういうことだ。中には読もうとする人間もいるだろう。どういった行動を取って生き延びるか。美しい生き方でなくていい。豊かに暮らさなくていい。生きてきたという事実があればいい。それこそが帝国の望む力の証明だ」

「力の、証明……」

　実力至上主義の帝国において、その力を証明する方法は、生きることに他ならない。

　背筋が冷えていくような気がした。

　エルレーシュが続ける。

「生きるための情報を集め、兵士として志願してくるのもいい。帝国の兵士の給金はいいといわれている。明日には命を落とすかもしれない場所だが、出自にかかわらず出世できる場所でもある。だからこの国に身分制度はないし、すべての者に機会を与える。貧富も、出自も、性差も問わず受け入れる」

　宮廷兵士団は、煌びやかな場所ではない。命がけで他者を蹴落としながら、無慈悲に己が生き残る場所だ。そこで生存し続けられる者こそ、帝国は力のある者と定めている。

　グラディスは、そうであってほしかったのだ。フィール王国でも、力を示した人間を認めてほしかった。女だからできないと切り捨てるのではなく、機会がほしかったのだ。それでだめだったなら、諦められた。能力がないと受け入れられた。

　フィール王国では手を伸ばして求めても手に入らなかった価値観が、フィール王国とは正反対を生きる帝国にあった。

　エルレーシュはそれを当たり前のことのように言える人物なのだ。

「だが……帝都に図書館を作ってしまったら、郊外で暮らす者たちはなかなか来られないだろう。やはり貧しい者は――」

「帝都で暮らせるのは技術者か商売人、あるいは金を持たない者だけだ。それ以外は郊外に居を構えることになっている」

「なぜ、そんなことを……」

　フィール王国では貴族ほど王宮のそばに住んでいた。火急の事態が起きたとき、都合がよかったからだ。帝国は、当然その火急が多いはず。非効率なのではないだろうか。

「帝国は広大な領地があるが、帝都は東に位置している。中央へ移動させれば利便性は上がるかもしれないが、やる意味がないと思っている。それは、うるさい権力者を遠ざける意味合いとは別に、金の循環を生み出したいからだ」

「金の循環……」

「遠くに住んでいれば、帝都へ来るために馬車を用立てる必要がある。辻馬車を使うにしても金貨数枚は軽く飛ぶ。時間も必要になる。金のないものがそれを用意できるはずはないし、商売人や技術者が労力を割く必要はない。なにもせずとも売れる場所を用意してやればいい。金を持ち、時間を持て余し、移動する手段を持っている者こそ、遠くへ置いておけばいい」

　それが帝国の方針かどうかはわからない。だが、エルレーシュは弱者の味方であろうとしている。

　弱い者の立場に立って物事を見通し、どうすればその弱い者が謁見さえ難しい皇族のもとへ声を届けられるかを考えている。そして、差し伸べた手を取ってもらえる方法も考えているのだろう。

　権力者こそ遠くに置くべきという理屈も、なるほどと思った。

　宮廷へ来るためには馬車が必要で、権力者ほど豪奢なものを仕立てる。そのためには技術者へ依頼をする必要があり、馬の世話をしてくれる者も必要になる。当然、馭者も必要だ。そこには雇用が生まれる。馬車を拾って来たとしても、労働はついて回ることだ。だから、遠ざける。

　力ある者は彼らに会う術がある。近くに置く必要がない。

　グラディスはそんなふうに考えたことがなかった。フィール王国では当然のように貴族らが王都の一等地に暮らしているので、それが当たり前だと思っていた。

「それは……昔からそういった習わしなのだろうか？」

　本を惜しみなく与えたり、権力者を遠ざけたりすることを、帝国はずっとやってきたのだろうか。だからこの国は強いのだろうか。

　力なく聞いたグラディスに、エルレーシュは窓の外へ視線を投げた。

「俺が変えさせた」

「変えさせた……？」

「皇帝は、後継者として俺に多くの権限を与えている。それらを使い、法律を変えている」

「法律を、そんなに簡単に変えていいのか……？」

　まるで独り言のように零れた。

「帝国は独裁主義だ。皇帝が黒だと言えば白も黒に染まる。だから、身勝手で利己的な変更は暴動を引き起こすが、民の益になるなら支持される」

「だから、あなたは法律を変えたのか……？」

「国とは民のためにあるべきだ。俺たちが求めるものが実力以外のなにものでなくとも、民が働き、税を納める以上、守る義務がある。特に俺たち皇族は、民に生かされている。だから、民のために悪しき慣習は捨てるべきなんだよ」

　民のため――。

　その言葉を胸中で反芻して、グラディスは指先がかたかたと震えていることに気づいた。

　ずっと漠然としていた感情がようやく言葉になったような、そんな気がしたからだ。

　グラディスが王位を望んだのは、そばで支えてくれる者のためであり、父に後悔をさせないためだった。強硬派に勝つためでもあった。

　なにより、父の治世を引き継ぐことこそが国のためになると思っていた。

　それは、国が民のためにあるという、父の信念に他ならない。グラディスはその想いを受け継ぎたいのだ。

　国民はグラディスを好意的に受け止めてくれているが、それは王女としてのグラディスを、だ。後継者となったとき、彼らは歓迎をしてくれるだろうか。小さな国だが、そこで自然と共に生きる彼らを、グラディスは守れるのだろうか。

　それができるか否かは、王の器かどうかで決まる。

　グラディスはきっと、そんな大きな器は持っていない。

「私の器はとても小さいな……」

　膝の上できつく手を握り締めた。

　圧倒的な王者の風格を持つエルレーシュの前にいると、自分が小さくて恥ずかしい。

「あなたから見れば、私など道化同然だっただろう。王になどなれないと、わかりきっていた」

　涙に濡れる声で聞いた。エルレーシュはしばらく沈黙したあと、ぽつりと呟く。

「いまを変えようと足掻いている人間を笑う趣味は、俺にはない」

　ぱっと顔を上げると、グラディスの頬に涙が伝った。

「本当か？　気ばかり強くて、素直になれなくて、じたばたしているだけだぞ……」

「それは育った環境ゆえだろう。グラディスには曲げられないことがあって、それを通すために意地を張る。それだけのことだ。悪いことじゃない」

「ではあなたは、私がこのままでもいいと……？」

「そうは言っていないな。ずっと突っ張っていたら折れてしまう。たまには寄りかかるものがあっていいと思う。それは、あの従者かもしれないし――」

　グラディスが勢いよく立ち上がった。馬車がガタリと揺れてエルレーシュに身体ごと突っ込んでしまったが、彼の腕はグラディスをしっかりと受け止めてくれた。

「私は、あなたがいい。あなたの前でなら、少しくらいは素直になれるような気が……しないでもない」

「旧知の人間の前で変わるのは難しいだろうしな」

　不遜に笑うエルレーシュの顔は、いつもより優しげで、包み込まれるような温かさを感じた。

　そっと顔を寄せてくるエルレーシュに、グラディスが自ら唇を寄せると、彼の唇は言葉よりも雄弁な感情を囁いた。






　エルレーシュに馬車で連れてこられたのは、帝都から半日ほど西へ外れたユディル記念公園と呼ばれる場所だった。

　ここは皇族の私領で、いまはエルレーシュが管理していて、鍵は厳重に保管されているらしい。さらに、外周を背の高い塀がぐるりと囲っているので、許可がない限り、外部からの侵入は一切できないようになっている。外からでは中の様子も見えない。

　入り口の白い門扉をくぐると、蔓薔薇のアーチが幾重にも連なり、道を作っている。手入れが行き届いた庭は無数の花が咲き誇り、風に揺られて花びらを舞わせていた。

　中央へ進んでいくと噴水があり、さらに奥には館が見えた。その館の裏には湖がある。館の西側には緑豊かな芝生と、景色を一望できるように配置されたベンチがあった。

　暖かい日にそのベンチで昼食を摂れば至福の時間が味わえそうだと、ぐるりと一回りする馬車の中で思った。

　馬車を降り、グラディスは中央の館へ招き入れられてからおよそ一時間、二階の南にある部屋のクローゼットと姿見を往復し続けていた。

「エルレーシュ……これもだめだ……」

　大きすぎるウェストコートに袖を通したグラディスが、しょげながら応接スペースにいるエルレーシュの前に立った。

「全体的に大きいか」

　手はシャツの袖から出ないし、トラウザーズも穿いたが腰が緩すぎる。足は長く、引きずってしまっていた。

　リネンを巻きつけて出てきただけだったので、あるもので間に合わせてくれと言われて服を借りたのだが、どれもまったく合わない。それもそうだろう、寸法はすべてエルレーシュのものなのだから。

「来たときの格好でいいだろう」

「いいわけがない！　先ほどは馬車の中からしか見られなかったが、この公園を散歩したい。そのためにあなたもここへ連れてきたのだろう!?」

「今朝、君が服を着ていれば街にでも連れ出すつもりだった」

「く……っ、こんなときに限ってフォルツが引っぺがすから……！」

「あの従者はリフには及ばないが、勘がいいと聞いている。気を利かせたのかもな」

「だとして、気の利かせ方はもっとあっただろう！」

　悔しくて足を踏み鳴らすと、ぱこぱこと間抜けな音がした。靴も借りたが、当然靴も大きすぎる。

「せめて、もう少し小さいサイズはないのか。ほら、リフの着替えとか。それならましな見てくれになりそうだ」

「連れてきたことがないから、着替えもない」

「そうか……」

　これでは外を出歩けそうにないとしゅんと肩を落とすグラディスを横目に、エルレーシュが部屋を出ていく。

　自分だけ散歩に出かけたのかもしれないと思うと恨めしい。

　扉を拗ねた目でじっと睨みつけていると、しばらくして扉が外から開かれた。エルレーシュがシャツやズボン一式を手に戻ってくると、それらを手渡される。

　広げてみると、いま着ているものより小さいサイズのようだ。

「これくらいならどうにかなりそうだ。着替えてくる！」

　隣の部屋へ入って、手早く着替える。シャツもトラウザーズもフロックコートも、なにもかもが大きいがそれでも、少し緩いくらいにはなるだろう。

　ネクタイを締め、髪を結び直し、靴も履き替える。靴は相変わらずパカパカと音がするが、こればかりはどうしようもない。

　よし、とエルレーシュのいる部屋へと戻った。

「これなら出歩けそうだ」

「そうか」

「だれのものかはわからないが、とてもいい仕立てだな」

「俺が十年くらい前に着ていたものだ。君が普段着ているものは、そういう仕立てではないのか？」

　両手を横に伸ばし、やはり手が袖から出ないことに複雑な気持ちになりつつ頷いた。

「私が普段着ているものは、フォルツから譲ってもらったものなんだ。あまり金もかけられないし、女が着るために誂えてくれる職人もいないからな。フォルツの服がまあまあ着られたから、譲ってくれと頼み込んだ。渋られたが、根負けしてくれたようだ。大量にある新品を分けてくれている」

　嘘も偽りもなく、淡々と事実を並べるグラディスに、エルレーシュはやはり「そうか」と短く返事をした。

「出かけようか、グラディス」

「ああ。ここは公園なのだろう？　いまからとても楽しみだ」

　デートスポットになっているのだろうか。馬車からは見えなかった景色はどんなものだろうか。想像するだけで胸が躍る。

　エルレーシュに近づいていくと、彼が手を伸ばし、グラディスの髪に触れた。結んでいた紐をするりと解く。

「髪は縛るな」

「……ああ、わかった」

　なにが気に入らなかったのかはわからないが、エルレーシュがそう言うのなら、従ったほうがよさそうだ。

　自分の髪を弄びながら、部屋を出ていくエルレーシュのあとをついていった。

　館は、とても寒さを感じる場所だった。日差しは窓から差し込んでくるのに空気が冷えている。だれも住んでいないから当然のことかもしれないが、それ以上にもの悲しい感じがする。

　それをエルレーシュに告げたところでどうにかなるものでもないし、グラディスが勝手に感じているだけだ。

　古めかしい気配のする館を出て、広場へと向かった。

　馬車で通ったときはあまりよく見えなかったが、広場へと続く道を目で辿っていくと、中央に、大きな木が植わっている。赤い花を咲かせる巨木だ。

　誘われるようにその木の下まで歩いていき、足元に散った花びらを一枚摘まみ上げる。

「きれいだな」

「そうか？」

　太陽に透かしてみると、とても鮮やかに色を発する。

「エルレーシュの目に似ている。透きとおるように赤く、夕焼けのように美しい」

「……血のようだとよく言われる」

　エルレーシュの目が色素によって赤く見えるのか、血潮の色なのかはわからない。形容としても間違ってはいないだろう。でもそうではないなとグラディスは腕を組んだ。

「あなたの瞳は炎の中で溶けずに色を映す氷のようだ」

　うん、と頷いたグラディスに、エルレーシュが難しい顔をする。

「褒めてくれたのかもしれないが、いまいちわからないな」

「うまく表現できたと思ったんだがな。エルレーシュの目は、普段はとても冷たいが、その内側に熱い感情を秘めていると思う」

「……ほう？」

　楽しげに口の端を持ち上げてエルレーシュが笑う。

「その笑顔は悪人のようだな」

「善人なつもりはない」

「あなたはもっと愛想よくしていればとてもモテると思うぞ」

「その必要がない」

「ふむ……放って置いても寄ってくるからか。羨ましい限りだ」

　心の底からいいなぁ、と呟くと、エルレーシュが優しげな笑みを浮かべて目の前の巨木を見上げた。

「この木は、ユディルの木という」

「それで公園の名前になったのか。素晴らしい木なのだろうな」

「その名は、俺の母親の名前だった」

「……そうか」

　一瞬感じたのは、寒気だった。

「父が、母の名を取ってそう名づけた」

　それだけを聞けば、ロマンチックな話に聞こえる。皇帝が愛した女性の名を木につけ、公園もその女性の名を戴くことになった。

　どこかの物語にありそうな話だ。だが、ひどく寂しく聞こえる。

「私がひねくれているのかなぁ。ロマンチックな話ではなさそうだ」

　苦笑いを浮かべるグラディスを、エルレーシュはじっと見下ろしていた。そして、ふと表情を緩める。

「そのとおりだ。甘やかなものなどなにもない」

「そうか」

　恋の物語ではない。

　それなのに、皇帝がエルレーシュの母親の名前を取ってつけた場所がある。そこにはどんな物語があるのだろうか。彼ら皇族は、どんな歴史を辿ってきたのだろうか。

　そういえば――。

「エルレーシュ。言いたくなければ答えなくてもいいんだが……聞いてもいいだろうか」

「なんだ？」

「あなたと出会ってすぐの頃、王位継承権の話をしただろう？」

　エルレーシュが長子だから、あるいは男だから継承権を得たのかと聞いたとき、彼は違うと答えた。ならば努力をして勝ち取ったのかと聞いたら、それも違うと言われたのだ。

　シェルクレス帝国のような大国であれば、継承権争いはかならず起こるはずだ。フィール王国のような小さな国でさえ起こる問題なのだから。

　ならば、エルレーシュはどうやってその継承権を手に入れたのだろうか。

「あのとき、聞いたことすべてを違うと言われた。では、どうやって継承権を得たのだろうか？　どうやって、勝ち残った……？　継承権争いは、帝国では起こらなかったのか？」

「俺の周りには皇帝になりたがるやつは掃いて捨てるほどいる。皇帝になればこの大国をわがものとできる。魅力的な話だろう」

　血で血を洗うような戦いが起こっていたのかもしれない。そうして生き残ったから、エルレーシュは後継者たり得たのだろうか。

「俺には異母弟が一人いる。だが、異母弟には継承権がなかった。第二子だからではない。皇帝になるべき者が持っていなければならないものを持っていなかったからだ」

「それは……才覚とか、そういった話か？」

　探るように聞くグラディスに、エルレーシュは首を横に振った。

「帝国の皇帝の別名を知っているか？」

「金色の皇帝……だったか」

　そういえば、昨夜会った皇帝も見事な金色の髪をしていた。それゆえに二つ名がついたのだろう。

「その名を継ぐために、皇帝はかならず金髪でなければならないという決まりがある」

「……え？」

「弟は栗色の髪をしていた。フォルツよりももっと濃い色だ。だから継承権を与えられることはなかった」

　身体の横でぎゅっと手を握り込んだ。

　金髪か、そうでないかだけで王位継承権の有無が決まる国。それがシェルクレス帝国なのだ。

「たとえ皇帝の実子で、第一子であっても、違う髪色を持っていれば俺は継承権を持たなかった。弟が金色の髪をしていたなら、この国はもっと熾烈な争いをしていた。ここは、そういう国なんだ」

　王子だというだけですべてを与えられる国がある。そんな国で、自分は女だったからなにも得られなかったと嘆いていた。

　だが、髪色ひとつですべてを奪われる国があると知ったいま、グラディスは自分だけが理不尽だとは思えなくなった。ひとつ間違えれば、エルレーシュもグラディスと同じ道を辿っていたかもしれない。そういう国にいる。

　どこも同じなのだ。どんな国でも理不尽がまかり通っている。

「私は、もっとあなたを見習って努力するぞ」

「俺を見習う必要はないし、俺のようにならなくていい。俺は、与えられた継承権を譲るつもりはないが、それは皇帝になりたいからじゃない。俺のような思いをする人間はもういらないからだ」

　エルレーシュはどんなふうに生きてきたのだろうか。どんな気持ちを抱えているのだろうか。

「いつか、あなたからいろいろなことを打ち明けてもらえるような、そんな関係に――」

　なれたらいいと思った。だが、グラディスに打ち明けることなど彼にはないだろう。優秀な側近がいるし、自分だけで答えを出せる人だと思う。

　出番はないか、と足元に落ちる花びらをまた拾い上げた。

「……君は、触れてほしくないことは聞かないな」

「なにか聞くところがあったか？」

　手のひらに二枚、三枚と花びらを乗せながらエルレーシュを見上げる。

「この木のことを追及されるかと思っていた」

「なにかがあったのだろうとは思う。でも、部外者である私が触れていい内容だとは思えなかった。幸せそうな気配がしないんだ。すまないな」

「……グラディス。明日でいいんだが、少し外へ出ないか」

「もちろんいいぞ。帝国へ来てから、帝都の散策もできていないんだ。フォルツはときどき出かけているらしいから羨ましかった。ぜひ連れていってほしい」

「まあ、この辺りにあるのは帝国の第二都市だけどな」

　それでも、と迫るグラディスに、エルレーシュは子どもみたいな顔をして笑った。

　そんな顔もするのかと驚きながら、エルレーシュの心に少しだけ近づけた気がしてうれしかった。






　翌朝、ユディル記念公園から馬車で一時間ほど西へ進んだ第二都市、バッケルーニにやってきた。帝都ほどではないが、フィール王国の王都よりもはるかに大きな街だ。

　エルレーシュは街の入り口で馬車を降り、歩いて見て回ろうとグラディスに提案した。

　グラディスも、大きな靴では靴擦れしそうだと思っていたので、買い換えにちょうどいいと二つ返事でその提案を受けた。

　街は活気に満ちていて、石畳の敷かれた通りの十字路に立つと、どこへ向かおうか迷ってしまう。左からは市場通りの呼び込みの声が聞こえ、右からは職人通りの売り出しを告げる呼び込みがされていた。

「エルレーシュ。職人通りには装飾品も売っているだろうか。ネクタイピンやカフリンクスを見たい」

　わくわくするグラディスが、ふらふらと足を向けていく。

「そっちはあとだ」

「むぅ……そうか」

　ならばと威勢のいい声が聞こえる市場通りへグラディスが足を向ける。

　いい匂いがしているので、きっと料理を出す店があるはずだ。フィール王国ではよくやっていた食べ歩きを、エルレーシュと一緒にできたらきっと楽しいと思った。

「エルレーシュ――」

　後ろをゆったりとついて歩くエルレーシュを振り返る。と、人の視線がやけに気になった。そして、くすくすと忍び笑いと共に声が聞こえたのだ。

「主人の前を歩く従者なんてはじめて見たわ」

「ちゃんと教育を受けていればああはならないだろう」

「ずいぶんがさつよねぇ……」

　ふと、自分を見下ろして、その声がグラディスに向けられているのだとすぐに理解できた。

　どう見てもエルレーシュのほうが主人然としている。ゆったりとした身のこなしや、身につけているもの、漂う雰囲気からも格に差が出てしまう。どう足掻いたところで、グラディスは従者にしかなれないのだ。

　フィール王国で、皆がグラディスを主人として受け入れてくれていたのは、王女だと知っていたからだ。その肩書きがなくなれば、質の悪い従者にしかなれない。

　グラディスがとぼとぼとエルレーシュのそばへ戻る。そして、少しだけ後ろを歩いた。

「どうした？」

　エルレーシュが振り返ってグラディスを呼ぶ。

「なんでもない。私はこの街のことがわからないから、ついていく」

　胸にとげが刺さったように痛い。

　いつも、粗野な態度を取っていた。意識的にそうしていた。だが、ここへきてはじめて、そんな態度しか取れないことが恥ずかしくなった。

　エルレーシュの前や隣を歩くことが、彼の威厳を貶めてしまうと気づいてしまった。

「好きなところを見て回ればいい。どうせ行く場所は決まっているし、離れすぎるなら引き戻してやる」

「いや……はしゃぎすぎてしまったようだから」

「それのなにがいけない？」

　グラディスがはしゃげば、人びとにエルレーシュが笑われる。グラディスがもっとうまく立ち回れるならよかったが、うまくできるはずがない。いままで自由気ままに振る舞って、周囲が合わせてくれていたのだから。

「……私は従者にしか見えないらしいから、それらしく振る舞おうと思ったんだ」

「君は従者なのか？」

「そうではないが、あなたが恥をかく。だいたい、皆あなたが皇太子だとわかっているだろう。ならば、私が軽率な行動を取るのはよくない」

　エルレーシュは、皇帝にそっくりだった。それに、民が次期皇帝の顔を知らないことなどないだろう。

「くだらない。恥かどうかを決めるのは俺だろうに、勝手に俺の意思を決めるな」

「周りの意見というものがあるだろう……！」

「君は周りにこうしろと言われて、従うのか？」

　それはしない。男装をし続けていたのがいい例だ。周りにはずっと止められていたが、どうしても譲れなかった。意地だったかもしれないが、そこを曲げてしまうと自分の存在意義がなくなってしまう気がしたのだ。

　近くの店の窓に映る自分の姿を見下ろし、グラディスが肩を落とした。

　銀色の髪は父親譲りだ。肌の色が白いのは母に似た。顔立ちも母に似ているが、母はもっと美人だった。

　同年代の女性と比べれば筋肉質かもしれないが、男性と比べると貧相。男にも、女にもなれていない、中途半端ななにかが窓に映っているだけだった。

　街の人びとが笑うのは当然だ。子どもみたいにはしゃいでいるばかりで、エルレーシュのそばにいることもしなかった。この国ではエルレーシュにこそ価値がある。ならば、なにかあったとき、グラディスがエルレーシュの盾にならなければいけない。そんなことも忘れていた。

　恥ずかしくて消えてしまいたい。

　俯いていると、エルレーシュに手首を掴まれた。

「来い、グラディス」

　ぐいと腕を引かれて、強引に歩かされた。

「痛い、エルレーシュ、力が強すぎる！」

「黙ってついてこい」

「痛いのと文句は別だ！」

　それでもエルレーシュが手を離してくれないので、ずるずると引きずられる格好で通りを抜けた。

　次の十字路までくると、エルレーシュは閑静な通りへと入っていく。脇道をいくつか通っていくと、雰囲気ががらりと変わった。昼間なのにほとんどの店が閉まっている。そういう場所は夜に賑わうもので、王国にいた頃、グラディスは絶対に近づくなと言われたものだ。

　閉店の札をかける店のひとつにエルレーシュが入っていく。

「エルレーシュ、閉店の札が……」

「夜は娼館として店を開けるが、昼間はテーラーをしている。まあ、一見客は取らない高級娼館と高級テーラーだがな」

　言っている意味がよくわからなくて目を回すグラディスをよそに、エルレーシュが店の奥へと進んでいく。カラカラと涼しげなベルの音が鳴ったかと思うと、奥から怠惰そうな女性が顔を覗かせる。

「……あらぁ？　殿下じゃないですか、お久しぶり～」

　胸をやたら強調した服にストールを肩からかけただけの、やる気なんてなさそうな女性だったが、エルレーシュを見た途端にキラキラと目を輝かせた。

　さすがにこれだけの美男で太客を見れば、やる気も目覚めるかと思いながら、エルレーシュを後ろから見上げる。

「お仕立てですかぁ？　殿下なら採寸しなくても作れるので、生地を選んでくださいな～」

　語尾をやけに伸ばすな、と思いながら店内を眺める。生地がたくさん詰められた棚があり、仕立てたのだろうドレスやスーツがトルソーにかけられていた。

　なるほど、本当にテーラーのようだ。

「今日は俺じゃない。彼女の服を仕立ててもらえるか」

　ぐいと腕を引かれ、たたらを踏んだグラディスの前に女性が弾むように出てくる。

「あら、かわいい～。女の子みたい」

「どこをどう見ても女だ」

　女性の言葉に幾許かのダメージを受け、エルレーシュの言葉で瀕死のダメージを負った。そんな気分になってうなだれる。

　やはり女性にしか見えていないのかとがっかりしてしまった。

「どこへお連れになるんですか～？」

「どこへでも行けるようにしてくれればいい。土台はいいから、好きに飾っていいぞ」

　そこではっとした。エルレーシュを恨めしく見上げる。

「エルレーシュ。もしやあなたは――」

　不満を口にしようとしたグラディスの手を、柔らかな白魚のような手がきゅっと掴む。

「それじゃあ殿下、彼女お借りしますね～」

「待て、お借りしないでくれ！」

　あたふたするグラディスのことなど、この場にいるだれも気にかけずにぐいぐいと店の奥へと引き込まれた。

　店の奥では女性たちが思い思いに針仕事をしていたようだが、グラディスを見るや、きゃあきゃあとはしゃぎはじめる。

　これはこれで悪くないかもしれないと思ったが、すぐに女性たちの目の色が変わった。

「どうしたらこんなダサい格好になるの～？」

「似合ってませんねぇ。せっかくの美人が台無しぃ」

「ここらの使用人よりひどーい」

　……と言われて、グラディスは血を吐きそうになったがなんとかこらえた。ダメージが著しい。

「そ、そんなにひどいか……？　やはり男物は似合わないだろうか……」

「そんなこと、だれも言ってませんよ～？」

　え、と顔を上げる。

「ひどいのは本当ですけど、それはサイズが合っていないことももちろんですし、お姉さんにつゆほども似合ってないからですよ～」

「だから、男の格好が……」

「違いますって～」

　そう言いながら持ってこられたのは、淡い青のシャツだった。いつも白いシャツを着ていたので、カラーシャツを合わせたことがなかった。

　袖を通すよう言われて従うと、やはり袖が長いし身幅も合っていない。が、彼女らはすぐにそれをグラディスから引っぺがしてサイズを直し始めた。

　ひん剥かれたグラディスにはボディラインを整える下着が渡される。腰元はきっちりと締め、バストは寄せて上げる。

「ぎゃあ、待て、待て、締めすぎだ。苦しい！」

　後ろからぎゅうぎゅうと締め上げられて、グラディスの悲鳴が店中に響いた。女性たちは楽しげに「大丈夫ですよ」と笑っていたが、腹の中がどうにかなりそうだ。

　短時間で仕立て直されたシャツをバッと着せられ、苦しいながらにようやく落ち着いたグラディスに、今度はウェストコートとトラウザーズが持ち込まれ、それらもすごい速さで手直しされていく。

　そこで思った。てっきりドレスを着せられるのだろうと思ったが、彼女たちは男装していたグラディスの意思を汲んで、ちゃんと男性が身につけるスーツを持ってきた。

「あとね。お化粧はしないとだめ」

「化粧は自分が女だと突きつけられるようで苦手だ」

　と、伝えてはみたのだが、ここの女性たちは容赦なくグラディスに白粉を塗りたくった。ぶふっと咽せてもおかまいなしに、頬紅を塗り、唇には薄い色の紅を引く。

「話を聞かないのか、あなたたちは！」

「殿下のご指示が優先なので～」

「くっ……」

　この国で、皇太子の命令に逆らえる人間など皇帝くらいなものだ。グラディスの意見が通るはずがなかった。

「しかし……な。こんな女だと丸わかりの姿では……」

　ウェストコートやトラウザーズを着せられ、鏡の前に立ったグラディスはどうみても女が男の服を着ているだけだった。

「それがいいんじゃない。男装の麗人には心ときめくものよ。男性からは得られない潤いがあるの」

「……う、うん……？」

「筋肉があればいいわけじゃないわ。髭があれば素敵かしら？　いいえ、違うわ。女性の持つ柔らかさ温かさを持ってなお、気高い立ち居振る舞いで凜としている憧れの男性を生み出せるのが、男装の麗人なの！」

　すごい熱量で語られて、グラディスにはまったく理解できなかったが「そ、そうか」と頷いた。

　女性たちが皆頷いているが、いったいどういう感覚なのだろうか。みっともないとか、女らしくしろと言われてきたグラディスにはよくわからないが、ひとつだけわかることがある。

「男装の麗人は女性にモテる……？」

「モテるモテる～！　お姉さんなら絶対モテる～」

　きゃあきゃあとはしゃぐ女性たちの声に、ぐっと拳を握り締めた。

　最後にサイズの合った靴を差し出されて履いたあと、その足でエルレーシュのもとへと戻った。

「エルレーシュ。私は女性にモテるらしい！」

「君は女に好かれたいのか」

　勇み出たグラディスに、エルレーシュはふと微笑んで応じる。

「服のサイズも合わせてもらった。とてもいいな、これは。身体に馴染むようだ」

　ふふと上機嫌でいると、エルレーシュの手がグラディスを引き寄せた。

「だれかの身体に合わせたものは、君の身体には絶対に合わない。着るならちゃんと仕立ててもらえ。一流のものを身につけろ」

「……あ、ああ……」

「立ち居振る舞いは、粗雑な男を真似て身につけるな。真似をするなら完璧なものにしろ」

「あなたとか……か？」

「君にとって俺の振る舞いが完璧に見えているならそうすればいい」

「化粧はしなくてよかったと思うんだ……」

「いやならやめればいい。だが、その美しさは武器になる。君の美貌は、国さえ傾かせられるほどだぞ。自覚をしろ」

　心臓を直接掴まれたような衝撃に息が詰まった。

　微動だにできずにいると、エルレーシュの手が頬にそっと添えられる。そして、ゆっくりと引き寄せられ、唇が重なった。

「っ……ん……」

　自然と目を閉じ、身を委ねると離れがたい熱に抱かれる。

　ややして唇が離れたが、エルレーシュはグラディスを離そうとはしなかった。

「……あなたに美しいと思ってもらえるなら、少し勉強をしてみようかな」

「そうしろ。素顔を見せるのは俺の前だけでいいだろ」

　甘い声に囁かれ、身震いするような感覚に捕らわれる。

　男の腕に抱かれるなど絶対にないと思っていたのに、エルレーシュの前では素直に身を預けてしまえる。

　彼が、グラディスを否定しないからか、あるいは――。

　考えて、どちらでもいいかと思った。

　そのあと、店の女性たちに「ここは娼館なんだから、いちゃつくだけならよそでやって！」と追い出されてしまったので、エルレーシュと顔を見合わせて笑ってしまった。






　館へ戻ったグラディスは、その足でユディルの木の下へ向かった。

　エルレーシュには「なぜ木の下へ行くんだ？」と聞かれたが、返事を保留するグラディスを問い詰めることはなかった。

　ひらりと赤い花を落とす木を見上げる。

「先ほどの質問なんだが……私は、この木に見せたかったのだと思う」

「見せる？」

「そうだ。あなたに、それなりに様になるような姿へ変えてもらったから、見てほしかった。それと、決意もひとつ」

「聞いていいか？」

　グラディスがエルレーシュへ顔を向け、にたりと笑った。

「帰ったら、ドレスも着てみようと思う。すぐには無理だが、ちょっとずつ、な」

「純白のドレスを用意しておこう」

「……うん？」

　いままでどおり、差し入れられるドレスを着てみようという意味だったのに、なぜ純白なのだろうと首をひねる。

「俺と結婚したいという意味じゃないのか？」

「恐ろしく前向きな解釈で訳がわからない。それに、これでは私があなたにプロポーズしたみたいじゃないか」

「君は勇ましく凜々しいからな。帝国ごと俺を落としにかかってくると思ったんだが」

　そこでぱっと表情を綻ばせ、グラディスが任せろとばかりに拳で胸を叩いた。

「そうだな。私がプロポーズをしてもいいかもしれない。だが……そうなると女性を口説くことに制限が出てしまう。既婚者は好まれない……」

「帝国には側室制度がある。君が女性を囲う分には咎めないぞ」

「いや、待て。それではエルレーシュが手をつけ放題だ。それはだめだ。女性を守るのは私の役目だ」

　真顔で答えたグラディスを見て、エルレーシュが小さく吹き出した。

「悪い」

「……いいや。もっと笑ってくれ、エルレーシュ。あなたは笑うと優しそうだ。はじめて会ったときの顔より、いまのほうが好きだ」

「それが癖になると困る。俺は冷徹無慈悲な帝国の後継者でなければならない」

　エルレーシュの根っこはきっと、温かい人なのだと思う。それをあえて冷酷な人間として振る舞うのは、グラディスが男として振る舞うよりもずっとつらいだろう。

　足元に、はらりと赤い花びらが落ちる。

　空が赤みがかってきたせいか、この世界は赤い色彩からはじまったような錯覚すら覚える。

　風がゆったりとそよいでいく。深呼吸をすると、花の甘い香りが鼻腔をくすぐった。

「いい香りだな。それにとてもきれいだ」

「そうか？　俺には香りも美しさもわからない」

　不機嫌そうな声で、吐き捨てるように言うエルレーシュは、まるでユディルの木が嫌いなようだった。

「エルレーシュ、中へ入ろうか。今日帰るのか？」

「他にも見たい場所があれば連れて行く。君に誘われたデートが一日で終えられると思わなかったから、しばらく仕事はリフに丸投げしてきたしな」

「私は帰ったらリフに恨まれるだろうか」

　あの冷ややかで抑揚の浅い声に、淡々と厭味を言われたらと思うと身体が震えそうだ。訓練での基礎作りメニューが二倍に増えてもおかしくない。走り込みが八時間にもなったら、干からびてしまう。

「どうしよう、エルレーシュ。私はいまから帰るのが怖い」

　悲壮な表情をして訴えた。エルレーシュは笑って「大丈夫だ」と首を横に振る。

　その隙間から、キラキラとなにかが光った。

「……あれはなんだろう。飾りか……？」

「なんのことだ？」

　グラディスがエルレーシュの肩の、さらに奥に目を凝らす。と、ぞっと背筋に寒気が走った。

　エルレーシュがそっとグラディスに近づき、右側へ立つ。そのまま肩を抱かれ、先ほどの寒気が気のせいではないことを悟った。

「エルレーシュ……」

「なにかが入ってきているな」

　ユディル記念公園の特性上、ここにはだれも入れないはずだ。だから、かすかな人の気配や違和感に気づくことができる。

　グラディスは多少剣が扱えたとしても、実戦経験はない。殺気や気配を探る力はないが、それでも感じ取れるほど剥き出しの殺意に身が竦む。

　不法に侵入してきた人か、あるいは隙間から入り込んだ獣か……。

　注意深く気配を探っていると、わずかに空気が揺れた。

「っ……！」

　白刃が二人を目がけて向かってくる。

　エルレーシュがすぐにグラディスを抱えたまま飛び退くと、人影があった。三人。鎧兜に身を包み、顔や性別などを一切隠している。手には抜いた剣を持ち、明らかに命を狙おうとしている。紛うことなき刺客だ。

「そんな人数で俺に勝てる気か？」

　エルレーシュの言葉に返答はなく、代わりに一斉に飛びかかってきた。剣を振り上げ、左側へわずかに寄せて振り下ろされる剣は、エルレーシュの左腕を掠める。

　刺客たちは即座に後退し、体勢を立て直すと、すぐにエルレーシュ目がけて剣を振り上げる。再び左側を狙って振り下ろした。

　さすがのグラディスでもおかしいと気づく。これは、エルレーシュを狙っているのではない。エルレーシュの命を奪うつもりなら、首を狙いにいく。そうしないのは、狙うものが別にあるからだ。それは、グラディスだろう。

　エルレーシュが庇って立ち回ってくれるから掠めているだけで、もしも動いていなければ、グラディスの首を斬っている位置に剣は落ちてくる。

　それならば……！

　再び剣が振り下ろされると、エルレーシュはグラディスを抱き込んだまま回避行動を取る。しっかりと支えられたグラディスの身体は、きっとこの腕から離れることはない。

　そう信じ、支えられていることを利用してグラディスは身体を大きくひねり、刺客の手元を目がけて勢いよく蹴り上げる。

「ちっ……！」

　刺客の手から剣が離れ、宙を舞ってグラディスたちの背後へと落ちた。

　エルレーシュの手がグラディスから離れると、言葉を交わすことなくそれぞれが別の行動を取った。

　グラディスは、迷うことなく刺客へと突っ込んでいく。刺客がグラディスを狙っているのなら、これ以外の選択肢がなかった。

　刺客の視界を覆うように立ち回り、不格好ながらに振り下ろされる剣を避けた。

　その隙にエルレーシュが後方へ下がり、先ほど刺客が手放した剣を取り上げる。

　横目でエルレーシュの動きを確認しながら、少しずつ刺客とエルレーシュとの距離を詰めるようにグラディスが後退していく。が、足を取られてグラディスが転倒してしまう。これでは刺客の剣が直撃すると予感したとき、グラディスの頭上から影が落ちた。

　直後、どすりと鈍い音がして、刺客の肩にはエルレーシュが振り下ろしたのだろう剣が突き刺さっていた。

「だれの差し金かは聞かないでおいてやる」

　力任せにグラディスを立ち上がらせたエルレーシュが、きつく肩を掴んで腕の中に引き寄せる。

「今度は簡単に奪わせない……次はないぞ」

　エルレーシュが剣を握り直してなぎ払うと、刺客たちは飛び退いて一気に距離を取った。

　おそらくあの刺客は、エルレーシュに危害を加えたくはなかったのだろう。だから半端な攻撃しかできなかった。本気で襲われていたら、グラディスがどうにかできるはずがなかった。

「大丈夫か、グラディス？」

「ああ……大丈夫だ」

　経験したことのない緊張感と、命を奪われるかもしれない恐怖が、いまになってグラディスを襲う。かたかたと手が震え、足にも力が入らなくなって、エルレーシュに支えてもらっていなければ、すぐにでも崩れ落ちていただろう。

「怪我がないならいい」

「もっと役に立てたらよかったんだがな……弱くてすまない」

「上出来だった。君とは積極的に手合わせをしてもいいかもしれないな」

　そうすれば、相手の考えていることが手に取るようにわかるようになる。できることが増えていく。

「それは名案だな。走ってばかりだったから、違う訓練をしてみたいと思っていたんだ」

「提案は出しておこう」

　エルレーシュを見上げ、グラディスが下手くそに笑った。

「あなたの護衛をしたいと言ったこと、改めて謝罪させてくれ。失礼なことを言った。私にできる役目ではなかった」

　グラディスが頭を下げると、エルレーシュは気にするなと言いたげに肩を叩いた。

「守らせてやるだけなら、どうにでもできた。だがそれは、君を侮辱することだと思った」

「侮辱……か」

　フィール王国では兵士たちがグラディスの訓練に協力をしてくれていた。いつも勝てたから、自分は強いのだと思い込んでいたのだ。

　兵士も、男も、自分には勝てないではないかと驕っていた。

　だが、弱い者に手加減をするということは侮辱以外のなにものでもない。皆が負けてみせるということは、王国のすべてからグラディスは侮られていたのだ。

　シェルクレス帝国という、力こそが正義の国で手加減をされずに負け続けることこそが、敬意を持たれているとは思わなかった。

「グラディスは剣を持つことを諦めなくていい。訓練はきついだろうが、皆が君を手助けしていると聞いている。団員が君を見捨てていないなら、訓練を続けろ」

　ヘトヘトになって走れなくなるグラディスと併走して鼓舞してくれる兵士がいる。がんばれと声をかけながら、背を押してくれる兵士がいる。

　時間いっぱい走りきって、訓練場の隅で倒れるグラディスを介抱してくれる兵士がいる。

　本来、彼らを鍛える場所に基礎もできない素人がまざれば邪魔でしかないだろうに、皆好意的なのだ。

　たまに剣を持たせてもらうと、容赦なく打ち負かされて体中痣になることもある。なんの鍛錬にもならないだろうに、また明日と兵士たちは声をかけてくれる。

「まだ数日だ。だが、皆に呆れられないよう励むつもりだ」

「その意気だ」

　エルレーシュは、最初からグラディスを否定しなかった。どこまでも、グラディスを個人として認めてくれていたのだ。

　胸の内側がざわざわとして落ち着かない。

　エルレーシュを見上げ、彼が柔らかく微笑みかける瞬間に何度、胸が高鳴っただろう。これを、きっと恋と呼ぶ。人としてエルレーシュが好きだ。それ以上に、異性として彼に惹かれている。

　この気持ちから目を背けたら絶対に後悔してしまう。

　エルレーシュの前では意地も、見栄も必要ない。言葉を伝えれば、彼は受け止めてきちんと考え、答えをくれる。そう信じられる。

「エルレーシュ……私は……」

　手を伸ばして、彼に触れかけた手が止まる。

「なんだ？」

　エルレーシュの背後に違和感が見えた。それがなにかはわからない。一瞬で消えてしまったせいだろう。

「……なんでもない」

　もう一度エルレーシュの背後に目を向ける。なにもない。

　ただの気のせいかもしれない。しかし、あんなことがあったあとだ。いつまでも外にいるほうが不用心だ。

「エルレーシュ、部屋へ戻――」

　見上げたエルレーシュの背後に、今度こそ見間違いようのない違和感が光った。

　ユディルの木の、さらにその奥。背の高い草木の中でなにかが光を受けて反射している。これは、だめだ。

　そう直感し、エルレーシュの腕を力一杯引いた。

「グラディス……？」

　ユディルの木からグラディスたちのいる方角へと風が向かうのを待っていたかのように、光を受けるなにかが放たれて飛んでくる。

　グラディスがエルレーシュの前へ慌てて立つと、吸い込まれるようにグラディスの胸元へどすりと突き刺さる。

　衝撃によってよろけたグラディスの身体は、エルレーシュの腕に抱き留められた。

「グラディス……!?」

　自分の胸に手を当てて、状況をたしかめる。

　矢が突き刺さっていた。エルレーシュにはかすっていないようだ。

「よかっ……た……」

　エルレーシュの顔が焦りに彩られていく。

　彼を守るのは、簡単なことだったじゃないかとグラディスは笑って見せたが、エルレーシュの表情はこわばり、グラディスの身体を強く抱きしめる。

　いつもなら痛いはずの力加減なのに、なんの痛みも感じない。それよりも、ドクドクと鼓動が速くなって、鏃が刺さっている場所が熱を帯びたように熱い。

　エルレーシュが不安そうな顔でなにかを叫んでいる。ちゃんと応えなければと、ゆっくり、掠れそうな声で言葉を紡いだ。

「……私にも……守ることができたな……」

　視界が霞んでいく。グラディスが伸ばした手は、エルレーシュの熱い手に握られたが、その温度を感じたのを最後に、グラディスの意識は消えてしまった。
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　シェルクレス帝国宮廷は、いつも冷えた空気を漂わせていた。しかし、今日に限っては肌が灼けるような熱を感じる。

　宮廷へ戻ったエルレーシュは、体中の血液が沸騰するような感覚を覚えながら宮廷の廊下を歩く。使用人や兵士は、いまのエルレーシュとは目を合わせようとはせず、俯いて嵐が通り過ぎるのを待っているようなありさまだ。

　グラディスが刺客の矢に打たれ、怒りに我を忘れそうになったエルレーシュのもとへすぐに駆けつけてきたのは、グラディスの従者であるフォルツだった。

　ユディル記念公園の外では、兵士団副団長が少数ながら部隊を率いてやってきており、逃げ出す刺客を四名、捕らえたという報告を持ってきた。そして、医者を一人連れていた。

　エルレーシュはフォルツにグラディスを預け、すぐに宮廷へ戻ってきた。今回の襲撃を引き起こした相手に会うためだ。

　廊下を進み、階段を上っていく。その男の私室は最上階の一角にあった。

　部屋の前までくると、衛兵がエルレーシュの前へ立って行く手を阻む。

「殿下――」

「どけ」

　獣が唸るような低く響く声が、エルレーシュの機嫌を物語っていた。この声を聞いて、平然としていられる兵士は多くない。衛兵もまた、顔色を変えて道を譲る。

　豪奢に造られた扉を開き、部屋の奥にあるソファでグラスを傾ける男の前に、テーブルを挟んで立った。

「戻ったか、エルレーシュ」

　エルレーシュの前で不敵に笑うのは、現皇帝シェンダーだ。

「粗末な贈り物を受け取りましたよ、父上」

　金色の髪も、顔立ちも、エルレーシュに瓜二つ。ただ、瞳の色だけは違っていた。

　青く冷たい目が感情を灯すことなく笑うように細められる。

「気に入らなかったかな？」

「グラディスが怪我をした」

「それは気の毒に。ところで、それはなんだったかな。私は知っているかな？」

　エルレーシュが身体の横で拳をきつく握り締める。

「それ……？」

「なにを怒っているんだい、エルレーシュ」

　一人で楽しそうに笑うシェンダーが不愉快だ。

　この男にとって、実力を示せない者は、道ばたに生えている雑草と変わらない。人として認識もしない。だから、『それ』などと言えてしまう。

　怒りにのまれそうになりながら、エルレーシュは努めて冷静に言葉を続けた。

「会っているはずです。フィール王国の王女が滞在することも伝えています」

「そういえばそんなことも言っていたね。それが怪我をしたのかい？　だとしたらフィール王国にはさぞ恨まれるだろうね。後継者になるかもしれなかったものが死んでしまったのだから」

　ガンッ、とテーブルを蹴りつけて皇帝の言葉を遮った。

　温度のない目がエルレーシュへ向けられ、すぐに皇帝が笑い出す。なにが可笑しいのか、ずっと笑い続けていて不愉快だ。

　グラディスを射貫いた矢は特注品だった。

　刺客は鎧兜を身につけていて姿を隠していたが、洗練された身のこなしと気配を消す技術は、並の暗殺者よりよくできていた。

　そんな芸当ができるのは、兵士団しかない。

　そして、その兵士団を動かせるのはこの国で三人だけだった。

　一人はエルレーシュ。皇太子権限で八万人の兵士を動かすことが認められている。

　もう一人は兵士団長のリフ。そして残る一人が、目の前にいる皇帝、シェンダーだ。

　最初はリフかと疑った。しかし、皇帝の命令がなければ兵士団を動かせないだろうし、リフならば失敗はさせない。もっと周到に準備をし、確実にグラディスを狙って殺めただろう。エルレーシュを巻き込むような真似を絶対にしない。

　もともとシェンダーに取り立てられた男だから、エルレーシュに味方していると見せかけている可能性はゼロではなかったが、ユディル記念公園へやってきたフォルツが言ったのだ。『リフ殿の指示で来ました』と。その瞬間にリフが刺客を差し向けた可能性が消えた。疑えばきりはないのだが、リフが刺客を放ったのであればフォルツを寄越すことはしないだろう。あの男は確実に獲物を仕留め、ほしい未来だけを手にする。

　ならばシェンダーしか残らない。そして、シェンダーは呼吸をするのと同じように、グラディスを暗殺しろと命じる。そういう男なのだ。

「グラディスは死んでいない。死ぬはずがない」

「心臓を打ち抜けば、人間など死ぬんだよ。お前はわかっていないようだから、ちゃんと見て覚えるんだ」

「俺の大切なものを奪って満足ですか」

「大事なのかい？」

　不思議そうな顔で聞かれ、はらわたが煮えくり返りそうになる。

「グラディスは、俺の婚約者となる人です」

「やめておけ。政略結婚にしてもフィール王国は小さすぎる。側室ならまだいいけれど、婚約者にするにはなにもかもがだめだよ、エルレーシュ」

　グラスに赤い葡萄酒を注いで掲げ、楽しげにシェンダーが笑う。

「……それとも、恋をしたなんて、ばかみたいなことを言うんじゃないだろうね？」

　低められる声に背筋が寒くなる。この男は、人の生き死ににも、心の動きにも興味がない。恐怖にひれ伏し、許しを請う兵士を徹底的に痛めつけて再起不能にしたことも、一度や二度ではない。

　この男の価値基準は、強いか、強くないか。それだけなのだ。

「だとしたら、あなたはどうするんですか」

「殺すだけだよ。そのフィール王国の王女をね」

「いらぬ火種を生む必要がありますか？　この国に、寒冷地の小国を相手にしている暇なんてありませんよ」

「あんな国、一晩もあれば消せる。兵士も配備しているのだから、すぐに動かせるはずだ。私の命令に逆らえる兵士がいったいどれだけいるかな」

　エルレーシュの命令の、さらに上をいく権限を持つ皇帝命令だ。シェンダーが命令を下した途端、エルレーシュは無力化されてしまう。

　皇太子ではだめだ。シェンダーにずっと勝てないままになる。この男を従わせるだけの力が必要だ。

「最近のお前は、牙を抜かれた獣のようだ。その原因が、あの小娘だということはわかっている。お前に女など必要ないよ、エルレーシュ」

「だから……ユディルも殺したんですか？」

　シェンダーは答えなかった。

　おそらく、エルレーシュの推測は外れていないだろう。

　母ユディルが死んだとき、シェンダーは涙ひとつ流さなかった。それどころか、自らが手にかけたのだと言って、葬儀すら挙げなかった。その十日後には後宮から妃を迎え、翌年には子を産ませた。よりにもよって皇子だ。

　国内は騒然としたが、その皇子は金色の髪を持っていなかったため、皇位継承権が与えられることは絶対になかった。そのことに愛妾上がりの妃が抗議し、シェンダーの逆鱗に触れた。第二皇子が生まれた翌年、その女の姿は消え、エルレーシュの腹違いの弟は隠れるように暮らしていた。

　シェンダーにとって、人が目の前にいることも、いないことも些末なことで、人の生き死にも日常だった。とりとめる必要がなく、感情を揺らすこともない。

　エルレーシュを後継者とするために、戦場へ送り出しては生還させることを繰り返した。失敗を犯した兵士を己の手で罰しろと強要し、力を持たなかったエルレーシュは従うしかなかったのだ。

　繰り返すたびに心が冷えていく。ひれ伏し、謝罪する兵士や使用人に一片の情もなく死を命じ、己の手にかける不快さから逃れるために感情を殺し続けた。

「二度と、大切なものは奪わせない」

「私が奪わなくても、あの娘は死ぬ。猛毒を使えと命じたから、簡単には助からないよ」

　ぎりと唇を噛んだ。

　フォルツが連れてきた医者の見立てでも、毒に冒されていると診断されている。解毒薬を急いで作らせているが、宮廷で使われることのない毒らしく、見たことのない症状に困惑していた。

　薬ができたとしても、毒がグラディスを蝕むか、彼女の生命力が勝るかは賭けでしかない。その速さをだれも見極められない。

　ただ、エルレーシュは信じている。

　あの気丈なグラディスが、簡単に諦めるはずがない。どこまでも足掻いているはずだ。

「……それは、万一俺に当たってもよかったということですか？」

「当たりそうだったのかな。だとしたら、お前の鍛錬不足だ」

　この男がうっかり口を滑らせることはないだろう。どんな毒を使ったか、聞き出せればいいと思ったが無駄な時間になる。

　エルレーシュがその場を去ろうと数歩、歩き出す。

「まあ、毒矢が当たったとして」

　シェンダーの声が波紋を広げるように響いた。エルレーシュが足を止め、目だけを向ける。

「お前は大丈夫だ。体力もあるし、強い男だからその程度では死なないと信じているよ」

「俺もグラディスを信じています。彼女はかならず生還します」

「もしも息絶えたら、またあの公園に埋めればいいよ。枯れ枝くらいは贈ってやろう」

　エルレーシュがシェンダーへ身体を向ける。今度はテーブルを蹴り上げた。

　テーブルに載っていた葡萄酒の瓶やグラスが床に打ちつけられて割れる。葡萄酒が零れて染みを作る様にエルレーシュは吐き気を覚えた。

「……あなたがユディルに贈った枯れ枝は、見事な花を咲かせましたよ」

　それだけを吐き捨てるように言って、エルレーシュは部屋をあとにした。

　物音に驚いたのか、衛兵がうろたえていたが、かまわず階段を下りていく。その先でリフの姿を視界に捕らえた。声をかけることなくそばを通り過ぎる。

　いつもと変わらず、リフが後ろをついて歩く。

「今回加担した団員はすべて捕縛いたしました。処分は追って下します」

「わかった」

「シェンダー様の命令を止められず、申し訳ありませんでした。追加で医師団を編成して館へ向かわせています」

「ああ」

「フィール王国への報告は王女殿下が回復次第、対応いたします」

「お前に任せる」

　宮廷へ戻ってきたとき、リフはすでに行動を起こしていた。

　おそらく、シェンダーの命令を止められなかったのではなく、止めなかったのだ。この男が団員の動きを見逃すはずがない。

　実行させたほうが、被害が少ないとリフは踏んだのだ。

　フォルツや副団長をすでに派遣していたことや、事が起こってからエルレーシュが宮廷へ戻ってくるまでの間に当該人物を洗い出した速さを見ても、すべてリフの想定内だった。

「……リフ。お前は、どこまで想定してこの事態を招いた？」

　もしも、グラディスの負傷さえ想定の範疇であったなら、この男に掴みかかるかもしれないとエルレーシュは冷静に考えた。

「私は、あなたに未来と勝利を差し上げるためにここにいます。それが、すべての答えです」

「グラディスに万一が起こってもよかったと？」

「殿下が生き残る道こそが正しい未来です」

「お前は……」

　脇で手を握り締めた。

　リフが読み取った未来は、これが一番正しかったのだ。人の生き死になどだれにも予測できない。それに対して、リフは手中の賽を振って賭けたのだ。

　エルレーシュが生き続けることで、この男の勝負は必勝となる。そんな未来を選んでいる。

「……お前は俺に忠義を尽くせばいい。これからも、ずっとな」

　人である以上、リフは賭けに負けることもあるだろう。予測も外すはずだ。それでも、最善の未来を選び取っていく。

　剣術に恐るべき才覚を持ち、卓越した先見の明で予言者とまでいわれるリフが、心底恐ろしいと思う。面白いとも思った。

　リフの描く未来にグラディスは存命しているのだ。ならば、この賭けにエルレーシュも乗らねばならない。

「俺はこのまま館へ戻る」

「承知いたしました。こちらのことはお任せを」

　城門から馬で出て館へ進路を取った。グラディスのもとへ一刻も早く戻らねばと考えた、その途中。エルレーシュは、自分の指先が震えていることに気づいた。

　グラディスを信じてはいる。しかし、そんなもので人の命は救えない。万が一を考えて怖くなる。

　拳を作って握り締めても震えは止まらず、深くため息を吐いた。

　倒れたグラディスを抱いたとき、昔のことを思い出した。

　力のない不安定な重みと、冷たい体温。

　昔、似たような場面にエルレーシュは遭遇した。あのとき腕に抱いたのは、母のユディルだった。

　彼女は、惨い殺され方をしたのだ。だれの目にも留まらないような場所で幾日も捨てられていた。手に枯れ枝を握っていた真意を、エルレーシュはいまだ理解できないままでいる。

　ユディルは異国からこの帝国へ嫁いできた人だった。南方エルトゥラ共和国と戦っていた頃のことだ。勝てる見込みがなくなったエルトゥラは、帝国へ降ることを決めた。そのとき、降伏の証しとして差し出されたのがエルトゥラの公爵令嬢、ユディルだった。

　政略結婚のためにやってきてはいたが、実質捕虜として見なされていた。

　シェンダーは、ユディルとの政略結婚を受け入れ、エルトゥラが二度と反旗を翻さないように圧力をかけた。

　ユディルとの間に子をもうけ、生まれたのがエルレーシュだ。正妻との子で、金色の髪をしていたエルレーシュは後継者の権利を手にしたが、エルレーシュの幼少期は母と共に虐げられた記憶しかない。

　それでも、エルレーシュはユディルと過ごせる時間を幸せに思っていたのだ。だが、シェンダーはどこまでも冷徹だった。

　エルレーシュを後継者とするためにユディルのもとから引き離し、ユディルはますます孤立していった。あのシェンダーが、捕虜同然のユディルを愛するはずがない。帝国には昔から側室制度があり、後宮には幾人も女が住んでいたから、ユディルを尊重する必要がなかったのだ。

　エルレーシュの記憶にあるのは、宮廷で寂しそうにしている母の姿だけだった。侍女と二人、慎ましく過ごす姿を見て、いつかあの人を守れるようになりたいと思ったものだった。

　いつからか、侍女と過ごすユディルのそばには兵士が一人立つようになった。監視を兼ねた衛兵だったのだろうが、ユディルとその衛兵は恋仲らしいとの噂を耳にして、そういうことかと納得をした。

　エルレーシュは、それもいいと思った。だれからも顧みられないくらいなら、不実だと誹られてもユディルが心穏やかであるほうがいい。そう思っていたのだ。

　しかし、そんな噂が立って程なくすると、ユディルの姿は宮廷から消えていた。どうやら皇帝の私領にある別邸へ移されたらしいと聞き、宮廷で雑音に晒され続けるよりもいいかと、そのときですらエルレーシュは納得したのだ。

　ユディルが別邸へ移って数ヶ月ほどたった頃だ。別邸で事件が起こった。宮廷は騒然としていて、兵士団を動かすほどの騒ぎになっていた。

　その事件とは、ユディルが別邸から消えた、というものだ。

　恋人だと噂されていた衛兵と駆け落ちをしたのではないかと皆が考えたが、シェンダーはそれを否定するように、ユディルの恋人だと言われていた衛兵を側近に取り立てた。

　駆け落ちでないのならば、可能性としては国へ帰ろうとしていると考えられる。そこで、兵士団はすぐに国境へと向かったが、ユディルの姿は見つからなかった。

　結局は、消息不明のままユディルの事件は忘れ去られようとしていたが、エルレーシュにはどうしても信じられなかったのだ。

　ユディルは覚悟を持って帝国へ嫁いできている。国へ帰ろうと思うのなら、もっと早くに帰っていたはずだ。なぜこんなタイミングで、と疑問符ばかりが浮かんで、いてもたってもいられなくなって一人で探しに出た。

　国境へ近づくのは危険だったが、そこへ到達する前に見つかった。

　なにかの塊のようなものが地面に落ちている。辺りにはひどい腐臭が立ちこめていて、悪い予感が脳裏をよぎった。

　まさかと思いながらも近づいていくと、塊のようなものが人であると気づいた。五本の指がある腕らしきもの。二本の足。朽ちて原形を留めていない衣服は、ドレスのようだった。

　その、人らしきものが赤い髪をしていると理解したとき、エルレーシュは馬を下りて塊を抱き上げた。

　鼻をつくいやな臭いと、崩れてしまいそうなくらい腐敗の進んだ肉体。左手の薬指には、形式的に渡されただけの指輪がはめられていて、それは生前ユディルがはめていたものと同じだった。

　手には細い枯れ枝を握り、ただの冷たい肉塊へと変わってしまったユディル。

　どろどろと手のひらから彼女が零れ落ちていく不快感と、現実を受け止めきれずに、エルレーシュはその場で喉が裂けるほど叫んだ。

　ユディルの亡骸を抱えてシェンダーのもとへ向かい、ユディルが見つかったと知らせたのだ。するとシェンダーは薄く笑みを浮かべて『それがどうした？』と答えた。

『私が、自ら殺したものに用があるはずもない。そんなくだらない報告をするくらいなら、戦場へ行って戦果のひとつでも挙げてこい』とエルレーシュを即座に戦場へ向かわせたのだ。

　エルレーシュは宮廷でもう一度叫んだ。だが、無意味だとも悟ったのだ。シェンダーに言葉が通じるはずがない。

　ユディルの亡骸を、彼女が最後に暮らしていた別邸の脇に埋めて、墓標代わりに彼女が握っていた枯れ枝を挿した。

　その日から、エルレーシュとシェンダーの間には大きな溝が生まれた。嫌悪して遠ざけたい男だったが、エルレーシュが皇帝に逆らう術はなかった。シェンダーはこの国で絶大な権力を持ち、最強の兵士団を持っている。シェンダー自身も強かった。

　無力なエルレーシュが逆らったところで、ただの反逆者にしかなれなかった。だから、強さを求めた。

　感情を殺し、心を凍てつかせ、力こそがすべてのシェンダーに倣って腕を磨き続けた。その頃、仕官してわずか一年足らずで台頭してきていたリフがシェンダーの目に留まり、兵士団長へ取り立てようとしていると聞いて口説き落とした。

　最強の兵が必要だ。そのためにリフを口説いたら、リフは思案したあとエルレーシュに膝をついた。

　エルレーシュの目的は、シェンダーを帝位から引きずり下ろすこと。そして、自らが君臨し、戦を収めること。憐れにも捨て去られる人間を減らすことだ。

　優しさからくる信念ではない。シェンダーのやり方を否定するために、正反対の行動を取るだけの、ただの意地だった。

　皇太子の地位を確立するまで無我夢中で戦果を挙げ続けたエルレーシュは、次期皇帝として人の心を捨てた。それこそが、この国で皇帝として君臨するための資質だ。

　シェンダーはエルレーシュを嘲笑うように褒めた。表情を動かすことのなくなったエルレーシュは、無慈悲に人を手にかけ、失態を犯した兵に罰を与えるだけの存在となっていた。いまでは兵士団でエルレーシュを恐れない者はいない。それでも、シェンダーに向ける恐怖とは幾許か違っていた。兵士団は恐れながらも、エルレーシュを歓迎しているように見えていた。

　絶対的な恐怖の統治より、打算や復讐の念があっても民のためになる主君を皆が求めている証拠のように思えた。

　数年が過ぎた頃、宮廷から赤い花を咲かせる木が見えるようになった。様子を見に行くと、ユディルを埋葬した場所に赤い花をつける木が枝を伸ばしていた。

　帝国では見ることのないもので、一年を通して花が咲いているらしい。

　それは奇跡の花と呼ばれ、恋人たちがデートスポットにしているという話を聞いたのもこの頃だ。だが、シェンダーの耳にその噂が届くと、即座に塀を作って囲い、なんぴとも出入りできないようにしてしまった。

　ユディル記念公園と名づけたのはシェンダーだったが、とんでもない皮肉だ。

　愛してもいなかったくせに、これ見よがしにユディルの名をつける。そして、管理はエルレーシュに丸投げをした。

　シェンダーを、いまだに許すことはできない。

　今回、グラディスが負傷したことでその憎しみが溢れ出そうになっていた。

　怒りに身を任せて暴れたところで、シェンダーの思うつぼになるからかろうじて押さえ込んではいるが、もしもグラディスが目を覚まさなければ、次はきっとあの男に斬りかかるだろう。

「グラディス……」

　その名を呟けば、震えていた手が不思議と治まっていく。

　リフからフィール王国との縁談を聞いたときはくだらないことだと思っていた。帝国と縁を結びたいだけの有象無象のひとつ。その程度にしか思っていなかったのだ。

　しかし、リフはこの話に好意的だった。

　王の子が王女のみで、あとがないから助けを求めているのだろう、とは聞いていた。そのときも、助けてやる義理はないと突っぱねたのだ。しかし、それから程なくしてリフからもたらされたのは、『次の新月に国境付近で騒動が起こると思います。国内で騒がれるのも面倒ですので、先手を打ってしまいましょう』との言葉。言われるままあの日、関所付近まで出ていった。

　そして、グラディスと出会った。

　出会ってしまったら、もう手放せなくなっていた。エルレーシュの知る女とはまるで違う。男の中にも彼女のようなものはいなかった。

　ただ国を想い、残してきた者らの身を案じ、自分を責め続けていた。女だから国を救う気概があってもできない者がいる。気丈に振る舞いながらも弱く、脆くて、少し背中を押してやりたくなった。

　彼女のそばにいると、必死につけた無慈悲の鎧を引き剥がされてしまう。

　それが、とても心地よかった。

　彼女はきっと裏切らない。情に厚く、誠実に恩を返しにくるのだろう。

　まだエルレーシュに勝ててもいないし、兵士たちに完膚なきまでにやられる日々を悔しがっているような娘だ。やるべきことがこの世にまだたくさんある。

　だからグラディスは、こんなところで死ぬはずがない。

　彼女のことを考えていると胸の奥が温かくなる。これを人は慕情と呼ぶのだろうと、なんとなく思った。

　早くそばに行って、早く彼女に触れたい。早くその目に映してほしい。

　赤い花びらが舞う館が見え、馬の速度を落とす。

　門扉の前には栗色の髪をした男が立っていて、馬を下りるエルレーシュにわずかに頭を下げると、エルレーシュは男の肩を叩いた。

「グラディスのそばにいてやればいいんだぞ、フォルツ」

「皇太子殿下がお越しになったと気づいていながら迎えに出なかったら、姫様に叱られたほうがましだと思えるような日々が待っているような気がしましたからね」

「なんだ、それは」

　歩き出すエルレーシュの後ろをフォルツがついて歩く。はじめて後ろを歩かせたが、なるほど、リフと同じタイプだ。間合いをしっかりと見極め、エルレーシュが届く範囲とフォルツ自身が踏み込める距離を一瞬で探り当てられる。足音がほとんどしない。煩わしくならない程度にまで己の気配を消し、けれど決して無にはならないあたりもリフによく似ていた。

「優秀な人間を連れていると楽ができるな」

「僕は殿下のように守り甲斐のない人をお世話するなんてまっぴらですよ」

「ほう……グラディスは守り甲斐があると？」

「昔の話ですけどね。王宮の目の前にある山に入って遭難しかけた挙げ句、出くわした猛獣を蹴散らそうとして大怪我をしたんです」

「……それで？」

「グラディス様を見つけて声をかけて起こしたんですが、熊と踊っていたのにって文句を言われましたよ。そのあと、泡吹いて倒れましたからね。この人の面倒は僕がつきっきりで見ないと、って決意しました」

　目を回しながら熊の話をしたのかと思うと、可笑しくなってくる。エルレーシュが肩を震わせていると、フォルツは少しだけ緊張の糸を解いたようだった。

「それで、グラディスの容態は？」

「解毒薬が完成して、投薬をしていただきました。あとは毒が消えるのを待つだけですが、心臓に近い場所を打たれているので、そちらが心配だという話でした」

「そうか」

「向こうでお花畑を見ていないといいんですけど」

「熊と友達になって帰ってくるかもな」

「嫌ですね。全然笑えない」

　視線を一度だけ後ろへ向けると、フォルツが心底嫌そうな顔をしていた。

　グラディスのいる部屋までやってくると、扉を開けて彼女が眠るベッドへ近づいた。

　穏やかに眠るグラディスの顔はただ夢を見ているだけのように思える。手を伸ばし、頬に触れてみると温かくて、ほっと胸をなで下ろした。

「美しい娘だよな」

「見た目だけはね。性格は残念を極めてますよ」

「それはお前のせいじゃないのか」

「僕が男前な性格になったらモテるじゃないですか」

「嫌なのか？」

　ベッドの脇に椅子を置き、グラディスの手を握りながらフォルツを見上げた。

「姫様が一生懸命女性を口説く未来が、リフ殿じゃなくても見えますよ」

「それは困るな」

　ふと笑って、グラディスの手をそろそろと撫でる。

　腕も指も細くて、頼りないほどだ。だが、手のひらには肉刺ができていて、剣術を学んできたという言葉に嘘はないのだろうと思った。どれだけのものを、彼女は一人で背負ってきたのだろうか。従者にも言えないことがどれだけあっただろう。

　そのすべてを、エルレーシュが支えてやりたい。彼女に降りかかる火の粉を払い、安心して彼女が笑える場所を作ってやりたい。

「グラディス……伝えたいことがある」

　生涯をかけて、彼女を愛していきたい。

　だから、早くこの腕に戻ってきてほしいと強く願った。






　◇






　グラディスの記憶にある母の姿は、泣いている背中だった。

　眠っても夢に出てくるその姿は、シェルクレス帝国へやってきてからはほとんど見なくなっていたのだ。

　だが、いま、グラディスは亡き母の悲しそうな背中を見ていた。これは夢だ。そうわかっている。それでも、グラディスは『ごめん』と呟いてしまう。

　母が泣いていた一番大きな理由は、グラディスの存在だったはずだ。

　母は、国王に見初められて王妃となった人で、元は王妃になどなれるような身分の人ではなかったのだ。

　苦労が多かったと思う。雑音も多かっただろう。味方はどれほどいただろうか。

　グラディスが聞きかじった話では、いまの国王――グラディスの父親であるシュトラールは、国政で苦労をした人だった。

　シュトラールが即位し、国内で暴動が起こった。鎮圧に時間を要したが、国民を守るために奮闘したシュトラールは強く支持される王となった。しかし、そこから干ばつや飢饉、疫病などに見舞われて、休む間もなく働いていたそうだ。

　不安定になる国内を平定することにかかりきりになったシュトラールは、国内情勢が落ち着いた頃、ようやく後継者がいないことに気づいたらしかった。

　そこで妃を探し、母が見初められた。

　シュトラールは五十歳。母は二十歳になったばかりだった。

　周囲からの反対はあったが、若い妻はどうしても必要だったのだ。王子を切望されていた。不測の事態のために子は多くいるほうがいい。そのためには、どうしても可能性の高い、若い妻がいる。だから、ただの平民であった娘をぜひ妃にと望むシュトラールの願いは叶えられたのだ。

　婚礼はすぐに執り行われ、懐妊の報は程なくしてもたらされた。渋っていた重臣ですら喜び、国中が歓喜した。しかし、実際に生まれたのは王女だった。

　そのときの落胆ぶりを、グラディスはよく想像していた。

　母は、どれほどの非難を浴びたのだろうか。父に、繰り返し詫びる母の背中をずっと見ていた。

　生まれてきてごめんなさい。女に生まれてごめんなさい。

　グラディスも、そう繰り返すようになっていた。

　しかし、母が毎日泣き暮れる本当の理由を知ったのは、大人の話が理解できるようになった頃だった。

　母は、グラディスを産んだことで、二度と子を身ごもれなくなってしまっていたのだ。

　唯一産むことができた子が、この国では使い物にならない王女だったのなら恨まれて当然だと思った。グラディスが生まれさえしなければ、母は王子を産めていたかもしれない。皆に大事にされて、穏やかに暮らせていたかもしれないのだ。

　やがて、母は病に倒れ、早逝してしまった。

　さらに不幸は重なった。

　ずっと頼みとしてきた有力貴族が突然没落してしまったのだ。その影響は想像を絶するほどの混乱をもたらした。

　その貴族がいたことによって押さえつけられていた勢力が出現し、政敵が増えていく。件の貴族から袂を分かったバルドー一族が台頭しはじめたのもこの時期だった。

　本流の流れを汲むバルドー家をシュトラールは重用したが、敵対勢力となり、思うように事は進まなかったようだ。

　そんな苦境の中にあっても、父はグラディスを可能な限り愛し、わがままをよく聞いてくれた。それでも、グラディスの顔を見るとつらそうな顔をする。

　男でないことを嘆いているのだと思ったグラディスは、後継者らしく、王子らしく振る舞おうと決めたのだ。

　幼い頃はドレスを着ていた。かわいいものが嫌いなわけではなかった。ぬいぐるみも好きだったし、甘いケーキも好物だった。でも、それらをすべて封印した。そんな必要はなかったのだが、それが男らしさだと思ったのだ。

　周りの男の真似をして、父のスーツを着て城内を歩いたことがある。こっぴどく叱られたし、王女らしく振る舞えと注意をされたのだが、男のように見えているのだと理解したグラディスの行動は、どんどんエスカレートしていった。

　男はよく狩りに出かけていると聞いて、グラディスは一人で狩りに出た。

　この頃はまだフォルツと出会っていなかったので、供をしてくれる者などいなかったし、狩りをしたいといえば、おそらく叱られただろう。だから、単身で狩り場の山へ出かけたのだ。そのとき、猛獣に襲われた。

　一撃を食らって怪我をした途端、怖くなって逃げ、途中で転んで、そのまま滑落した。なにに襲われたのかもわからないまま、全身を打ち付けて、指一本も動かせないくらい痛かったことだけは覚えている。

　朦朧とする意識の中、鮮やかな花畑が見えたのだ。そこは楽園と呼ばれる場所だったかもしれない。痛みも消え、温かくて、幸せだった。

　そこで母の姿を見た。笑ってくれなかったが、泣いてもいなかった。だが、母はとうにこの世を去ったので、夢だということはわかった。

　グラディスは、夢の中で母にダンスを申し込んだ。男らしくなっただろう、と誇らしげに手を差し出したのだ。母はグラディスの手を取った。その手は毛むくじゃらで驚いたし、顔を見てみると熊になっていたので腰を抜かしかけたが、なんでもいいかと思って熊と踊った。ステップはひとつも踏めなかったが、そこでは些細なことで、軽快に楽しく踊り明かしたのだ。

　幸せだ。このままずっとここにいたい。

　そう思っていたのだが、グラディスの夢を打ち破ったのは男爵家の令息だった。頬をベチベチ叩かれて、視界に映ったフォルツに「熊と踊っていたのに」と呟いてまた気絶したらしい。

　瀕死の重傷を負い、死の淵をさまよっていたと聞かされたのは、意識が戻ってからだった。

　そんなことを思い返しながら、グラディスは目の前で泣く母に手を伸ばした。

　生きている頃は、父に詫びる母と一緒になって謝るしかできなかった。

「母上。私を産んでくれてありがとう……」

　母がこの命を授けてくれなければ、いまのグラディスはいなかった。フォルツと過ごす他愛ない日常を知らなかったし、エルレーシュと出会うこともなかっただろう。

　恋をすることも、自分のすべてを肯定されることも知らないままだった。生きていることを喜んでいいのかと思うことはある。

　母の人生をめちゃくちゃにしたのはグラディスだ。それでも、グラディスは生きているし、生きることを諦めるわけにはいかない。

　守らねばならない人たちがいる。会いたい人がいる。伝えきれていない言葉は山のようにあるのだ。

　ふと、光が射した。

　振り返ってみると、赤い花びらが舞い、木漏れ日の射す道が見えた。

「私は行かねばなりません」

　母のいる場所が暗くなっていく。

「あなたを忘れたことは一度もなかった。ずっとあなたに詫びて生きていくのだろうと思っていました。ですが、あなたを思い出にすることを許してほしい。私はいま、女でよかったと心の底から思っています。大切な人たちのもとへ戻ります。母上……どうか来世でも私の母でいてください」

　深く腰を折ったグラディスを、母が振り返った。

　恨みの籠もった目で見られるのだろうと覚悟したが、母は晴れやかな笑顔を向けてなにかを囁いた。

　その声は聞き取れなかったが、きっと、聞こえなくてよかったのだ。

　背を向けて、グラディスは日の射すほうへと歩き出した。あの先にはエルレーシュがいる。

　彼に、早く会いたい。






「……エルレーシュ……」

　ゆっくりと瞼を持ち上げ、周囲を見回す。視界に飛び込んでくる金色の髪を見つけて、その人に触れようと手を持ち上げたが、重さにうまく動かせなかった。よく見てみると、ベッドに伏せたエルレーシュが、しっかりとグラディスの手を握って離れないのだ。

　どうしようかと思案していると、顔を覗き込んでくる見慣れた顔があった。

「おはようございます、姫様」

　フォルツでも、こんなふうに安堵したような顔を見せるのかと、まばたきを数度する。

「皇太子殿下は先ほど眠られたところなので、どうかこのままで」

「……エルレーシュでも眠るんだな」

「そりゃあ、皇太子殿下も人間ですから寝もしますよ」

　エルレーシュの眠った顔など見たことがなかった。珍しくてじっとエルレーシュを見つめると、いつもは野生の獣のように見える顔や雰囲気が消えていることに気づく。

「エルレーシュは、目を閉じているとただの美男だよな」

「そうですね。眼光が強いのでそっちにのまれちゃいますけど、造形はいいですよね」

　そこでにたりとフォルツが笑ったので、ふんとそっぽを向く。

「お前は性格が悪い」

「だって姫様、皇太子殿下にすっかり懐いちゃったじゃないですか」

「懐いてない！」

　声が裏返るほど叫んでしまい、フォルツに人差し指を立てられた。

「皇太子殿下が起きちゃいます」

「お前のせいだ。というか、エルレーシュは手を握りすぎだ。寝ているのに加減しないなんて、この人はどんな力自慢なんだ……！」

「でも、振りほどかないんですね？」

　こう言われてしまうと口をへの字に曲げるしかなくなるグラディスは、拗ねたように寝返りを打ってエルレーシュの頭を撫でた。

「振りほどいたら、エルレーシュが起きてしまうだろう」

　透けてしまいそうなくらい美しい金色の髪だ。指の隙間から零れていくさまは、掬った蜂蜜が流れていくようで、ずっと見ていたくなる。

「皇太子殿下、ずっとおそばについていてくださったんですよ」

「……私はどれくらい眠っていた？」

　だいたいの記憶はあった。刺客に襲われて、矢が放たれ、エルレーシュを庇ったはずだ。そうできたかはわからないし、グラディスが前に出なくてもエルレーシュならば回避できたかもしれない。

「三ヶ月ですね」

「だいぶ寝たな……」

「ええ。でも……」

　フォルツの手がグラディスの頭へ伸ばされる。優しい手つきで撫でてくるフォルツを見上げ、いつものように下手くそな照れ笑いを浮かべる。

「おかえりなさい。心配したんですよ、これでも」

「そうか。お前の顔はまったく思い出さなかったが、一応帰ってきたぞ」

「生死の境で思い出さないでもらえて僕はいま本気でむせび泣きそうなほどうれしいです。僕を恋しがられたら舌をかみ切って別のあの世に行くところでした」

「お前、本当に死地へ送ってやろうか……！」

「やだなぁ、いつもの軽口じゃないですか。目が本気なんですよ。っていうか皇太子殿下が起きるって言ってるじゃないですか」

「もういい、エルレーシュを起こしてでもお前に生死の境を見せてやる」

　ぎゃあぎゃあといつもの調子で言い合っていると、ふふと笑う声が聞こえてフォルツと顔を見合わせた。

　ゆっくりと、エルレーシュのほうへ目を向ける。

　先ほどまでは伏せていたのに、頬杖をついて楽しそうにこちらを見つめている姿があって、グラディスは心臓が飛び出しそうになった。

「お、お……起きてたのか……！」

「頭の上で騒がしい声が聞こえたらだれでも起きる」

「すまない……寝たばかりだと聞いていたのに」

　もぞもぞと身を起こし、しゅんと頭を下げるグラディスをエルレーシュはきつく抱きしめた。

「目が覚めたならすぐに起こせ」

「だが……眠っているのに悪い」

「どれだけ心配をしたと思っている」

「……そう……だな。私になにかあっては、あなたが咎められるかもしれない」

　気が気でないのは仕方がないことだと納得をしたが、身体を離したエルレーシュが首を横に振る。

「そこじゃない」

「違うのか？」

「違う」

　ではどういうことだろうと首をかしげるグラディスの手を、エルレーシュがきゅっと握る。そして、少し身を乗り出すようにしてグラディスの顔を覗き込んだ。

「君に伝えたいことがある。聞いてくれるか？」

「ああ、もちろんだ」

　グラディスにも伝えたいことがあった。だが、エルレーシュの言葉を聞いてからのほうがいいだろう。

　そばで人の気配が動いて、目を向けるとフォルツが部屋をそっと出ていく。それをたしかめてからエルレーシュの手を軽く握り返すと、彼がためらいがちに口を開いた。

「君の実力を低く見積もっていた。すまなかった」

　腰を折るエルレーシュに驚いた。

「そんなこと、気にしていないぞ。私が自分の実力を大きく見誤っていたのは事実だ。教えてもらえたことに感謝しているくらいなんだ」

「俺は、君が俺の前に出てきたあの直前まで、気丈なだけの女だと思っていた」

「間違ってはいないと思うぞ」

「矢が飛んできたとき、君は避けることもできたはずだ。それくらい、きちんと攻撃されていることを認識していた」

　少し違うかなと思った。グラディスは、あのときほとんど反射的に飛び出していた気がする。エルレーシュを守らないといけないと、そう思ったのだ。

　避けるという発想がなかったし、攻撃をされているという認識もなかった。ただ、危険が迫っていることだけがわかった。

「反射的に動いただけだ。なにも考えてなどいなかったさ」

「仮にそうだとして、君は俺の命を救った」

「あなたなら、私が前に出なくても鮮やかにかわしただろう」

　掴まれた手が、さらに力を込めて握られる。

「自分を卑下しなくていい。君は俺を守った、その事実は曲がらない。君は勇敢だし、強い人だ。もっと、誇っていい」

　さあっと風が吹き込んでくる。赤い花びらがグラディスの手元に落ちてきて、窓に目を向けた。

「寒いか？」

　エルレーシュが椅子を立って開いている窓を閉めに行こうとする。

　グラディスは、彼の服を強く掴んだ。

「私は、あなたに迷惑をかけただけかもしれないと思っていたんだ」

「そんなことはない」

「……私は、役に立てただろうか」

　エルレーシュが身をかがめ、グラディスに顔を寄せてくる。そして、彼はしっかりと頷いて見せた。

「もちろんだ。君は俺の恩人だ」

「ふふ……っ、そうか、あなたに恩を売れたのか。なかなかやるじゃないか、私も」

　照れくさくて、ごまかすように一人で誇ってみたが、エルレーシュは相変わらず真剣な顔でグラディスを見つめてくる。

　額をコツンとつけて、首筋に手が這わされるとその温かさに頬を寄せた。ゆっくりと距離が縮まって、吐息が混ざり合う。

　そっと、触れ合うだけのキスをひとつ。一度離れると、今度は深く熱を混ぜ合うように口づけを交わした。

「君を愛してる、グラディス」

「……え？」

「二度は言わない」

「……いや、言ってくれないとわからない」

　ふいと顔を背けて椅子に戻るエルレーシュに詰め寄る。グラディスが、即座にいまの言葉を理解できるはずがないのだ。

「言わない。君が好きに解釈しろ」

「そんな無茶を言われても困るぞ」

「君の都合のいいように受け取っていい」

　それはだめだろうと考え、ベッドに座り直して顎に手を当てて思案する。

「私は……もう一度あなたに会いたくて目を覚ました気がする。母の泣いている姿を見ても胸の痛みは小さくなっていた」

　昔は悪夢にうなされて飛び起きることばかりだった。少しずつその頻度は減ったが、母を夢に見ると泣いて起きてしまう。それだけは変わらなかった。

　だが、この国へ来てからは穏やかな朝を迎えられる。

「あなたといると、悔しいこともあるし羨ましいと思うことも多いんだが、それ以上にこう……胸の奥が温かくなるんだ。そういう気持ちを私は知らないから、自分勝手に気持ちを理解してはみるんだが……」

　合っているかわからない気持ちに首をかしげる。

「あなたは私にとって太陽のような人なのかなぁ……と思っているんだが」

「グラディス」

　ブツブツと独り言を繰り返すグラディスをふわりと抱きしめる体温は、今日も温かく包み込んでくれる。

　この人のぬくもりは、とても離れがたい。

「俺を愛していると言えばいい」

「し、しかし……」

「俺は言ったぞ」

「そう……だが……わからないとも言ったぞ……」

　ごにょごにょと尻すぼみになるグラディスに、エルレーシュが柔らかな笑みを向ける。「グラディス。君を、愛してる」

　愛も、恋も、情さえわからないグラディスが、ひとつだけたしかに言えることがあるとすれば、いま、胸の内に燻る想いが、彼への慕情であればいいということだけ。

「……あなたを、愛している……と思う」

「頼りない返事だな。まあ、いいか」

　大きな手に頭を撫でられ、グラディスが相変わらずの下手くそな笑顔を作る。

「エルレーシュ、あなたのそばにいたい」

「好きなだけいればいい」

　ベッドへ体重をかけてのしかかってきたエルレーシュを、引き寄せるように抱きしめた。その温かさに目を閉じると、グラディスは吸い込まれるようにもう一度、眠りへと落ちていった。

















五．ほしいものは奪うまで












　意識を取り戻したあと、ベッドを抜け出して動けるまでに回復をしたグラディスは、すぐに別の場所へと移された。

　襲撃をされた場所にいつまでもグラディスを置いておくのは危険だったからのようだ。

　馬車で移動をすること二日。

　ようやく移動が完了したことを聞かされ、馬車を降りたグラディスは思いきり伸びをする。途中で休憩を挟みながらだったが、ずっと馬車に揺られ続ける移動というのは大変だ。

　辺りをぐるりと見回した。ユディル記念公園の館より小さな屋敷がある。グラディスはしばらくの間をここで過ごすように言われているのだが、なんとも殺風景な場所だ。

　庭があって草も刈られていて、花はもちろん、目印になるような木すらなかった。

　屋敷に入ってみると、清掃はされているようだがなにもない。床は剥き出しで、調度もなく、兵士に案内された部屋にかろうじてベッドとクローゼットがある程度だった。文字どおり、なにもないのだ。

　ユディル記念公園の館から見える景色は、赤い花が咲いていることもあってずっと眺めていても退屈をしなかったが、ここは三日とたたずに飽きてしまいそうだ。

　どうしたものかとベッドをふかふかと押してみた。

　置かれているものはずいぶん上等なものだ。寝心地がよさそうで安心した。これなら存分に養生できると思ったが、いかんせん華がない。使用人がいないから、当然メイドもいない。無骨な兵士が何人いてもグラディスは満たされない。

　どうしたものかとベッドの上で膝を抱えると、部屋の扉が打たれた。

　応答すると、姿を見せたのはエルレーシュだった。

「殺風景な屋敷だな」

　部屋を見て言ったエルレーシュに、グラディスも頷く。

「空き屋敷なのか？」

「違うらしいが……まあ、不便があれば伝えればいい」

「そうさせてもらうよ」

　エルレーシュがグラディスのそばに腰を下ろした。

「グラディス。今回の件、改めて謝罪させてほしい。すまなかった」

「いや……私は無事だし、あなたにも怪我がなかった。それでいいだろう」

「そういうわけにはいかない。フィール王国の王女を預かっているんだ。怪我をさせるなど、あってはならないことだった」

　エルレーシュは、不法入国をしたグラディスを捕らえたはずだった。それは、保護されたわけでも、フィール王国が預けたわけでもない。

「私は不法にこちらへ来ていたわけだしなぁ……」

「俺はそれを罰しなかった。君を客として、最初から受け入れていた。だから、怪我をさせてはいけなかったんだ」

　なるほど、と頷く。

　不法入国を咎めるつもりなら、エルレーシュはグラディスを早々に処分できた。そうしなかったのだから客だ、という理屈だ。

「わかった。その謝罪は受け入れよう」

「公園で見かけた刺客は、その日のうちに捕らえた。君が目覚めるのを待って処分を検討し、追放処分になった」

「そうか」

「……俺は命を差し出せと言ったんだがな。珍しくリフが止めた」

　やや不満げな顔をするエルレーシュに近づき、肩をすり寄せた。

「それはやり過ぎだ。私は生きている。私が目覚めるのを待っての処分だったのなら、命は取らなくていい。帝国を追い出された人間の行く先は決して明るいものではないだろう。それで充分だ」

　シェルクレス帝国という戦争大国から追い出されたら、行く先はない。大陸はほとんど帝国が制圧をしているし、いま争っている国へ行っても、結局は戦場で対峙することになるのだ。属領や保護領が追放者を受け入れられるとは、グラディスでも思えない。

「リフも同じことを言った。帝国のやり方を知らないわけでもないだろうに、頑として譲らないから従ったが、こういうことなんだろうな」

「うん？」

「もしも俺が刺客を全員処していたら、君は俺を諫めた。好きな相手の不興など、俺でも好んで買いたいとは思わない」

「あなたの考えを多少は変えられるくらいに好いてもらっていると、うぬぼれていいのか？」

　冗談めかして笑うと、エルレーシュの手がグラディスの頬に添えられる。

「俺は、君にずいぶん変えられたぞ」

「私もだ。あなたを見ていると、私には王の資質などなかったと思うし、縁談など王位を継ぐために仕方なく応じるだけのものだと思っていたんだからな」

「いまは違うのか？」

「そうだな……あなたが生きていく道を共に歩いてみたいと思うかな……」

「戦ばかりの国へ来ても、君が楽しくなれるとは思えないけどな」

　そこで首をかしげた。

「私は帝国へ嫁ぐのか？」

「嫁がないのか？」

　エルレーシュと二人で首をひねる姿は、冷静に見れば滑稽で二人揃って吹き出した。

「しかし……私もフィール王国を放ってはおけないんだ。国へ帰らねばならないし、皆を救わねばならない」

「それについては、リフに考えがあるようだ。君と話したいと言っていたから、近いうちにこちらへ来させよう」

「そうか。リフの話は少し回りくどくてわかりにくいんだが、彼に歩み寄れるよう努力しよう」

　グラディスが必死になって考えたところで、フィール王国の窮状を救うことなどできないのだ。いま、フィール王国が存続しているのは帝国が圧力をかけ続けてくれているおかげだ。それがなくなったら、穏健派の皆は即刻処刑されるだろう。

　ここは、任せるしかないのだ。

「それとな、先ほどの刺客の話だが、あれをけしかけたのは皇帝だ。それについて、皇帝にも贖罪はさせるつもりでいる」

「……失礼なことだったらすまない。そんなことができるのか？」

　皇帝とは、この国で絶対的な存在だ。たとえエルレーシュであっても命令は遵守のはず。

「それについて、フォルツを貸してもらえないか？」

「フォルツを？」

「君が眠っている間、そばに置いてみて思った。あの男は俺やリフには持ち得ない才覚がある。それはたぶん、皇帝を……シェンダーを引きずり下ろす力になる」

　フォルツが優秀な男であることは、グラディスもわかっていた。男爵家の嫡男で、勤勉。剣術の腕も決して悪くない。器用貧乏なだけだとフォルツ自身は言っていたが、小さな国に生まれさえしなければ、もっと才能の使い道があっただろうにと惜しむことは何度もあった。その感覚を、グラディスはうまく言葉にできなかったが、エルレーシュにここまで言わせるのだ。きっととてつもない能力を持っている。

「……使ってやってくれ。あいつは私のそばで従者をしていていい男じゃないんだ」

「それはフォルツを侮辱する言葉だぞ、グラディス」

　微笑みを向けられて、目を逸らした。

「……そうか……？　褒めたつもりだった」

「フォルツは自ら望んで君の従者になったと言っていた。願いも、夢も、希望も、あいつはすべて諦めたかもしれないが、そうしていいと思ったんだろう。君のために、人生を賭けていいと思ったんだ。君のそばで従者をすることこそがフォルツの人生で、価値なんだ。それを君が否定してやるな」

　ぎゅっと手を握り締め、俯いた。

　否定したつもりはなかった。フォルツには才能があるのだと言いたかったのだ。だが、グラディスがそれを口にしたらフォルツを否定してしまう。そんなことに想像が及ばなかった。

「では、エルレーシュ……いまの言葉は訂正する。私の従者はとても優秀だから、かならず無事に帰してくれ。貸すというのもよくないな。あいつの意思も尊重してやってくれ」

「フォルツには事前に聞いておいた。喜んで受けると言っていた」

「……わかった。フォルツをあとで問い詰めよう」

　二人で笑い合って、どちらからともなくキスを交わす。いつもはそれだけで終わるはずだったが、エルレーシュに体重をかけられ、ベッドへ押し倒された。

「しばらく俺も手が空きそうにない。君の周りも慌ただしくなるだろう」

「そうか……互いにやるべきことに力を尽くそう」

　エルレーシュが顔を伏せ、グラディスの首筋にちゅっとキスをする。
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「今日は予定を空けてきた。君のすべてをもらっていいか、グラディス」

「……違うぞ、エルレーシュ。あなたが私のものになるんだ」

　得意げに笑うと、エルレーシュが肩をすくめた。

　その日、はじめて触れ合ったエルレーシュの肌は、熱を発する太陽のように熱かった。






「読書は進んでいますか、グラディス様」

　ベッドの上で本と向き合っていたグラディスに、抑揚の浅い声がかけられた。

「楽しんでいる。難しいがな」

「それはなによりです」

　エルレーシュは、グラディスに多くの本を貸し与えてくれた。恋物語や冒険譚にはあまり興味はないと思っていたが、エルレーシュが貸してくれた本は帝国史や兵法などが主だった。

　これは、ずっとグラディスが読んでみたかったものだ。帝国の歴史に触れたいと思っていたわけではないが、この国の成り立ちや在り方を学ぶのは思いのほか楽しかった。

　小さな国からはじまったシェルクレス帝国は、長い時間をかけて領土を広げ、その地位を確固たるものにした。

　現皇帝の記録もある。もともと冷酷で過激な皇帝だったようだが、その最大の戦果は南方エルトゥラ共和国を降したことだ。

　エルトゥラ共和国は豊かな大地に恵まれ、食料の自給率がとても高い。これを属領にしたことで、シェルクレス帝国は一気に勢いを増したのだ。

　リフがベッド脇へ椅子を持ってきて座るのを待ってから、身体を少し彼のほうへと向けた。

「帝国史は面白いな。これならまだまだ読めそうだ」

「グラディス様は識字も読書能力も問題なさそうですね。フィール王国は女性の識字率が極端に低いので、少し意外でした」

　エルレーシュの訪問のあと、リフがやってきたのは今日が二度目。一度目は、すぐに身動きが取れないので一週間だけ待ってほしいという話をしに来たのだ。

　暢気に待っていていいものかと思ったが、グラディスが焦ったところでなにかをできるわけではない。

　この待っている間に兵士と訓練をしていてくれとも言われた。

　三ヶ月眠り続けていたことで体力が落ちていて、軽い運動をするだけでも全身が悲鳴を上げていたのでありがたい提案だった。

　そうして、朝から領地の兵士らと共に数時間の走り込み。腕立て伏せや腹筋、素振りといった基礎訓練が各三〇〇回。水分補給以外は休みなしで続けられるので、グラディスは隅で絶好調なほど吐きまくってふらふらになりながら昼食を摂り、部屋で小休憩を挟んだあとは読書に耽っていた。

「……私はリフとあまり話したことがないな」

「殿下がいらっしゃるのに、私がグラディス様に声をかけることなどありませんよ」

「それもそうか。君はそういったところは厳格だよな」

「そうではありません。グラディス様にかけるべき言葉が見つからなかったというのが正しいです」

「君が？」

　あまりに意外な言葉に目をぱちくりさせた。

　リフは必要最低限の会話で、手短に済ませるのだと思っていた。そういう人間には得手不得手など存在しないと思っていたから、かける言葉が見つからないというのはとても意外だ。

「私にも嫌なことや苦手なことはあります。それより、今日はこちらをご覧になってください」

　書類の束を渡され、パラパラと目を通した。

「これは？」

「宮廷会議の議事録です」

「私が見ていいものなのか？」

「かまいません」

　こんなにあっさりと宮廷の外へ持ち出してくることにも驚いたが、異国の人間であるグラディスに見せてくるということも驚いた。

　グラディスならば内容がわからないと思ったのかもしれない。

「その書類を見て、グラディス様なりの意見を聞かせてください」

「私の……か。わかった」

　内容は、持ち出して困らないような内容なのだろう。

　南部寒村部の税が滞納していること。穀物の輸入経路について。入国者の報告と、今後の来賓予定が議題として挙がっている。

「……これは、私が考えてどうにかなるのか？　なにが問題かわからないぞ」

「読み解けることがあります。もう少し読み込んでください」

　議事録を穴が空くほど睨みつけた。

　南部寒村部の税の滞納については、昨年の天候が影響していて納税が滞っている。これについて、記録では免除の決定が下ったようだ。

　穀物の輸入経路は、南部エルトゥラ共和国からの輸入が提案されている。しかしこれは退けられ、海を挟んださらに南の大陸からの海洋貿易で賄うこととなった。

　入国者については、関所で記録が取られているが、南部の関所からの入国者数がずば抜けて多い。

　来賓予定者は帝国内の北部領からの面会申請が多いようだ。

「……南部になにかがあるのか……？」

「及第点ですね。では、起こりうる事態はなんだと思いますか？」

　グラディスにわかるわけがないだろう、と表情で全力の意思表示をしたが、リフは視線を落としてグラディスを見ていなかった。考えてなにか答えを出さないといけないようだ。

「帝国史によると、エルレーシュの異母弟殿は海向こうの南の大陸へ渡られたのだったか。貿易はそちらとの繋がりを作るためか？」

「おおむね正解ですが、貿易の繋がりがあったので第二皇子が婿入りをしたのです」

「……ということは、エルトゥラという食料供給国がありながら、帝国は頼ってこなかったわけか」

「そのとおりです」

「なぜだ？　エルトゥラ共和国は、現皇帝が属領としたのではなかったか？」

　エルレーシュの母親は、投降の証しとしてシェルクレス帝国へ来ているはずだ。ならば、帝国にはエルトゥラの食料を提供してもらう権利があるはず。そうしないということは、供給量が足りていない可能性があるが……。

「南部に問題があるんだよな……」

　眉間に皺を寄せて必死で考えてみたが、少し帝国史を読んだだけのグラディスにわかるはずがなかった。

「……すまない。私ではわかりそうにない。降参だ」

　リフが珍しく表情を緩め、ひとつ頷いた。

「グラディス様はご自身の無知を素直に認められる方なのですね」

「知らないことを知っているふうな顔をしても仕方がないしな。それとも厭味かなにかか？」

「いいえ。気丈に振る舞われていたので、こんなことをしたら怒ってしまうのではないかと、少し危惧していたんです」

「別に怒るようなことでもないだろう。それで私に知識が即座にもたらされるならそうするが、知識は積み重ねだからな。できないものはできない」

　きっぱりと開き直ると、リフが困った顔をする。

「それはそれでどうなのかとは思いますが、そういったおおらかさは人に好まれるでしょうね」

「女性に好まれたいぞ。君はとても女性に人気がありそうだ。秘訣を聞きたいな」

　ベッドの上であぐらをかいて、リフの顔を覗き込むように見ると、彼は目を逸らしてしまった。

「それより、この議事録ですが」

「くっ……口説き方の指南ではなかったか。続けてくれ」

　リフの困り顔を横目に、議事録に目を移す。

「帝国はいま、南方シュタルテット王国と緊張状態が続いています。国境付近では常になにかしらの争いが起こっていますが、大きな動きがないのでこちらからは手を出しづらい状態となっています」

「有無を言わせず侵攻するわけではないんだな」

「それではただの略奪者です。帝国には帝国の矜持があります。頻発する挑発行為だけを理由に一国を滅ぼしてしまうと、帝国に降った国が反発しかねません」

　戦をするにも、明確な理由を持って侵攻をするのが帝国の流儀のようだ。ただ奪えばいいだけではないことに、グラディスは驚きつつも何度も頷く。

「しかし、エルトゥラからの食料輸入を断る理由にはならないような気がする。エルトゥラは帝国の属領だろう？」

　エルトゥラ共和国が帝国の属領になって三十年。過去には食料輸入をしていた時期もあったが、完全にエルトゥラの供給に任せていたという記録はなかった。

　つまり、帝国はエルトゥラになにかしらの警戒をしているのだろう。

「シュタルテット王国とエルトゥラ共和国は共に南方の国で、帝国と国境を接している場所でもあります。エルトゥラとは長く戦をしてきて、三十年ほど前にようやく統治下に治めたわけですが、それでおとなしく従うと思いますか？」

「……ああ、なるほど。エルトゥラは反旗を翻すかもしれないということか」

「そうです。そのとき、食料という不可欠なものを完全に頼ってしまっては、帝国は即座に潰されます。そのため、帝国はエルトゥラに頼らず、第二皇子を海向こうへ送り出して大陸を越えた貿易をしたほうが安全なのです」

「大陸内で解決するより、大陸の外に頼ったほうが安全とはなぁ……」

　そういったことも考えて、エルレーシュもリフも行動しているのだ。グラディスならばそんなことに考えが及ばないだろう。

「北部領の来賓が多いのも、シュタルテットの動きを警戒してのことです。シュタルテットは属領の解放を訴えて挑発行為をしていますから、属領を一部でも返還してはどうかと訴えてくるでしょう。なにか争いがあるたびに兵士が召集されるので、北部領主はそれを疎ましく思っているでしょうからね」

「返すのか？」

「一度でもそんな例を作ったら、各地で反乱が起こります。正当な理由なく、属領を手放すことはありません」

　それもそうかと、グラディスが膝に肘を置いて頬杖をつく。

　前のめりになって議事録を眺め、いろいろなことを学ばねば読めるものではないかと視線を外す。

「私にはこの議事録を読むことはできないから、君は退屈だろう。もっとましな会話ができるといいんだけどな」

　多くの知識を持つリフには、知識のないグラディスとの会話など、なんの益にもならないはずだ。

「グラディス様」

　淡々とした声にちらりと目を向けると、リフが真剣な顔でグラディスを見ている。

　あまり明るい話ではなさそうな予感がして、しっかりとリフのほうへと向き直った。

「……どうかしたか？」

「フィール王国のことですが、穏健派が捕縛されて以降、強硬派の目立った動きは特にありません」

「そうか。帝国の兵士を国境のそばに置いてくれていると聞いた。それで動けないのだろうか」

「殿下の命令で、不測の事態が起こった際には進軍する旨を伝えてはいますから、影響がないとは言いません。ですが、おそらくレディン男爵の交渉術によるものかと思われます」

「……フォルツの父君か……」

「話術に長けた方ですし、強硬派バルドー一派との付き合いも長いでしょう。あの方がいれば、そう簡単に崩れないと思っています」

　バルドー侯爵に王城が押さえられてからも、フォルツの父であるレディン男爵は懸命に交渉を続けていたのだろう。

「……フォルツの父君は逃げおおせたと聞いている。ご無事なのか？」

「問題ありません。そこに抜かりはないでしょう」

「そうか……レディン男爵は、私が後継者になることに尽力してくれていた人だからな。万一があったなら、私はフォルツに顔向けできなくなる。男爵がご無事でなによりだ」

　リフの表情がわずかに歪む。

「グラディス様は、国王が捕縛されていても動揺なさらないのですね」

「うーん……心配はしているし、最初は慌てたさ。だが、私が気を揉んだところで父を助けられるわけではない。取り乱し、焦って勝手なことをすれば皆に迷惑がかかる。だから、おとなしくしているしかないんだ」

「そこまで冷静でいられるものですか？　われわれが偽りの報告をしている可能性を考えないのでしょうか」

　グラディスが首をひねる。思案して、かぶりを振った。

「それをするメリットがないと思う。帝国にとって、フィール王国は魅力のない国だろう？」

　薬草を育てて生計を立てているような国だ。食料が豊富に作れるわけではない。豊かな財源があるわけでもない。発掘すればなにかが出てくることもない。シェルクレス帝国にとってなんの魅力もないから、これまで侵攻されなかったのだろう。

　そんな国の状況をグラディスに不正確に伝えて、帝国側になにか利益があるとは思えない。

「それに、王宮から逃げたときフォルツに言われたんだ。未来のために生きてくれと。彼らはずっと、あの日を予測していたのだと思う。フォルツも、すべてを捨てて私と逃げる道を選んだ。ならば私は、フォルツを信じる。あいつに任せておけば、きっと……大丈夫だ……」

　そんな保証がないことはグラディスでもわかる。

　帝国で過ごす日々は慌ただしくて、フィール王国のことを考えている暇などないほどだった。

　それは、エルレーシュやフォルツがそのように気を回してくれているからだと思う。訓練の参加を認めたリフも、グラディスを慮って提案をしてくれたのかもしれない。

「大丈夫です。アッシュ・バルドーに人を殺めるだけの度胸はない。国王殺しの汚名を背負って生きていけるような男でもありません。かならず交渉してきます」

「そういえば、私はバルドー侯爵をあまり知らないな。たまに小言を言われるから絡みにいくくらいだった。名前がアッシュということもいま知ったぞ」

　だから、どういった性格の人物かをグラディスはよく知らない。肝の小さな人なのか、と一人で納得をしていると、リフが続けた。

「今回の件、殿下は国内でやるべきことがありますので、私が王国まで同行いたします。アッシュ・バルドーを捕らえ、謀反を起こした罪を償わせます」

　まっすぐ、射貫かれそうなほどの目で見られ、グラディスがたじろいだ。

「君がそこまで決意しなくてもいいだろう。それとも、フィール王国は帝国の支配下に置かれるのだろうか……」

「それはまだ決まっていません。ですが、私はレディン男爵たちと同じように、この日をずっと待っていたのです」

「待っていた……？」

「アッシュ・バルドーを潰す、その日を」

　まるで氷の刃を光にかざしたような、鋭利で冷えた声だった。

「リフ……君は……何者だ？」

　なぜ、皇太子の側近を務める男が、小国の一貴族を潰そうとしているのか。

　先見の明に優れた彼には、バルドー侯爵が力を持って存在することで帝国に不利益が起こると見ているのか。

　それでも、リフの言葉や声からは、バルドー侯爵への憎しみのようなものが垣間見える。「グラディス様はご存じでしょうか。かつて王国に存在した、ある貴族の没落を」

「……少しだけ聞いたことがある。彼らが身を落としたため、国がかなり揺れたと聞いている。バルドー侯爵も、彼らの遠い血縁だとか」

「バルドール伯爵家。フィール王国に十年ほど前まで存在し、王家に忠誠を誓い続け、建国の歴史と共に生きてきた、王国最古の一族です」

　ほう、とグラディスが頷くと、リフが深く腰を折った。

「私は、帝国での名をリフ・レオディールと名乗っていますが、これは生まれ持った名ではありません。本来はリフ・バルドールといいます。バルドール伯爵家、最後の家長でした」

「……君が……そうか……」

　それ以上の言葉は出てこなかった。

　没落したのならば、リフに行く場所などなかっただろう。長く続く名家にいながら、フィール王国で平民と同じようには暮らせなかったのかもしれない。

「アッシュ・バルドーが国家簒奪を目論んでいることは知っていました。王女殿下が大変な立場であることも承知した上で、私はバルドール家を潰すことを提案し、国を出ました」

「……そうか」

　膝のうえで手をきつく握った。感情がせり上がってきそうだ。

　もしも、リフがフィール王国に残っていたなら、もっと違う未来があっただろう。クーデターなど起こらなかっただろうし、穏健派の皆が危険にさらされることはなかったのかもしれない。

　しかし、リフはきっとグラディスではだめだと思ったのだ。だから国を捨て、帝国へ渡った。

　グラディスに、リフを咎める資格などない。むしろ――。

「すまなかったな、リフ。私がいたらないばかりに、君に嫌な思いをさせてしまった」

　額ずくほど頭を垂れる。謝る以外にできることなど、グラディスにはないのだ。

「……グラディス様は、私が聞いていたとおりの方なのですね。あなたに非がなくとも、己の非力さゆえと謝罪を厭わない。私は出仕をしていなかったので直接グラディス様を知らなかったのですが、父からはそのように聞いていました」

「君の父君にもお目にかかっていたか。すまないな、記憶にない」

「グラディス様とお話をしたことはなかったと言っていました」

「君はなぜ王宮に出仕しなかった？」

　リフが視線をさまよわせた。言いたくないなら言葉にしなくてもいいと、グラディスが口を開きかけたとき、リフが言葉を発した。

「一番の理由はアッシュ・バルドーがいたからです。あの者は一族の恥でしかなかった。顔を見ればいちいち突っかかってこられていたので、父が出仕していたこともあり、控えていたのです。対外的には病弱だと適当にごまかしていましたが、父からはいくらか咎められました。とはいえ、こんな性分ですからね……気難しいと思われて諦めていたのかもしれませんね」

　グラディスがぷっと笑うと、リフも表情を和らげた。

「たしかに君は気難しそうだし、なにか言うと論破されてしまいそうだ」

「はい。ですので、アッシュ・バルドーが望むように、交渉で片をつけましょう。私があの男に負けることはありません」

「帝国に籍を置く君が、そこまでして大丈夫なのか？」

　帝国としては関わらなくてもいいはずだ。小さな国の中で起こった事件でしかない。そんな場所に、リフを引っ張り出していいものかどうか。

　なにより、リフが関わることでフィール王国の行く末がどうなるのかが不透明になる。王国のことは王国の人間で片づけるべきではないかと、グラディスが思案する。

「グラディス様、先ほどの話を覚えていらっしゃいますか」

「どれだろう……女性の顔と名前なら忘れないんだが」

「中で解決するより、外に頼ったほうがいい、という話です」

「ああ、そうだったな。ということは、今回のフィール王国の件は、帝国に頼ったほうがいいということか」

「帝国である必要はありませんが、そのとおりです」

　リフが続ける。

「私がフィール王国内にいても、ろくな手は打てませんでした。手駒が少なすぎたのです。ですから、私は外からフィール王国を助ける術を考えました」

「外から、フィール王国を……」

　椅子を立ったリフが、グラディスの足元に片膝をつく。

　帝国の人間にとって、この所作は皇帝にだけ取る最上位の礼だ。そして、フィール王国では臣下が取る礼でもある。

「これは、私がフィール王国の人間としてできる、最初で最後の忠誠の証明です。とても遠回りで、時間がかかってしまいましたが、あなたをお救いいたします、グラディス様」

「……君なら……私を王位に就かせられるのか？」

「それは、国の定める法があるので難しいと思います」

　一縷の希望だったが、それはあえなく潰えてしまった。いかにリフといえども、女王を認めない国でグラディスを王に据えることなどできるはずがないのだ。

「そうだよな……フィール王国では、女王など生まれない……」

　わかっていたはずだが、ひどく落胆してしまう。

「グラディス様。国とはなんでしょうか？　あなたにとって、王位の意味とはなんですか？」

　視線を宙にさまよわせた。

　国とはなにか。王位とはなにか。なぜグラディスはそれを欲したのか。帝国へ来て、グラディスはそれをようやく言語化できるようになっていた。

「国とは、民が健やかに暮らせる場所だ。フィール王国の民の多くは、王家の者が王位を継ぐべきと考えている。私も彼らに背を押してもらっていた。だから、私は彼らを守るために王位に就きたいのだ」

「そのとおりです。国とは、民のためにあるべきなのです。民なくして国たり得ない。王は、飾りなのです」

　胸の内側にあったわだかまりが、すとんと落ちていくのを感じた。

　王は、飾りだ。

「アッシュ・バルドーはそのまったく逆を唱え、国家簒奪を目論んだ。だから私はあの男を許さない。一族の恥は決して逃がしません」

　鋭いまなざしを向けてくるリフに寒さを覚えた。

　たしかに、これほどの覚悟を持っているのならば、フィール王国に留まり続けていては、何一つ願いを果たせないだろう。リフの決意はそれほどまでに大きく、またバルドー侯爵はリフの逆鱗に触れたのだ。

「君から見れば、私はさぞ滑稽だっただろうな。王位に固執して、できもしないのに王になりたいと願い続けていたのだから」

「いいえ。私はこの国でグラディス様と直接お会いし、叶うならあなたを女王として据えたかったと心から思いました。ですが、殿下がグラディス様を望まれる以上、私は帝国の一兵士として、あの方の腹心として、殿下の願いを叶えることが最優先事項です」

「そうだったな。君は、エルレーシュに忠義を誓ったのだったな」

　だから、グラディスの願いは叶えられない。

　それが悔しいと思わないのは、エルレーシュという存在に惹かれていることもあるだろうが、グラディスの中で答えが出たからだ。

「この一件が片づいたら、今度は帝国の一臣下としてグラディス様にも忠義を誓わせていただければと考えています」

「私にも……か？」

「はい。グラディス様はいずれ皇妃となられる。そのとき、私の忠誠の半分はグラディス様に差し上げるつもりでした」

　エルレーシュといずれは結婚を望むだろう。そうなれば、遠くない未来にグラディスは皇妃という地位を得るのかもしれない。しかし、とも思った。

「私では皇妃などにはなれない気がするけどなぁ。側妃が関の山じゃないか？」

「まさか。そのようなことは殿下がお許しになりません。なにより、グラディス様はお美しく、愛情深く、お強い。皆から慕われるよい国母になられます」

　厭味のひとつもなく、まっすぐ賞賛を送られるとくすぐったいものだ。照れくさくて一度頬を掻いたあと、リフを見た。

「……いいだろう。フィール王国の民を救えるのなら、君に任せよう」

「承知いたしました。グラディス様のお心のままに」

　そうして、グラディスはリフを伴ってフィール王国へと向かった。






　◇






「今日、グラディスがフィール王国へ入る予定だ」

　四歩半ほど後ろを歩くフォルツにエルレーシュが声をかけた。

「はい、聞いています。フィール王国のことは姫様やリフ殿にお任せしておいて大丈夫だと思いますので気にしていないんですが僕の体調がとても心配で夜も六時間くらいしか眠れなかったんですよ殿下」

　すさまじい早口でしっかり睡眠を取ったことを告げる男を振り返る。

「お前、けっこう図太いな」

「よく言われます」

「……なら、安心だな」

　グラディスがフィール王国を奪還するために旅立つ日、エルレーシュは別行動を取った。

　できるならグラディスと共にフィール王国へ行き、エルレーシュ自身が国を取り戻してやりたかったのだが、今回ばかりはエルレーシュの出番ではなさそうだった。

　リフがエルレーシュの側近となったとき、あの男は言った。

『……私の忠誠の半分を殿下に差し上げます。残りの半分は、私が本来仕えるべきだった方に差し上げるつもりですので、それはお渡しできません。それでもよろしいなら、あなたのおそばでお仕えしましょう』と。

　最初はなにを言っているのかわからなかった。

　シェンダーにまだ忠義を尽くすつもりなのかと思ったが、そんな気配はない。むしろ、シェンダーとの接触は極力しないようにしていたように見えた。

　リフはエルレーシュにほぼべったり張りついていて、手となり足となった。世情を広く見渡して、少し先の未来を的確に読み当てるあの男は、エルレーシュにとって貴重な人材へすぐに変わった。

　そんな男が、半分しか忠義を尽くさないと言ったことを不可解に思っていたし、警戒もしていたのだが、いまならはっきりとわかる。

　リフはエルレーシュの側近となる、それより前からずっとこの未来を予測していたのだ。

　グラディスがエルレーシュと出会う未来も、惹かれ合うことも、リフにはずっと見えていたのかと思うと恐ろしくなる。

「ですが殿下。お供にするのは僕でよかったんですか？」

　フォルツが怪訝そうに尋ねた。

　どうやらリフは、己の素性をフォルツには明かしていないようだった。

　フィール王国の名家に生まれたこと。いずれ追い詰められてしまうグラディスを外から手助けするために帝国へ来たこと。フィール王国にはリフの因縁の相手がいて、けりをつけねばならないこと。

　それらはグラディスには話すと言っていたが、従者であるフォルツには必要のない情報だから言わなかったのだろう。

　ならば、エルレーシュも言う必要はない。

「お前でないとだめなんだよ、今回ばかりは」

「それは光栄ですけど、僕はただの男爵家の息子ですよ」

「そんな、歴戦の兵士みたいな空気を一瞬で出せるやつは、ただの男爵家の息子とはいわない」

　フォルツがとぼけた様子で目を逸らしたのがわかったので、エルレーシュも前を向いて宮廷の廊下を進んだ。

　フォルツは、戦というものとほぼ無縁だったフィール王国に生まれたわりに、とても剣呑な空気を漂わせる男だった。エルレーシュが目をつけたのは、まさにそこだ。

　人のよさそうな風貌と対応は、平和な国に生まれ育った貴族令息と言われても疑う余地はない。実戦経験のある兵士はもっと鋭い眼光をしていて、人のよさよりも目立ってしまう傾向がある。それを見せないフォルツは、やはり平和に育ってきたのだろうと信じるはずだ。

　しかし、グラディスが負傷した日、フォルツが真っ先に駆けつけたときに確信した。状況を見て理解する判断力の高さや、そこから周囲を警戒し索敵する初動の速さは、ただの王国貴族にできるはずのない芸当だ。なにより、そのときに見たフォルツの目は、間違いなく汚れ仕事をやってきた者のそれだった。

　帝国にも、長く汚れ仕事をしている兵士がいる。その者によく似ていたのだ。

　リフに確認をしてみると、フォルツの生家であるレディン男爵家とは、王国の裏側を取り仕切る一族なのだそうだ。

　王家にも知られないように、政敵を排除することも珍しくはないらしい。

　フォルツは嫡男だと言っていたから、その仕事を手伝ってきたのだろう。そうしてグラディスを守ってきたのだ。

　今回、フィール王国で起こったクーデターは、敵を消すより大事なことがあったからだとエルレーシュは見ていた。それらの詳細を聞く必要は、おそらくない。適切に片がつけばそれでいいのだ。

　それより、エルレーシュには日没までにどうしてもやっておかねばならないことが山積みだった。

　宮廷最上階へと続く階段を上る。やや西側にある大きな扉の部屋の前に立ち、浅く呼吸した。

　ようやくこの瞬間が来たのだ。

　扉の前には兵士が詰めていた。エルレーシュを見て、入室を拒む者などいない。フォルツは相変わらず、エルレーシュの後ろ四歩半の位置を取って、物珍しそうに辺りをきょろきょろと見回しているが、なにかが起こればすぐに抜剣できる体勢であることを知っていた。

　扉を押し開く。

　窓のそばに置かれたソファに、金色の髪が見えて大きな歩幅で近づいた。

　赤い葡萄酒を注いだグラスを持ち、ゆったりと飲み干していくのが私室でのシェンダーの過ごし方だった。

「なんの用かな？」

「玉座から下りていただきに来ました、父上」

「寝言かな？」

　窓の外に目を向けたまま、シェンダーは一口グラスを呷った。

　まるで、エルレーシュの存在などないような素振りに苛立ちを覚え、視界を遮るように前に立つ。

「私を玉座から引きずり下ろしたいのなら、この首を刎ねて玉座を空けるか、お前が皇帝であることがふさわしいと実力を示す以外にないよ」

　そっと向けられる青い瞳を鋭く睨み返す。エルレーシュの眼光程度でシェンダーが怯むはずもなく、口の端を持ち上げて首をかしげてくる男に、また苛立ちが募っていく。

　この男はいつもそうだった。

　気に入っていた兵士の戦死報告が入っても楽しげに笑っていたし、国を奪いに行くときは活力がみなぎっていた。

　ユディルのことを問い詰めたときも薄く笑みを浮かべていて、エルレーシュが生死の境をさまよったときなどは足蹴にしながら高笑いをしたような、そんな男なのだ。

　人の心など持たない冷徹無慈悲な、人間の皮を被った化け物だ。

「グラディスを負傷させた件は、かならずフィール王国から抗議されますよ」

「小うるさく飛び回る羽虫なら、いっそ消してしまえばいい。あんな小さな国、あっても仕方ないだろう」

　帝国にとって、フィール王国は大きなメリットは得られない国だ。薬草作りに長けているが、帝国は国内で質のいい薬を精製できるので必要性を感じない。そのため、敵意もないし戦力もないに等しいので、ずっと帝国勢力外にあった。

　無力で脆弱だが、王女を襲撃した黒幕が皇帝であれば、国としてかならず抗議をしてくるし、リフはそのように采配するだろう。

「フィール王国が敵意を示せば、帝国は挟撃されかねませんよ」

　南のシュタルテット王国はずっと帝国に攻撃を仕掛けてきている。挑発行為ばかりで、進軍してくる様子はないものの、ストレスがかかっていることは間違いなかった。

　国境付近の兵士たちもずいぶん疲弊してきていて、国境を突破される懸念は常にある。

　そのシュタルテット王国が、フィール王国の動向を掴んで手を結んだなら、帝国は南北両方に兵を派兵しなければならなくなる。

　シュタルテット王国は、いまのこの大陸で唯一シェルクレス帝国と対峙できる国だ。潰すにはかなりの戦力が必要になる。

　さらに、南部エルトゥラの動きが怪しく、その隣国バーゼン王国は中立だが旗色のいいほうへつく可能性がある。

　南方のそれぞれに対応し、かつフィール王国にも対処するとなれば、相当な兵力が割かれてしまう。それはあまりに悪手だ。

「フィール王国に兵力なんてほとんどないだろう。一個部隊でも派遣して潰してしまえばいい」

「いま、リフが向こうにいますけどね」

「それで腰巾着がいないのか」

　フォルツに目を向けたシェンダーは、すぐに興味をなくしたようにエルレーシュへ視線を戻した。

「仮にあの男がフィール王国にいたところで、どうにかなるのかな？」

　フィール王国が帝国からの侵攻を受けてしまったら、リフがいてもどうにもならない。

　リフの戦力が帝国兵数万人に値するとしても、そのリフを無力化するために数十万の兵士を進軍させるだろう。それらを退けることは難しい。とはいえ、帝国も無傷ではすまないのはたしかだ。

「シュタルテット王国に国を取られてもいいのなら、好きにすればいいですよ。この国が滅ぶ末路を見るだけでしょうけどね」

　エルレーシュは吐き捨てるように言った。シェンダーは薄く笑みを零し、自らの胸元を掴んで応える。

「そうならないよう、私を捕らえて引きずり下ろしてみるか、エルレーシュ。だが、お前の命令に従う兵士がこの国にいるのかな？」

　皇帝シェンダーの強さがエルレーシュよりも上であることは周知の事実だった。エルレーシュに与する兵士はいるが、皇帝を玉座から引きずり下ろすとなれば話は別だ。それは、帝国内での勢力争いになる。

　もしもエルレーシュが敗走したとき、皇帝に敵意を示した者は間違いなく処断される。

　シェンダーの言ったとおり、兵士を動かしてどうにかできることはないだろう。けれど。

　空気が揺らいだ。

　エルレーシュの視界には、抜剣してシェンダーに迫るフォルツの姿が映っている。

　ひゅっと風を切る音が聞こえると、シェンダーの首元には白銀の刃が迫っていた。

「……これは面白いね」

　即座に反応してシェンダーがその場を飛び退いたのは、皇帝として戦場に立ち続けた戦闘経験からの反射行動だろう。それがなければ、フォルツの剣は間違いなくシェンダーに届いていた。

　エルレーシュからも、フォルツからも届かない場所でシェンダーがフォルツを睨む。先ほどはすぐに興味をなくしたが、今度は敵と見なしたようだ。

「俺は言いましたよ。フィール王国から抗議されますよ、と」

「そういえば……それはあの小娘のそばにいたね。フィール王国の人間か」

　今回、エルレーシュについてくる人間は、帝国の兵士ではだめだった。

　シェンダーを前に動くことなどできないだろうし、反逆罪で咎められかねない。しかし、フィール王国出身のフォルツならば正当な理由を持ってシェンダーに刃を向けられる。

　国としてそれを許さなくとも、フォルツは裏で王国を支える立場の人間だ。シェンダーをうっかり手にかけてしまっても、フィール王国は適切に処理をするだろうし、帝国内でもエルレーシュがうまく対応できた。

　なにより、フォルツは剣術の才覚に恵まれていた。リフがしばらく訓練をしてやるだけで、飛躍的に才能を伸ばしたのだ。

　それらすべての要因を見て、今回エルレーシュに随行するのはフォルツがいいだろうという結論にいたった。そして、その結果は正解と言える。

「ふふ……っ、私の首を狙いにくるのはお前ではなくフィール王国の若輩なのか」

「グラディスは自分を殺しかけた刺客さえ許した。俺があなたを手にかけたら、グラディスに嫌われてしまう」

「小娘ごときに、ずいぶん堕とされてしまったね。お前はこの程度のことで感情を揺らす子ではなかったはずだよ」

「俺のなにを知っているのですか？」

　幼い頃から父に愛されたことはなかった。

　ユディルの手から取り上げたあとも、シェンダーはエルレーシュを顧みることはなく皇帝として領土をひたすら広げるばかりだった。戦しか、頭にない男なのだ。

　そして、ユディルを自らの手にかけた。邪魔になっただけだと吐き捨てるように言ったときの、シェンダーの顔は忘れたことはなかった。

　それによってエルレーシュの心が凍っていったことなど、この男は知らないのだ。

　人としての心を封じなければ、エルレーシュはシェンダーと向き合えなかった。

　帝国において、力こそがすべてだ。溶岩のように腹の底で煮えたぎる怒りを爆発させることができないことだけはわかっていた。

　ならば、エルレーシュは絶対的な力を持ってシェンダーを玉座から引きずり下ろすつもりだった。だが、それよりも早くグラディスと出会った。エルレーシュの凍えるほど冷えた心を溶かし、人としての感情を蘇らせた。

　人に愛されることを知り、人を愛することを知って、エルレーシュは思ったのだ。シェンダーと同じようにはなりたくない。いまのままでは同じ轍を踏むだけだ。

　父を手にかけて皇帝の座に就いたとしたら、グラディスはいい顔をしないだろう。彼女は優しい人だから、どんな人間でも命を奪ったり傷つけたりすることを嫌がる。エルレーシュへの愛情も冷めるかもしれない。

　それは困るのだ。グラディスを手放したくないと思ってしまったから。心から、惚れてしまったから。

「お前が未熟なこと。つまらない女に心を奪われてしまったこと。必死に感情を押し殺そうとしていること。これだけわかれば充分だ」

「その程度で俺をわかった気でいるつもりですか？」

「そんなふうに感情を乱しては、すぐに付け入られてしまうよ。お前の大事なものをまた奪えばいいのかな、エルレーシュ。ユディルと同じ末路をあの娘にも与えてあげようか」

　ふつふつと怒りがこみ上げてくる。

「枯れ枝のひとつくらい、墓標に飾ってやってもいい」

「黙れ、シェンダー」

「いけないよ、エルレーシュ。玉座に座るのなら、この程度で感情を見せてはいけない。お前はもっと冷徹になれるはずだ」

「黙っていろ、シェンダー！」

　エルレーシュがシェンダー目がけて飛びかかった。衿を掴んで引き倒し、シェンダーに馬乗りになったエルレーシュが目を見開く。

　部屋に兵士が駆け込んでくる。エルレーシュたちを取り囲むようにして武器を向けてくる光景を見て、エルレーシュは掴んでいたシェンダーの服をぱっと離した。

「これは弁解できないだろうね。明確な叛逆の意思だ」

「そうかな？」

　エルレーシュが立ち上がり、その場を離れる。シェンダーも身を起こして立ち上がろうとしたが、兵士がその身体を拘束する。

「……おや？」

　首をかしげるシェンダーに、エルレーシュが言い放つ。

「盟友となるフィール王国の王族を暗殺しようとした罪は償ってもらう。衛兵、その男を捕らえ、幽閉しておけ」

「盟友……か。あんな小さな国を引き入れてどうするつもりだ？」

「フィール王国と手を組まなければ、あなたが認めたリフが離反する。フォルツは確実に敵になる。いま、二人はグラディスへの忠義をまっとうするという役目のもとに動いている。この人材を敵にするのは惜しい。グラディスには、それだけの価値がある」

「情にほだされて見誤っているだけだろう。まあ……いい。私を捕らえるというのなら、従ってみようか。お前の愚策に乗ってやろう」

　衛兵に連れられて、シェンダーが部屋を出ていく。

　その姿が見えなくなると、フォルツがそばに近づいてきた。

「意外とあっさりでしたね」

「いま……」

　ぽつりと声を落としたエルレーシュに、フォルツが目だけを向ける。

「シェンダーを引き倒したとき、想像していた以上に軽かった」

「……そうですか」

　この国に君臨して三十余年。シェンダーの齢は六十を超えている。最盛期のシェンダーは、エルレーシュではとうてい勝てないほど強かった。だが、衰えていく男と、最盛期の中にあるエルレーシュとの間には、抗いきれない力の差ができていた。

　一生エルレーシュの力では倒すことさえできないと思っていたシェンダーは、いまでは浮き上がるのではないかと思うほどに軽くなってしまっていた。

　これが、衰えていく父の姿だ。

　力で圧倒することは難しくないと、リフには言われていた。場合によっては勝負して玉座を奪えとも言われていたが、主君の入れ替わりが激しい帝国で、三十年以上も皇帝であり続けた男に老衰ゆえの敗北を突きつけるのはしのびなかった。

　どれほど嫌おうとも、エルレーシュにとってシェンダーという男は、目を細めて見上げる絶対の存在だった。

　刺客を放った、その贖罪のために玉座から下ろしたほうがシェンダーの名誉は守られる気がしたのだ。

　自分の手のひらを見つめ、エルレーシュが苦く笑った。

「俺も甘いな」

　シェンダーならば無慈悲に奪い取っただろう。少し前のエルレーシュでもそうしたかもしれない。だが、そうできなかった。

　人を殺めることにためらいが生まれた。これでは、大国を率いることは難しいかもしれない。

　エルレーシュの時代はきっと長くないだろうと、自ずとわかってしまったが、フォルツは満足そうな顔でエルレーシュを見上げた。

「汚れ仕事は僕やリフ殿が請け負いますので、皇太子殿下は正しいと思ったことをすればいいんじゃないでしょうか」

「お前たちに嫌なことを押しつけておいて、か？」

「ええ。だって、少なくとも僕はグラディス様を救えなかったし、グラディス様が幸せであることが一番の望みです。それを叶えられるのは殿下だけなので、汚れ仕事くらい引き受けますよ」

「リフはどう思うだろうな」

「知ってますか。リフ殿の先見の明の半分くらいは邪魔者を排除して強引に実現させてきたそうですよ。僕もきっとそうします」

　肩を揺らしてエルレーシュが笑う。

　ほしいものは奪う。ない道は作ればいい。そうして進んでいくのだ。皇帝など、きれいごとで務まるはずがない。

　シェンダーからかならず玉座を奪うと決め、あの男に復讐すると誓ったとき、エルレーシュはその覚悟をしていた。

「フォルツ。戴冠式の準備をしろ」

「すぐにでも執り行えます。玉座へどうぞ……皇帝陛下」

　恭しく頭を垂れる男を横目に、エルレーシュが部屋を出ていく。

　その日の昼少し過ぎ、シェルクレス帝国では皇帝の代替わりが告げられた。
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　グラディスがフィール王国に入ったのは、シェルクレス帝国を出立してから五日たった夕刻だった。

　西側から王国へ入り、王都へ向かう。

　馬車で王宮へ向かう道中、グラディスは静まり返った街並みを車窓から見た。

　王都は、グラディスがシェルクレス帝国へ落ち延びたときよりも不穏な空気が漂っており、住居も店も堅く扉を閉ざしていて活気はなかった。

「王都へ入って大丈夫なのか？」

「問題ありません。仮に問題が起こったとしても、むしろ好都合です」

　対面に座るリフが涼しい顔で言う。

　左手には剣を一振り持ち、いつでも抜剣できる状態だ。ただ、フィール王国には帝国の使者が向かうとだけ伝えているらしく、馬車が攻撃されることはなかった。

　王宮の門が見えてくると、馬車は吸い込まれるように中へと入っていく。城門を通り過ぎたところで下車し、リフは勝手知った様子でどんどんと歩みを進めていった。

　城内でも、兵士から敵を見るような目を向けられたのは、グラディスがいたからだろう。

　いまや王城は強硬派バルドー一派によって制圧されている。ここにいるのはグラディスを排除したいと考える者がほとんどだ。

　国王をはじめとした、穏健派の皆は無事だろうか。王城のどこかに捕らえられているのだろうか。早く救出したい。

「グラディス様、くれぐれも冷静にお願いします」

「……わかっている」

　グラディスの胸中を見透かしたように言われ、深呼吸をする。焦っていたのは事実だ。

　廊下を進んでいくと、やがて先導していたリフの足が止まった。

　リフの向こう側から声がする。

「……これはこれは、バルドール卿……お懐かしゅうございます。まだご存命だったとは思いもしませんでしたが」

　脇から覗いてみると、小柄な男が立っていた。

「おや……そちらはグラディス様ですかな。今日もお勇ましいお姿ですな」

　バルドー侯爵は饒舌に、余裕のある素振りで対応してきた。グラディスがいても迷惑だろうに、気にはならないようだ。

　グラディスは服を軽く整え、背筋を正した。

「そうだろう？　いいものを着ると私も上等に見えるだろうか、バルドー侯爵」

「女性のする姿ではありませんがな」

　ドレスを着てきたなら、バルドー侯爵はそれを指摘するのだ。結局、気に入らないものはなにをやっても気に入らない。気に入られようと努力しても疲れるだけだ。

「ところで、本日は帝国の使者がいらっしゃると連絡をいただいておりましたが、どちらに？」

　バルドー侯爵は白々しく辺りを見回す。

　リフの横顔を見上げると、相変わらず表情などなにも乗っていなくて、いつもどおりだと安堵した。

「シェルクレス帝国宮廷兵士団団長、リフ・レオディールです。本日は皇太子殿下の命を受け、使者として参上しました」

「……ほう。バルドール卿は王国を捨てて帝国へ渡られたのか。この国に一番忠誠を誓っていた一族に見限られるとは、フィール王家ももはや終わりですな」

　胸を張ってふんぞり返りそうなバルドー侯爵を眺めながら、リフがかつて取った行動は完全な謀反だよな、とグラディスは胸中で一人呟いた。

　なにも知らなければきっと、グラディスも見限られたと思った。いまも、多少の疑念が残っている。そもそも、先見の明が優れているといっても、十年も昔になにかができたとは思えない。

「本題を。過日、シェルクレス帝国皇太子殿下と、こちらのグラディス王女殿下との面会がおこなわれ、婚姻の約束がなされたことをご報告いたします」

「……なんですと？」

「つきましては、王女殿下をシェルクレス帝国へ頂戴いたしたく、ご挨拶させていただきます」

　リフの慇懃さは、見慣れたグラディスでも惚れ惚れするほど無礼だ。

　口以外はまったく動かないし、殺気がみなぎっているし、腰から剣を堂々と提げている。王国兵はよくこの男を通したなと思ったが、おそらく武器を持っていることに気づいていないのだろう。

　戦場を知らない兵士では、そんな想定ができない。武器を持って王宮に来るはずがないと思い込んでいる。それに、リフはうまく武器を隠して持ち歩く。

　なにより、この風貌の男が帝国最強だとは思わない。ほっそりと見える体躯も、柔和な物腰も、多くは文官だろうと想像する。よく見れば文官の空気感ではないが、それに一瞬で気づける人間は、この国にはいないだろう。

　とはいえ、思いきり兵士団長だと名乗ったけどな、とグラディスが一人で笑みを零す。

「バルドール卿。皇太子殿下と王女殿下が婚姻とは、どういうことですかな……？」

「言葉のとおりです。王女殿下に帝国へ輿入れしていただきたい」

「……それは、困ります」

「なぜですか？」

　リフが首をかしげた。

「こちらにも準備というものがございます。そもそも、私は縁談など存じておりません。王女殿下が勝手になさったことでしょう」

「われわれは、フィール国王シュトラール様より直筆の手紙を頂戴し、検討しています。国王陛下の腹心、レディン男爵家からの遣いも同行していましたから、王女殿下の勝手な行動とはいえないと思います」

　驚いたのはグラディスだった。

　グラディスにとって、帝国との縁談など寝耳に水だったのだ。しかし、父は先に手を打っていた。フォルツたちも、あの夜のことを見越して縁談を進めていたのだろう。

　すべては、王家を守るためだ。

「私は聞いておりませんな。認めるわけにはいきません」

「不思議なことを言うんですね。あなたがたにとって、グラディス様は邪魔でしかないはずです。その邪魔者を引き取ろうと言っているんですよ。拒む理由などないでしょう」

　リフの物言いは容赦がなさ過ぎるが、これが事実だ。フィール王国にとって、グラディスは邪魔でしかない。王位を継げず、学ぶこともろくにできず、なんの役にも立たない。

「バルドール卿。私はグラディス様を邪魔だなどと思ったことは一度もない。王女殿下に向かって無礼ではありませんかな」

「国王を押しのけて政権を奪うことは無礼ではないのですか？」

「この国のことは、国を捨てたあなたや帝国には関係のないことです。関わらないでいただきたい」

「グラディス様を皇妃にと、皇太子殿下が望んでいるのです。国王から承認もされている事象について、対抗勢力のあなたがたに拒まれる理由など、不利益になるから以外のなにがあるのでしょうか」

　想像できる不利益な事柄は、いまのグラディスにならわかる。帝国とフィール王家が繋がることだ。

　厄介払いをしたいだけなら、グラディスをよその国へ嫁がせてしまえばよかった。そして、嫁いだ先の国と強固な関係を築き上げていけばいいのだ。それこそ、帝国の第二皇子にしたようなことを、フィール王国でもやればよかった。しかし、フィール王国は完全に分断された国だ。大陸内では帝国に阻まれ、南方への連絡経路は限られている。秘密裏にとなれば難しくなるだろう。

　大陸を渡った先ではどうかといえば、そもそも渡る技術がない。フィール王国は造船技術に乏しい。薬草や植物ばかりを育ててきた国だから、工業面の発達がなく、また他国からの魅力も薄いため援助もない。フィール王国と単独で貿易をするよりも、物資が集中する帝国の港で取引をしたほうが、周辺諸国にとってはよほど有益だ。

　フィール王国は完全に蚊帳の外だったのだ。

　だから、バルドー侯爵はグラディスを外へ追いやれなかった。これについては、穏健派にも同じことがいえる。が、穏健派は最大の難所となるだろう帝国との交渉に成功した。

　バルドー侯爵は、それが叶うとは思っていなかったのだろう。穏健派が想定したとおり、グラディスが帝国に輿入れをすれば穏健派が息を吹き返すことになる。

　それを阻止するために、バルドー侯爵は拒んでいるのだ。

　少し知恵を授けられるだけで、話がこれだけ見えてくる。目の前で彼らがなにを話しているのかがわかるのは面白い。

「……王女殿下が帝国へ輿入れするための準備期間をいただきたいのです」

「それはどれくらいかかりますか？　半年？　一年？　その間にあなたがたは帝国へ対抗するための対策がどれほどできるでしょうか」

「対抗などとは無礼な。王女の輿入れですぞ。相応の準備期間があってしかるべきです」

「国王を捕らえて幽閉しておきながら、よくそんなことが言えますね」

「人聞きが悪い。国王陛下は体調が優れず療養中です。レディン男爵も療養地へ随行しており、国政は私が預かっている。それだけのことです」

「侯爵の地位を得たあなたが、国政を任せられないはずがない、という周囲への主張ですか？」

　どんどん冷えていくリフの声に、グラディスは立ち去りたいほどの寒気を覚えた。

　グラディスに素性を明かしたとき、リフはバルドー侯爵に対して憎しみすら抱いているように見えた。この二人にどれほどの確執があるのかなど、グラディスにはわからないし、きっと知らなくてもいいのだろう。

　バルドー侯爵は敵で、リフはエルレーシュが信頼を寄せ、フォルツさえも信用させた男である、ということがすべてなのだ。

　グラディスはそんな二人の意思に従い、リフという男を信じる。

「私は、実力を示して爵位を得たのです。伯爵位までしか得られなかったあなたがた無能な本流とは違い、私は身分を得て――」

「強引に侯爵位を制定して勝手に座った、の間違いでしょう。この国には侯爵という身分は本来ありません。バルドール家が伯爵位だったのは、国の定める法により、それが最高位だったからです。建国時代からフィール王家に尽くしてきたバルドール家は、決して彼らを脅かさず、忠義を尽くすことを誓ってきました。そのため、建国時代に侯爵位以上の爵位は制定しないと取り決めていたのです」

　これもグラディスが教わったことのひとつだ。

　なぜ本家であるバルドール家は伯爵位だったのかと聞いたとき、リフは同じことを説明した。王家を臣籍降下させることはしない。王家に迫れるものを生まないために、高すぎる身分を設定しなかった。小さな国なので、少しの身分があればよかったようだ。

「世情は変わるのですよ、バルドール卿」

「その変化する世情を読み解くのが、バルドール家の務めです」

　リフがそう言葉を発した直後、ドッと足元が揺れて地響きが起こった。音源は遠いようだが、ガタガタと揺れ響く感覚と、立っていることも怖くなる振動が不快だ。

　周囲を見ると、兵士たちは完全に身をかがめて防御姿勢を取っている。

　次の瞬間、城の窓ガラスが破られ、床になにかが転がった。グラディスの足元にもそれが転がってくる。球のようなそれは、すぐに割れて白い煙を吹き出した。

「なんだ……？」

　グラディスが周囲を警戒する。視界は遮られてなにも見えなくなっていくが、そばにリフがいることだけはわかった。おそらく手の届く距離だ。

　割れた窓から風が吹く。白い煙がゆらりと揺れて遮られた視界がぼんやりと見えるようになった。

　グラディスの視界には人影が見える。素早い動きで宙を舞うその影を見て、フォルツだとなぜかすぐに認識できた。

　フォルツは剣を手に、目標を目がけて斬りかかる。その目標はもちろん、バルドー侯爵だ。

「待て、フォルツ……！」

　思わず制止をかけたグラディスに、リフが視線を投げるのを感じる。

「すまない、リフ。だが、だめだ」

　とんっと着地する靴音が聞こえ、「ひぃっ」と小さな悲鳴が上がった。

　窓から入ってくる風が白い煙を流して視界が明瞭になると、腰を抜かしたバルドー侯爵の首に、フォルツの剣がわずかに触れていた。バルドー侯爵の首には薄く傷ができて、血が流れている。

「なぜ、僕が見えたんですか、グラディス様」

　冷えた声でフォルツが聞く。

「剣を置け、フォルツ」

　いま、フォルツと会話をしてもだめだろう。冷静に、敵を葬ることだけしか考えていない、凍てついた目をしている。こんな顔をする男だと知らなかった。

　グラディスの知らないところで、フォルツは心を殺して手を血に染めてきていたのだろう。フィール王国にはそんな汚れ仕事を請け負う人間がいるという話も、リフから聞いている。

「この男はいま、ここで始末しておかなければまた王家に仇をなします。僕の役目は、王家の憂いを取り除くことなんですよ」

「違うだろう。お前は私の従者だ。私はそんなことを命じた覚えはない」

「あなたの敵となるのなら、僕の役目はやはり変わらない」

「……そう思うのなら、私の声になど耳を傾けずにバルドー侯爵の首を斬ればいいんだ。お前が腕を引くだけでそれが果たされる。そうしないのは、私の意思ではないとわかっているからだろう」

　フォルツが冷たい目を向けてくる。

　いつもの拍子抜けするようなやりとりも、王子様といわれるほどの輝く笑顔もなく、ただ邪魔なものを排除しようとする無機質な作り物のような顔をしていた。

　リフの脇を通り、フォルツへと近づく。それでもフォルツは剣を置こうとはしなかった。

「私の言葉が聞こえないのか、フォルツ」

「従えません。バルドー侯爵を生かしておくわけにはいかないんです」

「お前の意見は聞いていない。剣を置けと命じているんだ、フォルツ。それとも、私への忠義は偽りだったか？　形だけを取り繕っただけの従者だったか？」

「グラディス様の憂いを取り除くことこそが僕の使命だと言っています」

　頑ななフォルツに腹が立ったのは、きっとグラディスが無力だからだ。

　フォルツにここまで言わせなければ、グラディスは王位を望むことすらできなかった。勝手気ままに振る舞う裏側で、心を殺して汚れ仕事に手を染めるフォルツのような人間がいることを想像すらしなかった。

「私は王位がほしかった。皆が安全に、平和に暮らせる父の治世を引き継ぎたかった。だが、私が王位を望むことでお前のような人間を生んでしまうのなら、そんなものはいらない……」

　グラディスが、手のひらに拳を打ち付けて身構える。そして、右腕を大きく振りかぶってフォルツの頬を思い切りぶん殴った。

「ぐっ……！」

　なかなかいい当たりだったのか、フォルツが呻いてよろめく。

「だから剣を置けと言っているだろうが！」

「殴ったあとに言うことじゃないですよ！　だれですか、こんな野蛮な姫を爆誕させたのは！」

　フォルツが涙目になりながら叫んだ。

「言ってわからないなら殴り合うしかないだろう！」

「普通は殴り飛ばしませんよ。っていうか普通に痛いし！　なんでそんな腕力してるんですか!?」

　グラディスが誇らしげに力こぶを作って見せた。

「最近は素振りを千回しているぞ。おかげでいい具合に筋肉がついたのかもなぁ」

　フォルツが頭を左右に振って「こんな姫様は嫌だ。守り甲斐のある人がいい」とぶつくさ文句を言っている。

「フォルツ、無用な殺生はやめろ。お前がバルドー侯爵を手にかけなくても、国が正常に戻ればいずれは裁かれる。だから……」

　バルドー侯爵へ目を向けると、その姿はなく、床を這うようにして逃げ出している最中だった。

「こうなるからさっさと始末すればよかったんですよ！」

「だが、父上たちの居所もわからないんだ」

「そんなの、僕らが知らずに動いてるわけないでしょうが！」

　二人で慌ててバルドー侯爵を追いかけた。が、バルドー侯爵の行く手を遮る人影があった。

「リフ。見ていないでさっさと捕らえろ」

　低く唸る獣のような声が響き、一瞬で周囲が緊張する。

　金色の髪をした美丈夫は、足元にぶつかってきたバルドー侯爵の衿を掴んで床へ転がす。

　リフがすぐに捕縛を命じ、帝国兵がエルレーシュの後ろから駆けつけてバルドー侯爵を捕らえた。

「エルレーシュ……！　なぜあなたがここへ……？」

　グラディスが駆け寄って見上げると、エルレーシュは不遜な笑みを浮かべて言った。

「新皇帝即位の挨拶と、グラディスとの婚姻日程の調整にな。フィール国王たちはこちらで保護しているから安心していい」

「皇帝即位……？」

　そこでエルレーシュがわずかに視線を外した。

「先代皇帝は過日に起こった、グラディス襲撃の咎を償わせるために皇位を退いてもらった。手を結ぼうとしている国の王女を暗殺しようなど、あってはならないことだ。その謝罪も兼ねて、改めてフィール国王にご挨拶をしたかった」

「私は無事だったのだから、そこまでしなくともよかっただろう」

「これは、帝国としてのけじめだ」

　こう言われては、グラディスが食い下がる余地などない。「そうか」と頷いた。

「父上たちを助けてくれたこと、感謝する。エルレーシュ」

「気にしなくていい」

「……しかし、皇帝になったのなら、国を空けてよかったのか？」

　主要な人間がフィール王国に来ているような気がする、とグラディスが首をかしげた。

「帝国には副団長を残している。問題はない」

「そうか。改めて彼にも礼を言わねばならないな。それから……だ」

　グラディスがガラス片の飛び散った王宮の廊下を歩く。窓の外を見ると、瓦礫の山と砂埃とで、まるで廃墟のようなありさまになった王都が広がっていた。

「これはどうするんだ……？　というか、なにをしたんだ、フォルツ」

　主犯だろうフォルツを見ると、彼は肩をすくめて言った。

「爆薬を作ってもらったんですよ。帝国には技術がありますし、詳しい人もいたので」

「だからって、王都を破壊していいわけがないだろう……！」

「国王陛下を迅速に救出するために必要だったんですよ」

　それを言われてしまうとグラディスも強く責められないが、王都の被害は甚大だ。

「……民は無事なのか。負傷者がいるなら……」

　グラディスの肩を、エルレーシュがポンと叩く。

「皆避難している。強硬派の兵士も最低限の負傷に留めてあるし、対応もしている」

「……そうか」

　だから、王都はあんなに静まりかえっていたのかもしれないといまならわかる。

　すべて帝国の策略によるものだ。

「いったいどこから、あなたたちの計略だったんだ？」

「それはリフに聞かないとなんとも。ひとつだけたしかなのは、あの男はこの日のために長い時間をかけて準備してたってことだろうな」

　バルドー侯爵を追い詰め、捕らえるためだけに心血を注いだ男を見た。

　相も変わらず無表情で、淡々と指示を出して現場の収拾に当たっている。フォルツもそれに加わって、王宮は冷静さを取り戻しつつあった。

「エルレーシュ。あなたは駒のように扱われることをなんとも思わないのか？」

　リフの策に乗れば、エルレーシュとて駒のひとつに過ぎなくなる。それを受け入れていることが不思議だった。

「かまわないさ。俺も兵のひとつでしかない。戦に勝ち、大陸を平定することこそがシェルクレス帝国の望みだ」

　そのために駒になることも厭わないとエルレーシュは言った。

「帝国は、大陸すべてを支配するのが目的なんだな……」

「少し違う。いまはシュタルテット王国と争っていて、あの国は人を平然と虐げる。それゆえ救いを求めてきた国を保護しはじめたのが、シェルクレス帝国が大陸統治をはじめるきっかけだった。シュタルテットを滅ぼせれば、国の在り方は変わる」

「そうか……大国でも、国の在り方は変わるんだな」

「変化しない国は滅びの一途を辿るだけだ」

「……そうだな。そのとおりだと思う」

　きっと、フィール王国も変わっていくときなのだろう。

　これは、大きなきっかけだ。

「グラディス。フィール国王と面会をしよう」

「すぐに会えるのか？」

「問題はなさそうだ」

「……わかった」

　エルレーシュに促され、グラディスは数ヶ月ぶりに父と再会する算段を取りつけた。






　フィール王国の南方にある屋敷の一室で、グラディスは久しい面々との再会を果たした。

　屋敷は長年使われていなかったのか、いくらか埃っぽさを感じたものの、健勝そうな父の姿を見れば、些細なことはなにも気にならなくなった。

　フォルツの父であるレディン男爵からは深く頭を下げられたが、グラディスがそれに対してなにかを言えるわけでもないので、笑顔だけを返してエルレーシュのそばへと戻った。

「お目にかかれて光栄です、フィール国王」

　エルレーシュがふっと言葉を発した瞬間、緊張感が走った。これは、シェルクレス宮廷でも同じ現象が起こる。よく通る、やや低めの声と言葉の端々に滲む厳しさのせいだろうとグラディスは思っている。

　背筋が伸びるような、この人の声を聞き逃してはならないという使命感のような、そんな緊張感が漂うのだ。

　エルレーシュが胸に手を当ててゆったりと腰を折った。

　姿勢はもちろん、末端まで神経を使われ、さらりと落ちる髪の一房でさえ所作のひとつのようだった。すべてが計算し尽くされたような、見るものを釘づけにしてしまうような一礼だ。

　完璧な所作とは、仕草の美しさは当然だが、圧倒的な品位がなければ成立しないと改めて思う。

　エルレーシュはやはりきれいな男だ。

　誇らしげに彼を見つめながら、エルレーシュの次の言葉を待った。

「シェルクレス帝国皇帝、エルレーシュ・ドーラ・シェルクレイアです」

「代替わりがなされたのですね」

　父が驚きもなく言う。

「少し時間がかかりましたが、本日昼に戴冠式が執り行われ、正式に継承されたことをご報告いたします」

　今日の昼……？

　グラディスが首を傾けた。

　帝都からフィール王国まで、馬を使っても半日はかかる距離だ。それをわずかな時間で駆けつけてきたことになる。そんな芸当ができるものだろうか。

　エルレーシュの後ろで一人疑問符を飛ばすグラディスに、エルレーシュが目線だけを向けて言った。

「フォルツを先行させておいた。身軽なフォルツが早馬を使えば数時間で到着できる最短ルートも確保させてあった。国王たちの居場所はわかっていたから、滞りなく保護できた、という話だ」

「そういうものなのか……」

　たしかに、早馬を駆るなら身軽な人間であるほうがいい。フォルツはグラディスとあまり体型が変わらないので、男としては華奢な部類だ。帝国の屈強な兵士を先行させるより圧倒的に速いだろうし、フィール王国の地理にも詳しい。

　適材適所というやつか、とグラディスは頷いた。

「話を戻しましょう。本日は、打診のあったグラディス王女との婚姻について、皇帝権限により承諾する旨をお伝えします」

「皇帝陛下の采配に感謝いたします」

　父が頭を垂れる。

「グラディス王女には私のもとへ来てもらうことになりますが、それによってフィール王国は王位継承があなたがたの望む形にならないことは、ご了承いただけていると考えています」

「それは……」

　父とレディン男爵が顔を見合わせ、グラディスへ目を向けた。一番こだわっていたのはグラディスだったからだ。

　父たちはきっと、帝国に統治を任せる腹積もりがあるのだろうと思う。エルレーシュが提示する条件をのむはずだ。グラディスを無理に王位に据えようとして、また国内で暴動が起こっても困るし、統治に慣れた国に委ねてしまうのが賢明。だが、強硬派によって荒れた国をそのまま帝国に明け渡したら、きっとフィール王国は帝国の色に染まる。いずれそうなることが決定づけられているのだとしても、混乱が続くのはきっと民のためにはならない。甘い考えかもしれないが、民が少しでも穏やかに帝国という圧倒的な力を受け入れる時間が必要だと思う。

　とはいえ、自分がなにかを言っていいものかと顎に手を当てて考えるグラディスのそばから、フォルツが一歩進み出た。

「皇帝陛下、発言の許可をいただけますか」

「かまわない」

　つい先ほど戻ってきたらしいフォルツは、リフに仕事の引き継ぎをして見送りに行っていた。リフは、国を捨てたという立場上、国王には会えないと言ってすぐに帝国へ引き返したのだ。無理もないことだろう。

「王位継承について、グラディス様のご意向を尊重していただくのがいいと思います」

「いいだろう。グラディス、どうする？」

　いきなり話を振られて困った。どうすると聞かれても、どうしようもない。

「私が王の器ではないことは、この数ヶ月で身に染みてわかった。あなたが皇帝になったのであれば、信頼して国をお任せできるとも思う」

「ならば、フィール王国のことは帝国に任せてもらうということでいいか？」

「いや、だめだ」

　首を横に振る。

「フィール王国は争いごととは無縁だったのに、私が未熟なせいでいらぬ争いに巻き込んでしまった。そのために国民は混乱している状態だと思う。そんなところに、帝国の統治という状況になれば、民はもっと混乱するだろう。生活の保障はされるのか、国はどうなるのか、帝国の一部となったら戦に巻き込まれるのではないか……私でさえそう考える。だから、無条件では渡せない」

「条件を出したいということか。その条件を聞こう」

　エルレーシュは驚きも怒りも見せず、いつものように薄く笑みを浮かべているだけだった。

「私の王位継承は、不要だ。だが、フィール王国の現国王は父のままだ。父を救出し、バルドー侯爵の捕縛を手伝ってくれたのだから、帝国は父を王位に戻すことに異存はないのではないだろうか」

「ああ、特にない」

「ならば、父が王位を退くその日まで、自治権を認めてはもらえないか。その間に国民への説明をして理解を得られるよう呼びかけよう。彼らにも、生活を元に戻し、心の準備をする時間が必要だ」

「国王が王位を退いたあとは、どうする？」

　エルレーシュの挑戦的な目を、グラディスはしっかりと見つめ返した。

「そのあとは、シェルクレス帝国の一部として勢力下に入れてもらえればいい。私が言うのもなんだが、あまり肥えた国ではない。それでもいいのなら、だが」

「わかった。では、現フィール国王が退位するまでの間は帝国の保護下に置く。その後は帝国領として統合し、領主を派遣しよう」

「い、いいのか……？」

　二つ返事で条件をのんだエルレーシュに驚いたのは、グラディス自身だった。なにか反論をされるだろうと思っていたから、要求がすべて通るなど想像もしなかったからだ。

「君がそれを望むなら、そのようにしよう。悪い条件でもない。この国は貿易の拠点にもできる。薬草が豊富に採れるのは帝国にとって無益ではない。薬学の研究も進めさせられる」

「きっと、薬草農園を営む者たちが潤うのだろうな。それはとてもいいことだ」

「商人にも仕事が増えるだろう。商人が往来すれば移動手段が必要になる。すべてに利益ができるような、そんな統治の仕方を検討しておこう」

　エルレーシュは帝国でも同じだった。皇太子権限でできうる限りのことをして、弱者に寄り添おうとしていた。今度は皇帝という最大権力をもって、フィール王国に寄り添ってくれるだろう。

「あなたならば安心して任せられる。頼んだぞ、エルレーシュ」

　国を守らねばならないと、一人で足掻いていた。そんな頃が遠い昔のように思える。

　グラディスがなにもしなくても、王位を継がなくとも、国は前に進んでいくのだ。だが、他者に委ねる決断を自らできたことが、グラディスにとっては大切だった。

　信じ、頼れる相手がいることは、こんなにも誇らしい。

「皇帝陛下。われわれからも、よろしくお願い申し上げます」

　父が深々と頭を下げた。エルレーシュは優美な礼で応じ、フィール王国の未来を守ると約束してくれた。

「それよりグラディス」

　ひととおりの挨拶が終わり、エルレーシュがグラディスの顔を覗き込んでくる。

「なんだ？」

「帝国に来る覚悟はできたか？」

「もちろんだ」

「だったら、これを」

　エルレーシュに左手を取られると、薬指に指輪が滑らされる。ああ、婚約指輪かと納得をしたものの、グラディスは手をぎゅっと握り締めてそれを拒んだ。

「おい、グラディス」

「いや、ちょっと待ってくれ」

　エルレーシュが不機嫌そうな顔をするのも無理のないことだ。

「これはまだ受け取れない。私は、あなたの父君から婚姻の許可を得ていない」

「必要ない。俺が皇帝権限で進めることだ。退位した人間には関係がない」

「だが……話しておかねばならないと思う。可能な限り、納得してもらえるように話をしたい」

　エルレーシュは首を縦には振らなかった。それどころか、どんどん機嫌が悪くなっていく。

「あの男と会う必要はない」

「だめだ、エルレーシュ。これは、私のけじめだ」

「君はあの男の危うさをわかっていない。殺されかけたことを忘れるな」

「わかっている。それでも会わねばならないと思うんだ。頼む、エルレーシュ」

　頭を下げるグラディスに、エルレーシュはなおも厳しい視線を浴びせてくる。

「……だめだ」

「ならば、一人で会いに行く！」

「もっとだめだ」

　さらに食い下がるグラディスに、エルレーシュはこめかみを押さえた。

「……俺が同行する。面会時間は五分、一度きりだ。それ以上は絶対に認めない。それでいいなら、許可をする」

「五分で私が話せると思うのか？　しどろもどろになるぞ、絶対」

「そうなったら諦めろ。自己紹介を失敗して終われば俺も安心だ」

「ひどい人だな、あなたは！　わかった、精一杯練習する！」

　いつもどおりの会話をしただけだが、フォルツが吹き出した。「時間を延ばす交渉をしましょうよ」と大笑いされ、少しばつの悪い思いをしながら、隠れるようにエルレーシュに擦り寄った。

　そんな二人の姿を見て、父である国王は安堵した様子でグラディスを帝国へと送り出してくれた。

　グラディスは帝国に戻って十日後、先帝シェンダーと面会することになる。






　シェルクレス宮廷西塔の三階、最奥の部屋。そこが先帝シェンダーの住まう部屋となった。

　フィール王国からの来賓を暗殺しようとした罪により幽閉されていると、エルレーシュからグラディスは説明を受けていたが、実際はそうではなかったようだ。

　フォルツが言葉を濁したので詳しくは聞かなかった。ただ、表向きの理由として、客を抹殺しようとした罪で玉座から引き下ろすほうがよかったのだということだけがわかればいい。

　部屋まで向かうと、衛兵が一人だけ立っていた。

　扉には大きな錠が外からかけられており、中からは出られないのだろうことは容易に想像がつく。

　エルレーシュの顔を見た衛兵は、すぐに錠を外して扉を開いた。室内から流れ出てくる空気は氷蔵庫かと思うほど冷たい。

　たじろぐグラディスの背を、エルレーシュがそっと押す。一歩部屋に足を踏み入れると、外から扉が閉められた。

　仄暗い部屋だ。

　目を凝らして見渡すと、窓際にテーブルが置かれていた。外を眺める位置に椅子を置き、金色の髪をした男がグラスを傾けている。

　グラスの中身は赤い葡萄酒かと思ったが、光の加減で外の夕暮れがグラスに映っただけだったようだ。

　軟禁されている状態ならば、酒など飲めないかと思考を巡らせていると、エルレーシュがグラディスに向けて、男を顎でしゃくって見せた。

「父のシェンダー・ジゼル・シェルクレイアだ」

　それだけの言葉に頷き、一歩踏み出す。そのあとは足の向くまま、シェンダーに近づいた。

「ご挨拶申し上げます。私はグラディス・フィールと申します」

　片膝をつき、頭を垂れる。ややして顔を上げると、冷えた青い瞳がグラディスに向けられる。ぞくりと寒気がするほど感情のない目だ。

「みっともない格好で私の前に姿を見せるな」

　圧のある声に喉が潰されたように苦しくなる。それくらい威圧感があった。

　声音ひとつで人を黙らせられなければ、シェルクレス帝国の皇帝など務まらないのだろう。

　この国の頂に立つには、心を凍てつかせなければならない。そういう場所なのだ。

「服は上等なものを仕立てていただきました。以前お目にかかったときよりはましな格好をしているはずなのですが」

　声が震える。

　エルレーシュとの結婚を認めてもらうためでなければ、きっとすぐにでも逃げ出していた。それくらい、このシェンダーという男は人を恐怖させる。

「女のくせに男のような姿をするなと言っている」

　今日のグラディスは、エルレーシュが以前仕立ててくれたスーツ一式を着ていた。身体にちゃんと合うサイズで、生地も上等だ。髪はエルレーシュが嫌がるので縛ってはいなかった。

「あいにくと、ドレスは持っていないのです。女の作法も勉強をしていたのですが、あまり身につかなかったようです」

　苦笑いを浮かべる余裕すらなかった。

　シェンダーは興味をなくしたように視線を外し、テーブルに足を乗せた。グラスを傾けて、映る夕焼けを楽しんでいるようだ。

「私の息子は再教育が必要なようだ。女の所作も取れない、女の姿さえできないものを皇妃に迎えようと思っているようだからな。こんな小国の小娘はだめだと言ったはずだぞ、エルレーシュ」

　話の矛先がエルレーシュへ向いてしまった。

　シェンダーは、グラディスと話す気はないのだ。挨拶など、ろくにできるはずがない。

「いま、あなたと話しているのは俺じゃなく、グラディスです」

　エルレーシュは諫めたが、シェンダーはつまらなそうな目をしてグラディスを一瞥したあと、身体ごと背を向けた。

　ここまで拒絶されると、さすがにもの悲しくはなるが、グラディスは簡単に諦めるような性分ではなかった。

　さらに近づいて、シェンダーの手が届く場所まで進む。

「私のことが気に入らないのなら、殴ってもいいし、先日のように殺そうとしてもかまわない。いまここで、そうしてもかまいません。だから、話を聞いていただきたい」

　身を乗り出すグラディスに、シェンダーは相変わらずの冷たい目を睨めるように向けてくる。

「私は、エルレーシュとの婚姻を考えていますが、力不足であることは否めません。勉強をしても足りないでしょうし、あなたがたが持つ品格もありません」

「わかっているのなら、さっさと国へ帰ることだ」

「いいえ、帰りません。私は望まれるものをなにも持ってはいませんが、エルレーシュを命がけで守ることだけは、だれよりも誓えます。あなたのご子息は、この命に代えてでも守っていく」

「当然だ。女の身でなにもできないのなら、皇帝を命がけで守る以外のなにができる？　そも、そんなことは兵士にもできることだ。なにを誇らしげに言っているのか」

　たしかに、シェルクレス帝国の兵士ならば、皇帝の身を守ることをなによりも優先するだろう。

「一兵士として使えるくらいには、鍛練を積んでいくつもりではあるのですが……」

　うぅん、と天井を仰ぎ見ると、シェンダーの腕が伸びてくる。グラディスが気づいたときには胸ぐらを掴まれ、強く引き倒されていた。

「っ……」

「兵士にしかなれない女が、息子を奪おうとしていること自体が罪だとなぜわからない？　小さな国を掌握できなかったお前のような小娘が、エルレーシュの役に立てるとでも思っているのか？」

　体重をかけられ、床に身体をうつ伏せに押しつけられる。胸が圧迫されて呼吸がままならないが、シェンダーの怒りはもっともだ。

　きっと、エルレーシュにはもっとふさわしい相手がいる。シェンダーはそれを吟味し、皇妃として迎えるよう手はずをつけるつもりだった。

　それなのに、小さな国の王家が、王位継承の揉め事を携えて婚姻を申し出てきたのだ。はらわたが煮えくり返る思いをしていたとしても不思議ではない。

　ガタリとそばで音がする。

　磨かれた床には、シェンダーの背後で剣を引き抜くエルレーシュの姿が映っていた。

「やめろ、エルレーシュ！」

　力の限り叫ぶグラディスに、エルレーシュが動きを止める。

　彼は間違いなくシェンダーに斬りかかるつもりだった。だが、そんな解決の仕方ではだめなのだ。

　エルレーシュが憎いものを見るようにシェンダーを見下ろしている。けれど、剣を下ろして半歩ほど下がるのが見え、グラディスはのろのろと身を起こした。

　シェンダーが力を込めるとすぐに床へと引き戻されてしまうが、それでも、這いつくばりながらその拘束から抜け出す。

「……聞いて、ください」

　拘束から抜け出すだけで呼吸を荒らげるグラディスを、シェンダーは床に座って冷ややかに見つめる。

　拒むわけでもなく、話を促すわけでもなかったが、グラディスはかまわずに話を続けた。

「先日の襲撃、私は感謝をしているのです」

「見え透いた強がりは見苦しい」

　シェンダーの機嫌はどんどん悪くなる。それでも、グラディスは言いたいことを言うと決めていた。

「なんと思っていただいてもかまわない。ただ、本当に感謝をしています。私がエルレーシュを守れるという証明ができました。あのときは生死の境をさまよいましたが、そのことがなければ、私はエルレーシュをここまで慕っているとは気づけなかった。彼からの気持ちも、ずっと知れないままだったはずです」

「……お前は頭が足りないのか？」

「そうかもしれません。私を殺そうとした人に感謝を言うなど、どうかしていると自分でも思っています。痛かったし、嫌な昔のことも思い出したし、何ヶ月も眠ってしまって身体は動かなかった。いいことなんて……あまりなかったのです」

　シェンダーが鼻で笑ってグラディスを見た。

「そのまま死ねば楽になれたものを」

「諦めが悪いのです。やり残したこともあったので、簡単に死ぬわけにもいかなかった」

　苦笑いを浮かべれば、シェンダーはソファに座り直して足を組んだ。

「なにを企んでいる？」

「なにも」

「下心のない人間など、この世には存在しないよ」

　深い抑揚で紡がれた言葉に、グラディスはシェンダーの生まれ育った環境が手に取るようにわかってしまった。

　ずっと周囲に欺かれ、周囲を欺きながら生きてきた人なのだろう。

　心を殺して感情を封じ込め、すべてを敵と決めて己を守るしかなかった。

「義父上と……お呼びしてもよろしいですか？」

「…………」

　答えてくれないシェンダーに、グラディスは一人で前向きな解釈をした。

「では義父上。お手に触れてもよろしいですか？」

　この問いにもシェンダーは無言を貫いた。目は拒絶を示していたが、グラディスはかまわずにシェンダーの手に触れた。反射的にシェンダーが手を引こうとしたが、思いとどまったようにじっと、グラディスに触れられることを受け入れた。

「義父上は温かいですね」

「離せ」

「振りほどけばよろしいのです」

　先ほどグラディスをねじ伏せたように、シェンダーは力でグラディスを圧倒できる。嫌ならそうしてしまえばいいのだ。

「……義父上。エルレーシュを産み育ててくださってありがとうございます」

「なにを……」

「私はエルレーシュと出会い、多くのことを学びました。義父上の教育のたまものでしょうか。ああ、反面教師かもしれない。どちらでもいいのですが……あなたのこのぬくもりがエルレーシュを守り、育ててきた」

「育てたつもりはないけれどね」

　少しだけ、シェンダーの声音が柔らかくなった。

「いいえ……」

　きっとシェンダーはだれよりもエルレーシュを愛している。多くが想像する愛情ではないかもしれない。エルレーシュに愛情は伝わっていないかもしれない。それでも、瞳を覗き込むとふと温かい光が揺らいで見える。

　それが光の加減だとか、気のせいだとは言いたくなかった。

「エルレーシュと出会えたことは、私の誇りです。ありがとう……義父上」

　一方的にグラディスが押しつけるばかりだったシェンダーの手が、ゆっくりと握り返される。

　そろりと解かれると髪を撫で、ゆっくりと目元から頬へと滑って唇をなぞる。まるで愛撫のような仕草だったが、グラディスにはなんとなく、シェンダーの警戒心の表れのような気がした。拒めば心を閉ざされかねない。少しだけ開こうとした心の扉を、グラディスが閉ざすわけにはいかなかった。

　シェンダーがわずかに身を乗り出してくる。

　金色の髪と、エルレーシュによく似た顔が近づいてきて、身動きができなくなった。

　シェンダーの後ろでは再びエルレーシュが警戒態勢に入ったが、それよりも早くグラディスの耳元にシェンダーの声が落ちた。

「――、――――」

　あまりに小さく、聞き零しそうになるほどだった。

　その声は、エルレーシュがグラディスに囁きかけるような、どこか甘い色を滲ませているように思えたが、肩をトンと押された瞬間に気のせいだったかもしれないとも思った。

「離れたまえ」

　まるで、夢幻のような一瞬だった。

「……はい」

　あしらうようなシェンダーの仕草に、グラディスが立ち上がる。距離を取って離れようとすると、ふっとシェンダーが笑みを零した。

「グラディス」

「はい、義父上」

「今度はグラスを満たすものを持ってきなさい」

「……はい。よいものを探しておきます」

「下がりたまえ」

　先ほどと打って変わって機嫌のよさそうなシェンダーに背を向けて、エルレーシュを見ると、彼は驚いたような顔でシェンダーを見つめていた。

　なにをそんなに驚いたのかはわからなかったが、エルレーシュがグラディスの肩を痛いほど強く掴み、退室を促す。

　半ば引き摺られるように部屋を出て、しばらく廊下を歩いたが、人の気配がなくなったところでエルレーシュがようやくグラディスから手を離した。

「……エルレーシュ、どうかしたのか？」

「なにを、言われた……？」

「なにとは……？」

　エルレーシュはシェンダーの近くにいたものの、シェンダーがあまり声を大きく発しなかったせいで会話の声ははっきりと聞き取れていなかったのかもしれない。となると、どの会話を指しているのかわからなかった。

　エルレーシュがグラディスの腕を掴む。

「さっき、あの男に近づかれただろう」

「ああ……」

　最後のことかと頷いてエルレーシュを見上げた。不機嫌を隠そうともしない。

　もちろん、この不機嫌な感情にはいろいろなものがない交ぜになった結果だということはわかる。特にユディルの話を聞いて、エルレーシュとシェンダーがなぜ不仲なのかもわかったからこそ、彼がこの面会を嫌がっていることは承知しているつもりだ。

　エルレーシュにとってシェンダーは許しがたい相手であること。グラディスが不用心なくらいシェンダーを近づかせたこと。そもそも、この面会も面白くなかったはずだ。

　それでも、グラディスはふふと笑ってしまった。

「……なにがおかしい？」

「いや。あなたに嫉妬されるのは悪くないと思ったんだ。不謹慎だと叱られるだろうが、うれしいものだ」

「俺が本当に怒っているとわかっているのか？」

「わかっている。だが、先ほど言われた言葉をあなたに伝えていいものかは悩ましい」

　腕を掴む手に、力が込められる。

「言え。俺に隠し事ができると思うな」

「そんなことを思っているわけではないんだが……」

　あのときのシェンダーの言葉は、いまのエルレーシュに伝えてはいけない気がする。

『お前は、どこか彼女に似ているね』

　そう囁かれた声は、間違いなく温かな色を含んでいた。『彼女』が示す相手がだれなのか、なぜそんなことをグラディスに言ったのかはわからない。

　ただ、シェンダーはまたグラディスと面会することを許してくれて、なにかがシェンダーの心を動かしたことだけは間違いないだろう。

　そして、その言葉はグラディスにだけ聞こえるように言ったのだ。ならば、もう少し秘密にしておくのがいいのかもしれない。が。

「……いいだろう。言いたくなるようにしてやる」

　エルレーシュの声が低められ、寝ている虎の尾を踏んだかもしれないと冷や汗が出た。

「わ、私を罰するつもりか……？　それはちょっと待て。痛いのは困る。すごく嫌だ」

　逃げようとするグラディスを、エルレーシュはがっちりと捕まえた。

「処罰が痛いだけだとだれが言った？」

「う……」

　遠くを見つめて、いやそんなまさかと一人で呟いてかぶりを振る。

　ずるずるとエルレーシュに引き摺られて部屋に連れ込まれたあと、しっかりと組み伏せられ、グラディスは彼に隠し事はしないでおこうと固く誓った。

















六．奇跡の木












　婚礼を明日に控えた午後。グラディスはウェストコートを着てフロックコートを羽織り、身体に馴染むトラウザーズを穿いてユディル記念公園へやってきた。

　明日は不慣れなドレスを着ることが決まっている。そのために、フィール王国近くにある屋敷までシトリスに来てもらって、みっちりと淑女の所作というものを叩き込まれた。

『以前は途中で終わってしまいましたので、今日はしっかりと身体に覚えていただきましょうね、グラディス様』とかわいらしい笑顔を浮かべ、逃がさないという確固たる意思を見せつけるシトリスから、グラディスが逃亡するという選択肢はなかった。絶対に彼女に嫌われる。それはとても困るからだ。

　そうして解放されて、久しぶりにスーツを着たのだが、やはり身体に馴染んで動きやすい。ネクタイを締めるのも楽しくて、上機嫌に身支度を調えてドレスルームを出た。

「待たせたな、エルレーシュ」

　隣接する部屋で、エルレーシュは窓から見えるユディルの木をなにともなく眺めていた。

　入ってくるときも目にしたが、見蕩れるほど美しい木だ。

「……あの木は、なぜあんなに美しいんだろうな。人を魅了してやまないのもわかる」

「そうか」

「元は枯れ枝だったのだろう？　手をかければ枯れた枝も息を吹き返すものなんだな」

　それが生命の奇跡なのかもしれないと一人で納得していたグラディスに、エルレーシュが近づいてそっと後ろから抱きしめる。

　振り返って見上げれば、影が落ちてゆっくりと唇が重ねられた。

「そういえば、この国へ来たときにも赤い花びらを見かけた。関所の近くだったが、あの辺りまで花びらが飛ぶんだな」

「……君が関所を強引に越えてきた日は新月だったはずだ。花びらなど飛んでいても見えないと思うけどな」

　たしかにそうだ。

　関所近くには見張りのかがり火が灯ってはいたが、空を舞う花びらが目視できるほどの明るさはなかった。

「……うーん……気のせいだったかな。火の粉だったのかもしれないな」

　うんうん唸っていると、エルレーシュは「どうだろうな」と呟いた。

「ユディルの奇跡……あの木はそんなふうに呼ばれている。だから、なにが起きても不思議はないのかもしれないな」

「そうなのか？」

「ああ。ここは、もともとたいした場所ではなかった。亡くなった母が暮らしていて、庭もろくに手入れをされていないような、忘れられた場所だったんだ」

　後ろから抱きしめてくるエルレーシュの手にそっと触れる。

「母を埋めただけの場所。墓地でさえなかった」

「……そうか」

「亡くなった母の手に、枯れ枝しか持たせなかったシェンダーを、俺はいまでも許していない。あの男に、かならず母の前で詫びさせてやると誓った」

　ユディルを手にかけたのは、先帝シェンダーである。

　シェンダーがそう言ったのだから間違いはないのかもしれない。だが、グラディスは少しの違和感を覚えた。

　シェンダーと面会をしてみて、恐ろしい人だとは思った。心の凍った人だとも思った。だが、最後の最後で零した声にぬくもりが宿っていた。

「エルレーシュは、義父上が本当に母君を殺めたと思っているのか？」

「真偽という意味ではわからない。だが、母に情けをかけなかったことは事実だ。政略結婚を強いられるのは、俺たちの立場ではやむを得ないことだ。恋だの愛だのとは無縁だが、情けをかけてやるくらいはしていいと思っている。あの男は、ユディルにそれをしなかった。彼女は、いつも寂しそうだった……」

「情けをかけられたから幸せになれるかどうかは、わからないと思う」

　エルレーシュの手をぎゅっと握って、グラディスは泣いて詫びる母の姿を思い返した。

　グラディスの父は、母をそれなりには愛していただろう。子を産めなくなり、王女しか授かれなかったことを詫びる母を一度も責めていなかったように記憶している。

　それでも、母はずっと悲しそうだった。幸せそうには見えなかった。

「……幸せとはなんだろうな」

　グラディスの母も些細な切片から幸福を取りこぼし、エルレーシュの母も幸福には満たされなかった。

　だれもが幸福でありたいと願うのに、それを手に入れるのはとても難しい。

「グラディスにとっての幸せとはなんだ？」

　エルレーシュが顔を覗き込んでくる。

「私の幸せか……」

　少し前までは、考えもしないことだった。生まれたことを悔いてきたグラディスに、幸せになる資格などないと思ってきたからだ。

　だが、いまは思う。これが幸せなのだろう、と。

　エルレーシュの腕に抱かれ、彼が慈しんでくれることこそが、グラディスを満たしている。

「以前、フォルツに言われたんだ」

「うん？」

「あなたは私を変えてくれる人だと。女でよかったと思わせてくれる人なのだ、と。そのときはあり得ないと思っていたよ。でも……」

　エルレーシュの手を取って、グラディスは自らの頬へ押し当てた。

「いまが幸せだと思う。あなたに出会わなければ、私は愛しいという気持ちを知らないままだった。愛されることの喜びも、愛してくれている人への感謝も知らず、己の浅はかさから目を背け、男だとか女だとかというくだらないことに縛られたままだったはずだ」

「そうか」

「あなたが……この国の人が、私を『グラディス』として扱ってくれる。間違いを正し、知恵を授け、背を押してくれる。この感情を知ることができたのは、私が女だったからだ。あなたが、愛してくれたからだ。そんなふうに思える日がくるなど、夢にも思わなかった」

「それならいい」

　ちゅっと、戯れるようなキスを交わす。

「俺も、君と出会えてよかった」

「そうか。なんだか照れくさいな」

「愛している、グラディス」

「私もだ。いや、私のほうが愛しているかもしれない」

　きっとそうだと胸を張るグラディスに、エルレーシュは「どっちでもいいだろ」と笑った。






　翌日、ユディルの木から始まる婚礼は、大きな祝福に包まれてつつがなく進んだ。

　純白のドレスに身を包んだグラディスは、帝国でも歴史に残るほどの美しさを誇り、帝都をまわる最中、民から大きな喝采を浴びたと歴史書に記されることになる。

　穏やかに晴れた日の朝。金色の太陽に照らされて、赤い花びらが舞う中で二人は揺らぐことのない愛を誓う。
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To be continued…
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